



























































僕はリア充絶対爆発させるマン
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『リア充じゆう爆ばく発はつしろ─────────────────────────────っ!!』

　ドッッッッッガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン!!

　八や木ぎ遥はる真まの雄お叫たけびと同時に、数組のカップルが音を立てて爆ばく発はつした。

「うぐがああああっ!!」「ごぼおおおおおおっ!?」「うぼんぬううううううううううっ!?」

　燃え盛る都会の街中から、天に向かって飛ぶリア充。彼らは灰色の空の中で放物線を描えがきつつ、地上に向かって次々と落下。そして屍しかばねの山を作る。

　まさに修しゆ羅ら場ば、地じ獄ごく絵図。

　隠かくれて見ていたカップルは、その光景におののいた。

「くそっ！　たった一人の独どく身しん貴き族ぞくにっ……！」「圭けい一いち、アタシ怖こわいよぉ……」

　二人は寄より添そい、リア充の女が彼氏の腕うでにギュッと抱だきつく。

　と、遥真が二人に気づいた。彼はカップルを指さして、厳しい目つきで命令する。

「お前たち、すぐにその手を離はなせ！　僕はリア充には容よう赦しやしないよ！」

　リア充は伸のびきった糸のように一いつ瞬しゆん体を強張らせる。だが、すぐ男が言い返す。

「だ、誰だれが独身の指図を受けるか！　リア充舐なめんじゃねえぞコラ！」

「へえ……。僕に勝てると思ってるのかな？」

　遥真はうっすらと笑みを浮うかべて、左手の指をパチンと鳴らす。すると彼の横に建つビルが、ドン！　と爆発し煙けむりを吐はいた。砕くだけたガラスが飛び散って、灼しやく熱ねつの風が吹ふき抜ぬける。

「この独どく身しん術じゆつは最強だよ。僕のリア充への嫉しつ妬とや恨うらみは、山よりも高く海よりも深い。カップルなんかには絶対に負けない！」

「こっちだって……たかが独身貴族なんかに、負けるわけにはいかないんだよっ！」

　リア充の男は遥真に向かって啖たん呵かを切ると、彼女に一度目配せをしてから自身が纏まとう上着を脱ぬいだ。女も彼氏の動きに合わせ、上着を鮮あざやかに脱ぎ捨すてる。その下にあるのは、二人とも同じ半はん袖そでのシャツ。ハートマークがプリントされた白地のシンプルなＴシャツだ。

「な、何ィ！　ペアルックだって!?」

「俺の！」「アタシの！」

『愛を見せてやる！』

　二人は声をハモらせると、互たがいの顔を見つめ合う。

　そして、なんと…………勢いよく唇くちびるを重ねた！

「ん、むぅ……。愛まな美み……愛美ィ……」「圭一……。アタシ、幸せぇ……」

　舌を絡からめ、ディープなキスを交わす二人。するとリア充の周囲に突とつ如じよ、ピンク色の光が放たれる。光は明めい滅めつを繰くり返し、どんどん輝かがやきを増していく。

　キュイン、キュイン、キュイン、キュイン、キンキンキンキンキンキンキン！

「うぐっ、眩まぶしい！　なんて愛マナだ！」

　焼けるような激しい光に、遥真は思わず目をつぶる。超ちよう高密度のエネルギーがカップルを中心に発せられ、その周囲にまで拡散する。

　ピッッカアアアァァァァァッ！

　次に遥真が目を開けた時、リア充はピンクのオーラを纏って遥真を睨にらみつけていた。

「これが俺たちの愛あい気き道どうだ！」「リア充は人生の勝ち組よ！　独身なんて一ひねりだわ！」

　確固たる信念。明確な決意。熱い闘とう志しを瞳ひとみに燃やし、ギュッと固く手を繫つなぐ。

　そんな彼らの姿を見て、遥真は目を潤うるませて叫さけんだ。

「ぼ……ぼ……僕の目の前でイチャイチャするな[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　リア充とは対照的な青いオーラを身に纏まとい、高らかに指を鳴らす遥真。

「うわあああ─────────ッ！　リア充爆発しろ────────────っ!!」

　チュドォォォォォズドバァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァンンン!!








第一章　恋こいには向かないお年とし頃ごろ









　恋れん愛あい適性というものがある。

　これは異性にモテる力を分かりやすく数値化したものだ。個々人の性格や性的魅み力りよく、男子・女子力の高さなどを百点満点で採点し、八十点以上の者が『適性アリ』とみなされる。

　適性は中学卒業の際に、過去の対人行動を頼たよりにたった一度だけ採点される。そして今日こそ運命の日。中学三年生にとって、最初で最後の恋愛適性発表の日だ。

「フッ……。フフッ……。完かん璧ぺきだ……」

　鏡を見て、八や木ぎ遥はる真まは自信に満ちた笑みを浮かべる。

　おでこを出したリーゼントの髪かみに、勝気な吊つり上がった瞳。しっかりアイロンのかけられた紺こん色いろの制服で身を包み、胸元には中学の校章が描かれた緑のブローチが光っている。

「ああ、似合う……。似合っている！　髪かみ型がた、容姿、服装、容姿、そしてなんといっても、容姿！　すべてがイケメン！　パーフェクト！　僕こそ次世代の王子様だ！」

　ポーズを取り、鏡の中の自分に向かってウインクや投げキッスをする遥真。

「やっぱり僕はカッコいいんだ！　特にこの角度！　見て、この角度！　斜ななめ四十五度から見た僕のキメ顔は最高だね！　ジャ○ーズだって真っ青だよ！　というか、ジャ○ーズ入れるんじゃない？　作っちゃう？　新しいアイドルの歴史。僕が新世界の神になる？　いいよ、いいよ！　やっちゃうよ！　少女たちの恋、奪うばっちゃうよ！」

「おい遥真、そろそろ学校行くぞ！　妄もう想そうから早く帰ってこい！」

　一人芝しば居いをする遥真の後ろで、別の男が叫んでいる。遥真の親友、須す藤どう康こう介すけだ。

「早く行かねえと適性発表遅ち刻こくするだろが！　俺を道連れにするつもりか？」

　腕を組み、片足でコツコツ床ゆかを叩たたく康介。刺さすような口調で遥真の背中に話しかける。

　しかし遥真は全く気づかず、自分の世界に没ぼつ頭とうしていた。

「はっはっは！　ありがとう！　ファンの皆みんな、ありがとう！　皆は僕を大好きで僕も皆が大好きだ！　そうだ、皆で結けつ婚こんしよう！　全世界の美しい少女は、全員僕のお嫁よめさんだ！」

「遥真、お前いい加減にしろよ？　マジでバス間に合わなくなるぞ！」

「『キャ～、素敵～！　遥真さま～！』（遥真裏声）ありがとう！　ありがとう！　そんな君たちに今日は僕からプレゼントだ！　聞いてください、僕の新曲『君の笑顔にありがとう』」

「いつまでやってんだこのナルシスト───────ッ！」

「『君の～笑顔は～一億まん』ぼわああああぁぁぁぁぁっ!!」

　歌の途と中ちゆうで、康介が遥真の頭にチョップ。その強きよう烈れつな一いち撃げきに遥真は膝ひざからくずおれた。

「う、うう……。康介、いたの？」

「さっきテメーが呼んだんだろうが！　一いつ緒しよに発表見に行こうって！」

「そうだ、康介！　見てくれよ！　斜め四十五度の角度で僕の超ちよう絶ぜつイケメンフェイスを！」

「うるせーバカ！　角度変えてもカッコよくねぇから！　凡ぼん人じんは凡人のままだから！」

「そ、そんな身も蓋ふたもないこと言うなよ……。せっかくノリにノッてたのに……」

　しゃがみこみ、ずーんと影かげを落としながら床にのの字を書く遥真。

「現実なんだからしょうがないだろ。大体、なんだその髪型は？　罰ばつゲームか？　罰ゲームだよな？　まさか自分でセットしてないよな？」

　康介は遥真の髪を指差す。フランスパンが載っているような、リーゼントの髪型を。

「ああ、これ？　『地中海風リーゼントヘアー』さ。セットに二時間もかかったんだよ～」

「自分でセットしてたああ！　地中海にリーゼントあんのか!?」

「知らないけど、一番手のかかる髪型にしたんだ。今日は人生で一番重要な日だからね。恋愛適性で合格点を出すためにも、ちゃんとオシャレしておかないと」

「今いま更さらやっても意味ねえよ！　バレンタイン当日だけオシャレするような無意味さだ！」

「おっと、僕をなめるなよ康介。僕は普ふ段だんからほんの少しも、努力を怠おこたったことはない！」

　そう。遥真は今まで恋愛適性を上げるため、血の滲にじむような努力をしてきた。男子力を高めるため毎日筋トレをしてみたり、性的魅力を高めるため髪型をアレンジしてみたり。

　いや、彼だけじゃない。彼と同じ学生は皆、恋愛適性を上げるために猛もう烈れつな努力をしているのだ。これからの自分の人生を、華はなのあるものにするために。

　恋愛適性の使い方。それは高校進学の際の、学力的な試金石だ。

　遥真がこれから暮らすことになる、学園都市『十五地区』には、その名の通り十五の高校が存在している。そしてそれらの高校は、大きく二種類に分けられているのだ。

『告こく立りつ校こう』と『独どく立りつ校こう』。

　恋愛適性の高いものは『告立校』に進学し、逆に適性の低いものは『独立校』に進学する。これが十五地区の決まりであり、九割以上の学生が恋愛適性を上げるために努力を重ねる理由である。人々は皆、告立校に通うために恋愛適性を磨みがくのだ。

　告立校の教育理念は『若者に恋をさせ、純じゆん粋すいな愛を教える』こと。

　告立校は正しい恋愛の仕方を学び、人生の伴はん侶りよとなる恋こい人びとを見つけるための学校なのだ。その教育目的に合わせ、授業内容は恋愛心理学に始まり、会話術講座、合コン開かい催さい、告白練習、デート模試、など、実じつ践せん的なものが多数。ここに行けばどんな人でも自然と恋人を作ることができ、楽しい青春を送ることができる。しかし、まだまだそれだけではない。

　告立校を出た生徒は、社会に出てからも大変優ゆう遇ぐうされるのだ。人間性や性的魅力に優れている人間として、どんな大だい企き業ぎようを狙ねらったとしても、簡単に就職することができる。自身の希望する職種があれば間ま違ちがいなくそれに携たずさわれるし、給料は多く出世も早い。もちろん告立で出会った異性と幸せな家庭だって築ける。絶対的な成功が約束されるということだ。

「ふふっ、ぐふふっ……。今日から僕も、リア充たちの仲間入りだ！」

　交際経験皆かい無むの遥真は、今までイチャつくカップルを見ては、羨うらやましさに悶もだえていた。だが、そんな日々はもう終わる。告立校に入学すれば、嫌いやでも彼女ができるのだから。

「告立校に合格したらー、すぐ何十人か彼女を作ってー、毎日色んな女の子たちとＨなことして遊ぶんだー。そしたらもう、男友達なんていらない！　康介だって用済みさ！」

「それはこっちのセリフだバカ。俺だってすぐに彼女作るぜ。もう好きな人だっているし」

「え？　本当に？　誰？　誰、誰？　僕も知ってる人だったりする？」

「そりゃ知ってるさ。雪ゆきちゃんさ。雪ちゃん」

　雪ちゃんとは遥真たちと同学年の、可愛い割りにはあまり目立たない女の子だ。

「じつは俺、小学生の頃ころからずっと雪ちゃんが好きだったんだよ。やっぱあの清せい楚そな雰ふん囲い気きがいいんだ。チャラチャラした女とは違ちがって、心落ち着くものがある」

「へぇー。それは初耳だよ。でも、告立校なら女の子なんていくらでもいるよ？　今から一人に絞しぼらずに、視野を広げてもいいんじゃない？　それこそ選び放題だもん！」

　遥真の両目がハートの形になって輝く。彼の心はハーレムへの期待でいっぱいだ。

　しかし康介はチッチッと舌を鳴らしながら、人差し指を左右に振ふった。

「バカ。お前は何も分かっちゃいねえな。俺にとって、女は雪ちゃん一人なんだよ。それ以外は誰であっても恋愛対象になりゃしねえ。仮に雪ちゃんにフラれたとしてもな」

「うおおっ！　なんか康介すごくカッコいい！　初めて康介が男に見えたよっ！」

「……今までは何に見えてたんだ？」

　大おお袈げ裟さに声を弾はずませる遥真へ、訝いぶかしげな視線を送る康介。そのとき、彼はふと腕時計を見た。時刻は十時。恋愛適性の発表がちょうど始まった頃である。

「ヤベッ！　遊んでる場合じゃない。遥真、俺は先行くぞ。バスに遅おくれたら困るからな」

「えっ!?　ちょっと待ってよ康介！　僕まだご飯食べてない！」

　さっさと家から出ていく康介。遥真は急いで鞄かばんを手に取り、彼の背中を追い掛かけた。




　　　　※




「ハアーッ……ハアーッ……。も、もう……無理…………」

　家を出て約二十分。結局彼はバスに乗り遅れ、学校目指してキツい山道を歩いていた。

「くっそぅ、やっぱ遠いなぁ……。でも、こんな苦労も今日までだ。十五地区は大都会。山道なんてないはずだし、告立校に進んだら女体天国ハーレムパラダイスが待っている！」

　左手を天に突つき上げて、空に向かって叫ぶ遥真。告立校での日々を思うと、胸が弾はじけて飛んでいきそうだ。デートやセッ○ス三ざん昧まいの生活、いや、性活を送るのだ。

「…………不合格さえ、していなければね…………」

　恋愛適性八十点未満。それすなわち、告立校に『落ちる』ということ。

　告立校に落ちた生徒は、例外なく『独立校』という別種の高校へ入学が決まる。そこには、告立校とは真逆の教育理念が存在していた。それは『一人きりでも生きていく』だ。

　詳くわしい情報は遥真も知らない。ただ噂うわさでは、独立校に入学すると周囲との関わりが断たれるらしい。生徒は学校に軟なん禁きん状態。友達と遊ぶことはもちろん、男女交際も禁止される。告立校とは打って変わって、人との繫がりや恋愛ごとが厳しく制限されているのだ。

「い、いや……。僕はそんな所には行かない！　告立校に入るために今までずっと頑がん張ばってきたんだ！　ラブレターを書く練習もしたし、女子と話す時はいつも笑顔を心がけてきた。筋トレもしたし、ファッションも学んだ。間違いない。僕は絶対に受かってるさ！」

　遥真は財布から受験票を取り出し、受験番号を確認した。赤文字で三百十五番とある。

「イケる、イケるぞ！　僕はモテる！　受験番号最サイ高コーだもん！　三百十五番だけに！」

　顎あごが外れてしまいそうなほど大口を開けて笑いながら、坂道を登っていく遥真。

　するとその途中、不可解な物に遭そう遇ぐうした。

「……ん？」

　思わず足を止める遥真。道の真ん中に異様な物体が落ちている。丸く巨きよ大だいな、謎なぞの物体。

「え、何……？　なんなの、一体……？」

　遥真はソレを遠巻きに見つめる。こそこそとソレを観察する。

　パッと見、地面から生えた岩のようだ。しかしそれにしては凹おう凸とつがない。ツルツルとした丸い形状に、色は淡あわいピンク色。こんな岩、自然界にはあるわけがない。

　遥真は少しずつソレに近づき、触ふれてみようと手を伸のばす。恐おそる恐る、慎しん重ちように。

　すると──

　ぐ[image: ～][image: ～][image: ～]きゅるるるるるる。

「うわっ！」

　物体からなんとも情けない音が漏もれた。遥真はのけぞり、慌あわててソレから距きよ離りをとる。

　だが、それだけでは終わらない。

「お、おお、おおおおお……」

　その物体が、喋しやべったのだ。いや、喋ったというよりは気味の悪いうめき声を上げた。そしてソレ、いや、その人は丸い岩のように丸めた体をコテンと真横に転がして倒たおれた。

「あ、あ、あの……。大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　倒れた人物の側に寄る遥真。控ひかえめに声をかけ、様子を窺うかがう。

　するとその人は一言だけ、今度ははっきりと口にした。

「お……おお………………お腹なか空きました……」




　　　　※




　もぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐもぐ。

　遥真の前で夢中になってパンを齧かじる少女。彼女は遥真と一緒に草むらの中に腰こしを下ろして、彼が昼食用に持っていたクリームパンを頰ほお張ばっている。小さな口が動くたびにピンクのロングヘアーが揺ゆれて、大きな胸がポヨポヨとはねる。

　ドレスのような服といい、その美しい顔立ちといい、お嬢じよう様さまのように気品の溢あふれる彼女ではあるが、パンを両手で持つ姿は小動物を連想させる。まるで可愛いリスのようだ。

　パンを食べ終え、少女はゴクゴクお茶を飲む。そして「プァッ」と息を吐はいた。

「どうもありがとうございました。見知らぬ私わたくしに食事を恵めぐんでくださって」

「ああ、いえいえ。お構いなく……」

　うやうやしくお辞じ儀ぎをする少女。遥真もつられて頭を下げる。

「一時はどうなることかと思いました。朝ご飯を抜ぬいたせいか、急に力がなくなって……」

「ああ、なるほど。それで倒れてたんですか」

「でも、あなたのおかげで元気が出ました！　もしかして、このパンは手作りですか？」

「いや、普ふ通つうにコンビニパンですけど……」

「コンビニ、パン……？　なるほど。初めて食べました」

　そのセリフや見た目から察するに、彼女は育ちがいいらしい。

「ところで、学生さんとお見受けしましたが、ひょっとして海かい明めい中学の……？」

「あ、はい。そうです。海明中学の三年生です」

「まあ、やっぱり！」
















　小さな両手をパシッと合わせ、笑みを花開かせる彼女。大きな瞳ひとみがキラキラ輝かがやく。

「実は私わたくし、海明中学の卒業生なんですよ～」

「そうなんですか？　じゃあ、僕の先せん輩ぱいなんですね」

　遥真は少し意外に思った。このお姫ひめ様さまみたいな雰囲気の女子が、自分と同じ三流中学に通っていたとは……。住む世界が違うと思ったが、親近感がグッと増す。

　それは相手も同じなようで、たちまち二人の間から初対面同士特有の緊きん張ちよう感かんが消えていった。互たがいに手足の力を緩ゆるめ、リラックスできる姿勢に直す。心地よいそよ風が草木を揺らし、和んだ空気がその場に流れた。

「……でも、三年生ということは、今日は適性の発表に？」

「はい。今から見に行くところです」

「それはそれは……大事な日なのにすみません。私わたくしなんかに時間を取らせて……」

　申し訳なさそうに深々と頭を下げる彼女。ピンクの髪かみがフワッと揺れる。

「いえ、大丈夫です！　むしろお話しできてよかったです。少し不安になっていたので」

「不安、ですか？」

　少女は可愛らしく首をかしげる。

「はい。恋れん愛あい適性が足りなくて、独立に行くことになるんじゃないかと……」

　独立校に入ってしまえば、今後恋こいをするチャンスはなくなる。学校で恋愛が禁止されては経験値を積むことができず、高校を卒業した後も恋の仕方が分からないからだ。たった一度しか算出されないこの『恋愛適性』が、人生を大きく左右している。

「確かに緊きん張ちようしますよね。私わたくしも、発表の時はそうでした」

「あなたは、告立校生なんですか？」

「ええ。私わたくし、告こく学がく院いん高校に通っています」

「こ、告学院高校ですかっ!?」

　告学院といえば、告立校の中でも一番レベルの高い高校だ。学力レベルはもちろんのこと、生徒に求められる男子力・女子力といったスキルも他の学校の比ではない。リア充じゆう中のリア充が通う、紳しん士し淑しゆく女じよのための学校。それが告学院高校だ。

「す、すごい……！　格が違う！　僕なんかが気安く話していい相手じゃない……」

「そんなに立派な者じゃありません。それに、あなたこそ素晴らしいお方です。見ず知らずの私わたくしに食事を与あたえてくれたのですから。あなたなら、きっと告立校に合格できます」

　少女はニッコリと微笑ほほえんだ。その笑顔は優しさに満ち、遥真の心を落ち着かせた。

　彼女は立ち上がり、スカートの汚よごれを丁てい寧ねいに払はらう。そして遥真に頭を下げた。

「危ないところを助けて頂き、本当にありがとうございました。野原に座ってのピクニックなんて、子供の時以来で楽しかったです」

「い、いや！　こちらこそ！　あなたのおかげで、なんだか自信が出てきました！」

「その調子です！　合コン研修でお会いすること、今から楽しみにしてますね」

「えっ!?　あ、はい……！　僕も、楽しみにしています！」

　それでは、と最後に軽く会え釈しやくをして山道を下っていく少女。遥真はなぜか動くことができず、ただ彼女の背中を見つめている。

　と、その時。彼女がくるりと遥真を振り向むき、無む邪じや気きな笑顔で手を振った。

「その髪かみ型がた、素敵ですよ──っ！」

「っ!?」

　遥真は反射でリーゼントヘアーの先せん端たんを摑つかむ。視線を上げるとわずかに見える、おでこの上で固まった髪型。そして視線を戻もどした時には、彼女の姿はそこになかった。

「……………………………………」

（合コン研修でお会いすること、今から楽しみにしてますね）

　彼女のセリフが遥真の頭で再生された。甘い言葉が彼の脳内を何度も何度も駆かけめぐり、正常な思考回路を溶とかす。そして普ふ段だんは抱いだかないような希望的観測が胸中に満ちた。

「……あの人、ひょっとして僕に惚ほれちゃった……？」

　思い込んだらもう遅おそい。心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようし、だんだん呼吸が荒あらくなる。彼の体の奥底から、燃えるような力が湧わき出してくる。そう、それは恋のエネルギー。

「う、う、うわああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　わけも分からず空に叫さけぶ遥真。その衝しよう動どうを抑おさえきれず、いきなり山道を駆け上がる。

「惚れられたっ！　惚れられたっ！　僕がっ、ついにっ、惚れられた────っ！」

　疲つかれや不安を全て忘れて、一気に坂を走っていく。体が軽く、足もよく動く。風そのものになったような感覚すらも抱くほどだ。

　女子に素敵だと言われることも、会うのが楽しみと言われることも、遥真にとっては人生初。散々苦労してセットしたリーゼントまで褒ほめられて、天にも昇のぼる気持ちである。

（ああ、よかった……。僕の努力は間ま違ちがってはいなかったんだ！）

　まだ興奮も冷めきらぬうちに海明中学へと到とう着ちやく。門を潜くぐり、校庭を抜けて、ボードの出された下げ駄た箱ばこ前へ一目散に駆けつけた。

「うおおおお───────っ！　結果はどこじゃああああ────────っ！」

　ボードの前で急停止し、恋愛適性点数の書かれた結果発表の張り紙を凝ぎよう視し。

（この僕が落ちてるわけがない！　恋愛適性最上位校『告学院高校』の女子に惚れられてしまう程なのだから！　僕の恋愛適性は八十点じゃ収まらないぞ。九十点、いや九十五点。ひょっとしたら過去一人しかいない百点満点ということも──）

　三百十五番────恋愛適性点数０点。よって独立校に合格。

「は……………………？」

　遥真の目玉が点になった。

　恋愛適性点数０点。それが、遥真の十五年間の努力に対する答えだった。

「…………………………は？」

　その結果が受け入れられず、遥真はごしごしと目をこする。そして再びボードを確認。しかし結果が変わるはずもなく、恋愛適性は０点だ。

「くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ；＠：？」

　脳みそお花畑から一転、あまりの事実に遥真の頭がバグり始めた。

　ちょうどその時、昇しよう降こう口の扉とびらが開いて一人の教師が顔を出す。遥真の担任の男性教師だ。

「おお、遥真。やっと見に来たか。もう今年はお前で最後だぞ」

「せ、先生！　これはどういうことですかっ！　０点って……０点ってぇ！」

　恋愛適性で０点なんて、普通では考えられないことだ。それは一人の生徒に対して、性格も性的魅み力りよくも男子・女子力も皆かい無むなクズだと言っているようなものだからだ。

　しかし先生は涼すずしい顔で遥真の０点を肯こう定ていする。

「はっはっは。いやぁ、お前はなんと言うか……。例外中の例外でなぁ」

「例外!?」

　人を殺しそうな眼力で先生を睨にらみつける遥真。

「僕のどこが例外なんですか先生!?　毎日毎日自分を磨みがき、努力を怠おこたらなかった僕の！　毎朝筋トレを欠かさずに、ラブレターを書く練習もして、ファッションも常に勉強して、女子と話す時には誰だれより笑顔だったこの僕の！　どこが例外なんだよ先生!?」

「そう。それだよ。そういうところが例外なんだよ」

「あぁ!?」

　先生を威い嚇かくし始める遥真。顔が赤く腫はれあがり、体温の上昇がうかがえる。

「お前みたいに、誰よりも努力してるのにそのやり方が完全に間違っている生徒、他には見たことなくてなぁ。教員一同全員一いつ致ちで、０点にさせてもらったんだぞ」

「ま、間違ってるって……どこがですか!?」

「まずお前、女子と話す時にいつも気味悪く笑ってるだろ？　あれじゃお前、笑顔とは言わんよ。女の子の体を狙ねらう変態にしか見えないって、女子生徒たちが言ってたぞ？」

「うぐっ……!?」

　まさか自分の笑顔が変態と思われていたなんて……。遥真は胸に痛みを感じた。

「ラブレターだってこれはないぞ。『僕はいつもあなたを見ています。草むらの陰にも電柱の裏にも、どこにでも僕の姿はあります。そんな僕ですが、今はどこにいると思いますか？　そう、あなたのすぐ後ろ……』って、こんなん軽くホラーじゃないか」

「ギャー！　やめて！　音読しないで！　っていうかどこからその手紙を!?」

「この二つだけでも、性的魅力や男子力が皆無ということはよく分かるな？　他にもファッションの勉強をしながらセンスが全くなかったり、どれだけトレーニングをしても運動能力ゼロだったり、エロいことばっかり考えていたり、モテる要素が全くないのは明白だ」

「う、ぐぐぐ…………」

　残念だが何も反論できない。砕くだけるほどに歯を食いしばる。

「よってお前は前代未聞の０点男ノーポイント。ある意味名めい誉よなことだよ、うん」

　笑顔で遥真の肩かたを叩たたく先生。それと同時に、遥真は膝ひざからくずおれた。

「そんな……バカな……。誰よりも努力してきた僕が……。告立校に行くはずの僕が……」

　ガクリとうな垂れ、彼はぽろぽろ涙なみだをこぼす。そして痛つう嘆たんの声を上げた。

「なんなんだよチックショオオオオオッ！　僕はあんなに努力したのに！　ナンパの仕方も髪型のセットも、誰よりも熱心に勉強したのにィィィ！」

「あ、そうそう髪型といえば」

　遥真の思いを意に介かいさず、先生は吞気のんきな声を出す。

「なんだ、お前のその髪型。ちょっと変だぞ。ウケ狙いか？」

　狙っていたのはウケではない。告立校への合格だ。

　そんな言葉も返せずに、遥真はその場に倒たおれ込んだ。




　　　　※




「リア充とかもう、全員去勢すればいいのよ」

　とある廃はいビル。デスクやホワイトボードしかない殺風景な会議室で、一人の少女が口を開いた。低い身長と切れ長の瞳、ライトブラウンのショートヘアーが特とく徴ちよう的な女の子だ。

「リア充なんて極悪非道な犯罪者じゃない。人の迷めい惑わくも考えず所構わずイチャつきやがって。アイツらの思考回路はなんなの？　道みち端ばたでキスしてるカップルとか明らかに憲法違い反はんでしょ。全員死し刑けいになればいいのに。そして血の池地じ獄ごくに落ちて仲良く混浴してればいいわ」

「ははっ。相変わらず、リア充たちへの憎にくしみが強いね」

　彼女の言葉に答えたのは、机を挟はさんで正面に座る髪の長い少年である。彼はなぜか左目に、二つに割れたハートマークの描えがかれた眼帯をつけていた。

「でも、最近少し戦いすぎだよ。君は何組のカップルを別れさせれば気が済むんだい？」

「そんなの全員に決まってるでしょ。全てのリア充共に死を。それが組織の教義のはずよ」

「それはそうだが、キリがないよ？　奴やつらはまるで害虫のように次々と湧いてくるからね」

　少年は苦笑し、眼鏡めがねの位置を直すかのように眼帯のズレを調整する。

「それより一体なんの用？　人をわざわざ呼び出して。明日あしたのデートテロのこと？」

「ああ、そうだった。実はさっき、面白い情報が入ってね。今年の新入生だけど、恋愛適性で０点を叩き出した男がいるらしい」

「恋愛適性０点……ですって？」

　鋭するどい瞳ひとみをさらに尖とがらせ、少女が言葉を繰くり返す。

「ああ。これはもの凄すごい快挙だよ。何せ今まで適性で百点をとった者はいても、０点なんてありえなかった。きっとよっぽど異性にモテない残念な男子なんだろうねぇ。でも、だからこそ、『独身』として秘めている力は僕らとは段だん違ちがいのはずだ」

「……へぇ。確かに興味はあるわね。恋れん愛あい適性０点なんて、非モテの天才と言えるもの」

「だろう？　この世で最もモテない男。是ぜ非ひ見つけ出してスカウトしたいところでね。でも、肝かん心じんの顔や名前が分からない。そこで、君にその人物の捜そう索さくをしてもらいたいんだ」

　褒めているのかよく分からないやりとりの後、少年が朗らかな笑みで頼たのむ。

　しかし、少女は首を横に振ふった。

「嫌いやよ。悪いけど、断るわ」

「……なぜだい？」

　少年の表情に影が差す。彼女の気持ちを見定めるように、少年の視線が少女を射い貫ぬく。

「知ってるでしょ？　私はあまり男と馴なれ合う気はないの。アンタと活動を共にするのも、あくまで理念が同じだからで、望んでやってるわけではないわ。その上男を誘さそうなんて、そんなリア充じゆうビッチみたいな気色悪いマネは絶対に嫌」

「ふぅん……。男とは馴れ合わない、ね」

「話は終わり？　ならもう行くわ。明日の戦いの準備があるから」

　踵きびすを返し、部屋から去ろうとする少女。

　その背を見つつ、少年はデスクの引き出しを開けて一冊の手帳を取り出した。

「では、これは何かな？　『私が考えた史上最強の告白法！　～これで私もリア充よ☆～』」

「ひゃうっ!?」

　先ほどまでの冷たく尖ったような口調とは真逆の悲鳴を少女が上げる。

「告白法１『ら・ぶ・れ・た・あ（キュン♪）』。まず王道のラブレター！　これならちょっと奥手な私もちゃんと気持ちを伝えられるよ！　その時、一いつ緒しよに手作りお菓か子しをちょこんと添そえておくのもグー。彼のハートと胃い袋ぶくろを同時にゲッツしちゃうぞ（キュンキュン♪）」

「うにゃあああああああああぁぁあああぁぁぁあああっ!?」

　手帳を音読する少年に、少女が慌あわてて摑つかみかかる。すぐに手帳を奪うばおうとするが、少年はその手が届かないように手帳を自身の頭上に掲かかげた。

「あっははは！　いや、傑けつ作さくだ！　まさかこれを書いたのが中学時代の君とはね！」

「ううううっ！　このバカ！　返しなさいいいいっ！」

「返して欲しくば約束するのだ！　恋愛適性０点の男の捜索活動を手伝うと」

「ぐっ……!?」

　少女はピキッと固まって、とても悔くやしげに歯は嚙がみする。その後、やけくそに言い捨てた。

「わ、分かったわよ！　やればいいんでしょっ！」

「うむ！　そう言ってくれると思ったよ！　さすが我が組織のエースだね！」

　少年が少女へ手帳を放る。少女は手帳をキャッチして、その場でズタズタに引き裂さいた。

「くっ……。こんなの、とっくに捨てたハズなのに……！」

「フフッ。昔の君は、リア充に憧あこがれていたんだね。……ククッ」

　込み上げる笑いを押し殺し、右目に涙をためる少年。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　私はもう帰るっ！」

　怒いかりと羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にし、少女は速足で出口に向かう。

「あ、待って。０点君の情報だけど、通う学校は僕たちと同じで──」

「うるさい！　そんな奴どうでもいい！」

　バン！　と乱暴に扉を閉めて、少女は部屋を後にした。




　　　　※




　涙の不合格発表から、数週間の日にちが経った。

　十五地区への引っ越こしも終わり、今日はいよいよ独立校『独ひとつ橋ばし高校』の登校日である。

「ここが、独橋高校か……」

　ボソッと遥真が独り言を漏もらす。その服装は、黒のジャケットに黒の長ズボン。ジャケットの袖そで口ぐち部分には青・白・黒の縞しま模も様ようが広がり、右の二の腕うでに独立校のワッペンが取り付けられている。下には紺こん色いろのワイシャツを着ていて、襟えり元もとからのぞくネクタイはこれまた囚しゆう人じん服のような白と黒のストライプ。カッコよさやオシャレさよりも、独どく房ぼうを意識したような暗いイメージが先行する、独橋高の制服だ。

　そんな制服に身を包み、遥真は校門の前に立って独橋高の全体を眺ながめる。

　鉄筋コンクリート造りの四階建ての大きな建物。その中央の上部には巨きよ大だいな時計が飾かざられていて、さらに上には『独どく身しん貴き族ぞく万歳』という謎なぞの看板が掲げられていた。

　独身貴族とは、独立校に通う生徒をひとくくりにする呼び名である。ちなみに、告立校に通う生徒は、まとめて『リア充』と呼ばれている。『独身貴族』と『リア充』ではどちらがいいかは明白だ。告立校に行けなかった者は、独身という蔑べつ称しようを背負うことになる。

　しかし彼は、告立不合格の悲しみから完全に立ち直っていた。

「ふっふっふ……。覚かく悟ごしろよ独立校！　今からここは僕のハーレムの拠きよ点てんになるのさ！」

　そう。遥真は独立校に通いつつ、恋愛を楽しむつもりでいたのだ。

「告立校に落ちたくらいで長年の夢を諦あきらめてたまるか！　僕は絶対に恋こいをするぞ！」

　──なんて思っていられたのは、教室に入るまでだった。

「何これ……？」

　教室の扉とびらを開いた瞬しゆん間かん、遥真の表情は困こん惑わくの色に塗ぬりつぶされた。

　通常、学生は教室と聞けば一いつ般ぱん的な普ふ通つう教室や、アニメやドラマでよく見るような広くて段差のある教室を思い浮うかべるに違ちがいない。だが、この学校はそうではなかった。

「この教室……小さすぎない？」

　学校の案内に従って遥真が通された教室は、ただの狭せまい個室だった。中にあるのは、机に載ったパソコンが一台。その他には一人分の椅い子すと、服をかけるハンガーしかない。必要最小限のスペースに最低限の物があるだけだ。教室というより、ネットカフェの個室だ。

　これでは恋愛をしようにも、女子と出会うこともないだろう。

「くっそう……。こんな部屋に閉じ込めて、僕をどうしようっていうんだよ？」

　とりあえず椅子に腰こし掛かける遥真。時計を見ると時刻は九時。そろそろ授業が始まる頃ころだ。

「授業って、パソコン使うんだよね……？　電源つけといた方がいいかな……？」

　そう思い、電源の位置を探る。しかしボタンを押す前に勝手に画面が明るくなった。

「うわっ！」

　ビクッ！　と驚おどろき飛び上がる遥真。画面には一人の老人の顔がアップで映し出されていた。どうやら遠えん隔かくで操作されたらしい。

『おはよう。新入生の諸君。私は独橋高校の校長、山やま中なか戻もどるじゃ。以後、よろしく』

　不敵な笑みを浮かべる校長。瘦やせこけて細くなった頰ほおに、立派に伸のびた白い髭ひげが似合う。彼はあご髭を触さわりながら、一方的に話し始める。

『早速だが、今日は諸君らに独立校であるこの高校のカリキュラムを説明しようと思う。皆みんなも気になっているだろう？　突とつ然ぜんこんな個室に通され、一体、何をやらされるのかと』

　もちろん、遥真も気になっていた。独立校での具体的な授業内容が。

『独立校の教育理念は「一人きりでも生きていく」じゃ。しかし、それをベースとした独自の校訓が本校にもある。まずは、それを知ってもらおう』

　校長はそう言うと一度静かに目を閉じた。どうしたのかと、遥真は画面を注視する。

　次の瞬間、校長がクワッ！　と目を開き、大きく口を開けて言った。

『力を合わせる必要なし！　コミュ障結構！　ボッチ万歳！　人間最後は一人きり！　これが本校の校訓じゃあああっ！』

「な、何ィィィィィッ!?」

　パソコンから大音量で流れた校訓。それは遥真が望む世界とは、遠く離はなれたものだった。

『独立校に通う貴様らは、いわば社会の落ちこぼれ！　協調性や積極性、性的魅み力りよくのないクズじゃ！　そんな貴様らに人との共同生活は無理！　無意味！　そして不可能！　だからこそ貴様らには一つずつ、個室を与あたえてやったのだよブワアアァァァァァァァカッ！』

　いきなり始まる罵ば倒とうの嵐あらし。戻校長が口にするのは、独身貴族への誹ひ謗ぼう中傷の言葉のみだ。

「な、なんてジジイだ！　自分の学校の生徒にむかって！」

　画面に怒りをぶつける遥真。パソコンの中の校長は、当然それをスルーする。

『だが、そんなクズにも生きる価値はある。そこで我が独橋高校では、三年かけて貴様らを立派な独身貴族にするため、特別な授業を用意した！　貴様らには下校時刻まで教室から出ずに学んでもらう！　なお、トイレに関しては引き出しを見ろ。役立つ物が入っておる』

「引き出し……？　ゲッ!?　これって尿し瓶びんじゃん！」

『それでは、簡単な説明が終わったところで早速授業を始めていこう。授業は基本ネット配信じゃ。すぐに映像が流れるじゃろう。首を洗って待っておれ』

　プツン、と音を立てて放送が切れた。校長の顔が消え、画面は真っ黒に染められる。

「う、噓うそだろ……。なんて場所なんだ……」

　遥真は力なくうな垂れた。こんな場所では女子とイチャつくことなどできない。こんなところにいたら気が狂くるう。間ま違ちがいなく、気が狂う。

　そんな遥真の絶望をよそに、早速授業が始まった。

『はい、皆さん。おはようございます。数学教師の孤こ独どく慎しん太たです。それでは今日は中学校の復習から始めていきましょう。まずは、次の問いを解いてください』

　自己紹しよう介かいもそこそこに、素早く授業に移る教師。

　この独立校で出される問いが一体どのようなものなのか、緊きん張ちようし画面に食い入る遥真。

　問一　イイ女が家を出て毎分四十メートルで歩く。その五分後に変質者が毎分六十メートルで追う。イイ女が襲おそわれるのは家から何メートルの地点か（なお、変質者は独身とする）。

「知るかあああ─────────っ！」

　気づいた時には叫さけんでいた。パソコンの画面を両手で摑み、壊こわれるくらい乱暴に揺ゆする。

「なんなんだよこの問題は！　文章に悪意しか感じない！」

『つべこべ言わずに解いてください。落第にしてもいいのですよ？』

「どうして僕の声聞こえてるんだよ！　これネット配信なんだよね!?」

　色々言いたいことはあるが、それでも落第になるのは困る。遥真は仕方なく問題に向き合い、答えを求めることにした。

　この問い、書き方はおかしいが、本質的には中学数学の問題だ。頭の悪い遥真でも、受験勉強が終わったばかりでまだ解き方を覚えている。高校に進学する際は恋れん愛あい適性だけでなく、普通に勉強の試験もあるのだ。狭い机に筆記具を取り出し、ノートに計算式を書く。

「よし、出た！　答えは家から六百メートルの地点のはずだ！」

　答え　イイ女はすぐ警察に通報。変質者は死にました（社会的な意味で）。

「だからなんなのこの問題！　全然数学と関係ないじゃん！」

『ああ、そうだ。今の内に言っておきますが、中学時代のような勉強は社会に出てから役に立ちません。ですからこの独橋では、あなたたちの現実をお教えします。そう、ここに書かれた変質者とはあなたたち自身のことなのです』

「決めつけないでもらえますかね！」

『将来捕つかまることのないよう、この問いを心に刻みなさい。それでは、残り九十九問、残さず解いていきましょう』

「こんなの百問もあるの!?　死ぬ！」




　　　　※




　夜八時。やっと授業から解放されて、遥真はトボトボと学校を抜ぬけ出す。

「もう嫌いやだ……。ここを出たい……」

　授業初日で、遥真は早くも実家に帰りたくなってしまった。この学校では恋などできない。さらに言うなら、友達すらもできないだろう。こうして下校をしている時も、他の生徒は誰だれ一人ひとり周りにいないのだから。帰る時間が五分ずつズラされている上に、それぞれが十個以上ある別の出口から帰らされるため、そもそも出会いが皆かい無むなのである。

「これじゃ本当に独房だよ……。どうなってるんだ、この学校は……」

　ぶつくさと文句を言いながら学校近くの寮りようへと歩く。この十五地区での遥真の家は、たった五畳じよう半しかないみすぼらしい学生寮なのだ。なんとも情けない気分である。

「おい見ろよ。アレ独身じゃね？」「えっマジ？　ウケる～。何あの制服？　囚人みた～い」

　ふと、誰だれかの話し声。見ると、前からやってきたカップルが遥真を指差して笑っていた。

「彼女いないって終わってんな」「ああはなりたくないよねー」

「ッ……！」

　遥真は顔を下に向けた。そして、急いで走り出してカップルたちから離れていく。

　十五地区では、リア充じゆうたちが独身をバカにする傾けい向こうがある。この世の中の価値観では恋こい人びとがいる者は勝ち組で、そうでない者は負け組なのだ。

「はあーっ……はあーっ……！」

　カップルたちから急いで離れて、公園の中に逃にげ込む遥真。設置されていたベンチに腰こしかけ、乱れた呼吸を整える。心臓の鼓こ動どうを静めようと、右手で胸元をグッと摑つかんだ。

「くそっ……。僕は、何をやっているんだ……？」

　何か悪いことをしたわけでもないのだから、逃げる必要なんてない。遥真は自分に言い聞かせて、バカにされて傷ついた心を少しでもなだめようとする。

「ちょっ、おい。あそこ、独身いるぜ」「一人きりだね……。私だったら耐たえられないよ……」

　しかし、無む駄だな努力だった。すぐに別のリア充が現れ、遥真に無む慈じ悲ひな言葉を飛ばす。

「ッッ──！」

　遥真の胸がズキンと痛んだ。リア充の会話が胸に突つき刺ささり、彼の呼吸が荒あらくなる。心臓がドクンと大きく脈打ち、全身に嫌な汗あせが滲にじむ。

　遥真は顔を上げることも、すぐ立ち去ることもできなかった。ただ黙だまって、俯うつむいて、リア充の言葉こうげきを受けるしかない。

「つーかアイツ泣いてね？」「ちょっと、ダメだよ！　そんなこと言ったら可哀かわい想そう……」

　遥真は拳こぶしを強く握にぎり、なんとか耐えようと我が慢まんする。だが限界はすぐにきた。リア充たちの言う通り、本当に涙なみだがこぼれてきたのだ。

「うぐっ……！」

　唇くちびるをかみしめ、遥真はベンチから立ち上がる。そして脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。

　リア充たちの脇わきをすり抜け、当てもなく一人で走る遥真。公園を飛び出し、カップルのはびこる十五地区の街を疾しつ走そうする。

　右を見ても、左を見ても、街にいるのはカップルばかり。彼らの視線が自分に集中している気がして、遥真は存在が否定されるような居い心地ごこちの悪さを強く感じた。情けなさと恥はずかしさで遥真の瞳ひとみから水すい滴てきが落ちる。

「僕だって……。僕だって、リア充になりたかったんだ……っ！」

　告立校に進学し、モテモテの学園生活を送る。そのために遥真は生きてきた。しかし、たった一度の適性検査がその努力を全て無にしたのだ。もう遥真の人生に恋愛の花が咲さくことはない。リア充が恋こいを独どく占せんし、非リアは一生一人きり。それがこの社会の法則だ。

　遥真はがむしゃらに走り続け、いつの間にやら見覚えのない細い裏路地に着いていた。

「あれ……？　ここ、どこだろう……？」

　知らない場所に来たことで、遥真は小さく身み震ぶるいをする。すぐに辺りの様子を見まわし、現在地の手がかりを探した。すると、隣となりの通りから人々の笑い声が聞こえた。

「これは……」

　間違いなくリア充の群れだ。近くにクラブでもあるのだろう。この街にはリア充学生専用のナイトクラブが多数ある。そこではしゃぐカップルの声が大音量で聞こえてくるのだ。

「こんなところにもリア充がいるのか……」

　遥真は、また目を付けられる前にさっさと引き返そうとする。来た道をたどるつもりで行けばいつかは寮に着くはずだ。おとなしく寮の自室に戻もどってリア充たちから隠かくれたい。

　そう思った、その時だった。

「ねぇ………………」

　誰かの呼ぶ声が近くから聞こえた。

　遥真は反射的に足を止め、声の聞こえた方を見る。すると、表通りとを繫つなぐ小路に一人の少女が立っていて、遥真のことを見つめていた。

「うわっ！」

　度ど肝ぎもを抜かれ、遥真は思わず身構える。

　少女は髪かみを金色に染め、ギャルのような外見をしていた。アイメイクの施ほどこされた目は大きくまん丸に飾かざられていて、口元は艶つややかに輝かがやいている。着ているものはリボンのついたピンク色のキャミソール。下はものすごく丈たけの短いミニスカートを穿はいていた。

　外見だけならどう考えてもリア充の女だ。だが、それにしては様子がおかしい。彼女の側には友達も彼氏もいないのだ。リア充ならば大たい抵ていの場合、集団行動をするはずなのに。

「…………ねぇ」

　少女が再び声をかけた。遥真はどうするべきか分からず、黙って彼女の姿を見つめる。

　すると少女は、悶もだえるようにもじもじと体をくねらせ始めた。火ほ照てった表情を遥真に見せて、「ハァ……ハァ……」と荒く息を吐はく。

「…………!?」

　少女の謎なぞの行動に遥真は一歩後ずさった。しかし彼女の艶なまめかしい姿に、目を逸そらすことも、逃げ出すこともかなわない。そのまま様子を見続けるしかない。

　口元に触ふれていた彼女の指は、首から胸、そしてくびれへとボディラインを見せつけるように体の上をすべっていく。

「…………（ゴクッ）」

　さらに少女は自らのスカートの中にそっと両手を滑すべり込ませる。そして体をもぞもぞと動かし、スカートの中から赤い何かを足元に落とした。

「!!」

　息を吞のみ、飛び出るほどに目を開く遥真。それは間違いなくパンティだ。彼女の脱ぬぎたてパンティが、今、遥真の目の前にある。彼の目線は一いつ瞬しゆんでパンティに奪うばわれた。

　そして少女は、遥真に一言こう言った。

「こっち、来て……？」

「はううっ！」

　ねだるような声色。せがむような表情。男心を刺し激げきする甘い言葉が胸を貫つらぬく。

　もう一生、こんな出来事はないかと思った。もう一生、自分は幸せになれないと思った。

　しかしそんな遥真にもめでたく春がやってきた。

　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ。遥真は恥をかかぬよう、迷いなく少女のもとへ飛び出す。

「うっひょおおおおおお──────────！　いただきま────────すっ！」

　次の瞬しゆん間かん。

　遥真の首筋にビリリッ！　と強い痺しびれが走った。

「ふぇっ──？」

　足元がふらつき、視界が歪ゆがむ。地面が目の前に迫せまってくる。

「ふぐわっ！」

　顔からアスファルトに倒たおれ込む遥真。そして、彼は気絶した。

















第二章　独どく身しん術じゆつと愛あい気き道どう









　十五地区の外れには太平洋と接している広い海岸が存在する。そこは、海水浴のシーズンにリア充が夏を謳おう歌かする人気のデートスポットだ。

　だが、この夜は少し様子が違ちがった。

　ビーチから離はなれた場所にある海岸沿いの倉庫の中。そこでは男たちの乱暴な声と、いくつもの悲鳴が上がっていた。

「オラァ！　独どく身しん貴き族ぞくがイキがるんじゃねーぞおぉ！」

「ひいいっ！　すいませんすいません！」

　必死に命いのち乞ごいをする独身貴族の男性と、彼を殴なぐりつけるリア充の男。倉庫の中では手足をしばられた何人もの独身貴族が、リア充に暴行を受けていた。

「貴様らは人間のクズなんだよ！　恋人もいない負け組がぁ！」

「うぐっ！　がはっ！　ごめんなさぐふっ！」

　その様子は、あまりにもひどかった。殴られ、蹴けられた独身貴族はいたるところから血を流し、体中に傷を負っている。しかしそれでもリア充たちは暴力を止やめはしなかった。

「────────ハッ！　何!?　何があったの!?」

　周囲の喧けん騒そうで目を覚ました遥はる真ま。彼は倉庫の隅すみっこに仰あお向むけになって倒れていた。やはり手足は縛しばられていて、自由に動ける状態ではない。

「え……何？　ここドコ？　ううっ……」

　全身の鈍どん痛つうに顔をしかめつつ、遥真は上半身を起こして周りの様子を確認する。もちろん視界に入ってくるのは、リア充たちのリンチ風景だ。

「な、な、なんなんだよ、ここ!?」

　とっさに顔を伏ふせる遥真。ここがなんのための場所で、どうして自分がここにいるのか、彼にはさっぱり分からない。記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄よせ、何か手がかりとなるものを求める。

（ええっと……。確か授業が終わった後にリア充たちから逃げてきて、それで……。女子に誘ゆう惑わくされたんだ！　それで彼女を抱だこうとしたら突とつ然ぜん意識を失って……）

「お、目が覚めたようだな。遥真」

　不意に自分を呼ぶ声がする。遥真は顔を上げ、目の前に立つ人物を見た。

「き、君は……康こう介すけか!?」

　それは友人の康介だった。十五地区に来て初の再会に、遥真は心を弾はずませる。

「康介、康介ー！　うわ、本当に!?　すごい偶ぐう然ぜん！　感動した！」

「思ったより元気そうじゃんか。独身貴族になったから、落ち込んでると思ってたのに」

「うっ……。それはそうだけど……」

　友人に出会えた感激も冷め、苦い表情になる遥真。

　その時、一人のギャル風の少女が康介たちへと近づいてきた。

「康ちゃーんっ！　こっち終わったよー！」

「おお、千ち春はる！　ご苦労さま」

　千春と呼ばれたその少女は、康介の腕うでに手を回して、ギュッと体をくっつけた。

「もう康ちゃん！　勝手に離れないでよぅ」

「悪い悪い。愛してるぜ、千春」

　康介は千春の首に手を回し、彼女のおでこに熱いキスをする。

「…………え？」

　それを見て、遥真は固まった。彼女は遥真を誘惑したギャルの少女だったのだ。

「ね、ねえ康介……。その女の子は？」

　震ふるえる声で尋たずねる遥真。

「ん、コイツか？　俺の彼女の千春だよ。どうだ？　スゲー可愛いだろ？」

　康介は自じ慢まんげに彼女の金きん髪ぱつをポンポンと叩たたく。

「いや、だって……！　その子、さっきの独身貴族じゃ──」

「は？　誰だれが独身貴族って？　ウチはただ、アンタをはめただけなんですけど～」

　突然厳しい目を向けてひどい悪口を言う彼女。

「は、はめたって、どういうこと……？」

「うっそ？　まだ状じよう況きよう分かってないの？　マジヤバい。独身、ガチでクズすぎっしょ」

　呆あきれきった様子で言う千春。そんな彼女の代役を務め、康介が遥真に補足を加える。

「ま、要するに、あれは作戦だったんだよ。性に飢うえた独身貴族を千春がパンティーで誘惑し、その隙すきに俺が攻こう撃げきする。俺たちの常じよう套とう手しゆ段だんだな」

「ってことは、僕をここに連れてきたのは……」

「その通り。これを使って気絶させてな」

　康介がスタンガンを取り出した。遥真はさっき首筋に走った痺れた感かん触しよくを思い出す。

「ど、どうしてこんなことを……？　僕はお金なんて持っていないよ!?」

「別に金が目的じゃねーよ。俺らの狙ねらいは最近ここらで活動している『喪も中ちゆうの獅し子し』を捕つかまえることさ。ま、俺たちも上から命令されてるだけだが」

「喪中の獅子……？　なんのこと？」

「おいおいおい…………。お前、何も知らないのか？」

　驚おどろいたような表情の後、康介は憐あわれむような目で遥真のことを見下ろした。

「お前、本当に災難だったな。独身貴族になったがために、自分の状況を知る暇ひまもなくこんな情けない目に合って。その点、告こく立りつ校こうはすげぇぜ？　学校が始まってたった三日で、もう恋こい人びとができるんだからな」

「フフッ……。康ちゃんだーい好きっ」

　二人はウザいくらいに体を寄せ合い、お互たがいの頰ほおをむにむにと人差し指でつつき合う。

「……っていうか康介！　雪ゆきちゃんのことはどうなったんだよ!?」

　遥真はハッと思い出した。康介がずっと片思いをしていた雪ちゃんという女子のことを。

「雪ちゃん？　……ああ。あいつのことはもういいんだよ。今じゃ全然好きじゃねーし」

「え!?　お前それどういう意味!?　今まではずっと彼女を愛してたんだろう!?」

　雪ちゃん一筋と言っていた彼が別の女子と付き合うなんて、遥真には考えられなかった。

「ま、以前はそうだったかもな……。でも俺はもう変わったんだよ。今の俺はリア充じゆうなんだ。あんな影かげの薄うすい冴さえない女、今は視界にも入れたくないね」

「そ、そんな……。そんなの噓うそだよ！　前に康介言ってたじゃないか！　俺にとって女は雪ちゃん一人だって！　彼女以外は何があっても恋れん愛あい対象にならないって！」

「うるせえな！　非リアのお前には分かんねぇだろうが、どんな相手と付き合うかは俺たちにとってステータスなんだよ！　いかに性的に優れた相手を自分のパートナーにするか、それで男の価値が決まるんだ」

　そう言いながら康介は千春の頭を撫なでる。千春も目を閉じ、その感触を楽しんでいた。

「で、でも……。雪ちゃんには雪ちゃんのいいトコが……」

「バ～カ。結局女はエロさが命。そういう魅み力りよくのない奴やつは恋人にする価値なんてねえよ」

「そ、そんなことないよっ！　女性にはもっと大事なところが──」

「誘惑に引っかかってるお前じゃ、何言っても説得力ないぜ？」

「うっ……」

　そこを突つかれては言い返せない。遥真は言葉を詰つまらせた。

「ねー康ちゃん。こんなクズほっといて遊び行こ？　ウチもう仕事飽あきちゃったー」

「しょうがねぇなー。じゃあ、休きゆう憩けいすっか。あっちにちょうどいい物もの陰かげあったし」

「ふふっ。んもう、康ちゃんのヘンタイ♪」

「なんだとー？　このカワイコちゃんがー♪」

　千春のおでこに優しくデコピンをする康介。二人はそのまま立ち去っていく。

「あ！　待ってよ康介！　喪中の獅子ってなんなのさ!?　あと手足の縄なわ解いてよ！」

「ん？　なあ、千春。なんか聞こえたか？」

「知らなーい。陰いんキャ、マジキモーい」

「え、ちょ、何ソレ!?　いじめなの!?　お───いっ！」

　遥真の必死の呼び止めも空しく、二人は手を繫つなぎ、去ってしまった。

「う、噓でしょ……？」

　なんてことだ……。と、遥真はガクリとうな垂れる。

　リア充生活を始めた途と端たん、康介は人が変わってしまった。今の彼は、純じゆん粋すいに愛を貫いていた心の綺き麗れいな彼ではない。ただ自慢するために彼女を作る、恋れん愛あい観かんの乱れた男だ。

　かつての友の変わりように、遥真はショックを隠かくせなかった。縛られたままの手を握にぎりしめ、血が滲にじむほど唇くちびるを嚙かむ。

「まったく、実に憐れだわ」

「えっ……？」

　不意に、少女の呟つぶやき声が遥真の耳に飛び込んできた。

「告立校に通った途端、初はつ恋こいも信念も捨てるなんて。本当に憐れな人よ、彼」

　見ると、遥真のすぐ隣となりで目深にフードを被かぶった少女が倉庫の壁かべにもたれていた。彼女は丈たけの短くなったボロボロのマントを纏まとっていて、腰こしから上を隠している。

「あ、あの……。あなた、誰ですか……？」

　遥真の質問に、彼女は顔を向けることも、フードをとることすらしない。うつむいたまま、独り言のように話を続ける。

「やはりリア充は獣けだものね。人を愛するためじゃなく、優ゆう越えつ感に浸ひたるために恋人を作り性交を行う。リア充というより、リア獣じゆうよ。人の心などあったもんじゃないわ」

「あの、すいません……。あなたは一体？」

「大体、理解不能なのよ。人の前でイチャつくなんて。手を繫いだり、抱だきしめたり、道みち端ばたで普ふ通つうにキスしたり。あいつら本当に人間なの？　変態という名の変態じゃない」

「ちょっと……。あのー、もしもーし？」

「というかいつも思うけど、なんで自立した独身たちが、恋人がいないと生きていけない甘えんぼ共に劣おとるとされるの？　道端でイチャイチャしてる奴らは『僕たち幼よう稚ちでーちゅ。バブバブ』って言っているのと変わらないのに！　リア充ムカつく！　地じ獄ごくに落ちろ！」

「おーい！　すんません！　聞いてください！　あなたは一体誰なんですか!?」

「うっさいわね！　ちょっと黙だまってなさいよ！　人が気持ちよく語ってんだから！」

「話しかけといてなんちゅう言い草！　僕、何か悪いことしましたか!?」

「別に話しかけたわけじゃないし～。ちょっと独り言ごちてただけだし～」

　心底腹の立つような口調で少女が遥真を挑ちよう発はつする。

「ま、いいわ。冗じよう談だんはここまでにしておきましょう。あまり遊んでる時間はないし」

　勝手に納得し、口を閉ざす少女。彼女は顔を遥真に向けて、少しずつ体を近づける。

「え？　あの……なんですかっ？」

　脈みやく絡らくのない接近に体を強張らせる遥真。無理もない。彼はリア充たちとは違い、恋愛経験は無に等しいのだ。異性と距きよ離りを詰めることもためらうほどにウブなのである。

　しかし逃にげようと思っても、手足を縛られているために体をほとんど動かせない。

「ちょ、ちょっと……！　あんまりこっち来ないでください……っ！」

　せめてもの抵てい抗こうに、拒きよ絶ぜつの言葉を口にする。しかしセリフとは裏腹に、体は彼女を求めていた。だんだん距離が縮まるにつれて遥真の頰が熱を持ち、心臓の動きが活発になる。

　少女はフードを被ってるせいで顔のほとんどが見えないが、唯ゆい一いつ遥真が確認できる仄ほのかに赤い口元は、官能的に潤うるんでいる。遥真の視線は自然とそこだけに向けられた。

（ま、まさか……。このままキスをしようっていうのか……!?）

　自分に都合のいい妄もう想そうが遥真の頭の中に浮うかぶ。唇に触ふれる柔やわらかさが、そこから伝わる温かさが、レモンのような甘酸っぱさが、遥真の脳内を侵しん蝕しよくしていく。

　しかし、彼女の唇は遥真の唇を素通りし、代わりに耳元で止められた。

「五つ数えたら逃げなさい。すでにあなたは自由の身よ」

「えっ……？」

　少女はそう口にすると同時に、右みぎ腕うでを天に突き出した。その手には何か、ペンのようなものが握られている。彼女はその先せん端たんのボタンをか弱い親指でポチッ、と押した。

　ドガン！　ドガン！　プシュウウウウウウウゥゥゥゥゥ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！

　何かが爆ばく発はつする音と共に、倉庫の四よ隅すみから白い煙けむりが噴ふき出した。

「うおおおおっ!?　な、なんだこりゃあああぁ────っ！」

　仰ぎよう天てんし声を荒あらげるリア充。倉庫内にいたリア充たちが突とつ然ぜんの事態に戸と惑まどっている。

「ちょ、何！　どしたん!?」「んだよこの煙!?」「喪中の獅子の襲しゆう撃げきか！」

　パニックになったリア充たちは思い思いに叫さけびながら倉庫の中を走り回る。

「え、な、何!?　何が起きたの!?」

　遥真も驚き、首を巡めぐらせる。そして、彼は気がついた。手足の縄が切れていることに。

「ええっ！　どうして!?　いつの間に？」

　まさか、さっきあの人が近づいた時……？

　隣に視線を向ける遥真。しかし、あの少女はもういなかった。

　なんにせよ、体が自由に動くならこの倉庫にいる理由はない。遥真は立ち上がり、煙の先にあるであろう出口にむかって走っていく。

「クソッ！　捕ほ虜りよが逃げっぞ！　捕まえろ！」

　他の者たちも逃げ出しているのか、リア充たちは独身貴族を捕らえるのに必死だ。しかし、部屋の四隅から噴き出す煙は早くも倉庫を包み込み、辺りを真っ白に染めている。前を見ることも困難な状況、逃げまどう何人もの独身貴族を捕まえるのは不可能だ。

　案の定、リア充が煙に苦戦する間に遥真を含ふくむ独身全員、倉庫内から脱だつ出しゆつを果たした。

「はあっ……。結局、なんで僕たちは捕まったんだ……？」

　大きな謎なぞを残したままひとまず脱出した遥真。しかし、まだまだ油断はできない。

「おい、とりま皆みんな外ん出ろ！　中じゃガチで何も見えねえ！」

『それな！』

　倉庫の中で誰だれかが叫んだ。その一言で混乱していたリア充たちは一気に正気を取り戻もどし、外にむかって飛び出してくる。

「っと、ここも安全じゃないね！　早いところ逃げないと！」

　遥真はまた捕虜になる前に、倉庫の立ち並ぶ複雑な迷路を全速力で駆かけ出した。




　　　　※




「みんなは上手うまく逃げられたようね……」

　遥真が敵から逃げている頃ころ、マントを纏まとった少女もまた、迷路の中を走っていた。

　夜道は暗く、倉庫の周りに設置された数少ない街灯だけでは、辺りを照らし尽つくすことはできない。うまく闇やみに紛まぎれさえすれば、逃げるのは難しくないはずだ。

「これで捕虜たちは安全なはず。後は、みんなが来るまで時間を稼かせげば……」

「でも、いつまでも逃げきれますか？　リア充たち、みんな血眼で追ってきますよ？」

「問題ないわ。いざとなったら私がこの手で奴らを……って、え？」

　少女が後ろを振ふり返る。するとそこには、満面の笑みの遥真がいた。

「どうも！　またお会いしましたね！」

「なッ……、アンタ、さっきの男!?　なんで私についてくんのよ！」

「いや、逃げてる最中にたまたまあなたを見つけたもので。一言お礼が言いたくて」

「礼なんていいから、早くココから逃げなさい！　すぐにアイツらが追ってくるわよ！」

「アイツらって、リア充ですよね？　でも、なんでリア充が僕たちを……」

　遥真には、リア充が独身を捕とらえる理由が全くもって分からない。それに『喪中の獅子』という謎の単語も気になった。一体この十五地区の中で何が起きているのだろうか。

「あなたは、何かを知っているんですよね？　お願いします！　教えてください！」

「悪いけど、そんな暇ひまはないわ。今は皆が応おう援えんに来るまで時間を稼がなきゃいけないし。それに人捜しの任務もある。……全く、一体どこにいるのよ？　恋愛適性０点の男は」

　遥真の質問に答えることなく、少女は小声で呟きながら走る速度を速めていく。

「そんなこと言わないで教えてください！　この街はどうなってるんですか！」

「だから今は無理だって！　アンタに構ってる時間はないのよ！」

「まず、あいつらの目的はなんなんですか？　『喪中の獅子』ってなんですか？」

「アンタ話を聞かないタイプか！　お願いだから黙ってて！」

「じゃあそのかわりに教えてください！　僕はなぜ追われてるんですか！」

「あ───っ！　無性にムカつくわ！　アンタなんか助けなきゃよかった！」

　彼を振り切ろうと少女は本気の走りを見せる。だが、遥真も決してあきらめない。なんとか彼女を捕らえようと、両手を伸のばして少女へジャンプ。彼女の肩かたを摑つかもうとする。

「うおおおおおおおおっ！　逃がすかああああああっ！」

　しかし、目測を誤った。遥真の腕うでは空を切り、彼女の穿はいているスカートを摑む。

「うわっ!?」

「え？　キャア！」

　さらに飛びかかった勢いで、スカートを摑んだ状態のまま遥真は地面に顔から落下。スカートが一いつ緒しよにずり下ろされて、結果少女もその場に転んだ。

「う、うう[image: ～][image: ～]。鼻、鼻がぁ……」

　強打した鼻を押さえつつ、なんとか顔を起こす遥真。そんな彼の目に飛び込んできたのは、クマさんおパンツを丸見えにして、うつ伏ぶせに倒たおれる少女であった。

　高校生が穿くにしてはやや幼すぎるキャラクターおパンツ。その生地が包む小ぶりなお尻しりは触れなくても分かる柔らかさで、甘くてくすぐったいような女子の香かおりが匂におい立つ。脳内のシナプス一つ一つが彼女のおパンツに支配され、遥真の頭は一いつ瞬しゆんで麻ま痺ひした。

「イタタタタ……。ちょっと何が……って、え？」

　上体を起こし、振り返る少女。そして自らの状じよう況きようを知る。

「えっと……。意外と可愛いパンツだね？」

「キャアアアアアアアアアアア！　ド変態───────────────ッ!!」

　慌あわててスカートを引き上げてクマさんおパンツの存在を隠す。それと同時に立ち上がり、遥真を何度も蹴けりつけた。

「このっ、このっ！　今すぐ忘れろ！　そして死ねっ！」

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさいっ！　こんなつもりじゃなかったんだ──っ！」

「問答無用！　アンタなんか──あれ？」

　涙なみだ目めになって怒ど鳴なる少女。しかし、突然その声が止やんだ。

「あ、あの……どうかしたんですか？」

「………………非常に残念なお知らせがあります」

　少女は遥真を踏ふみつけたまま、肩をプルプルと震ふるわせて言う。

「この度、アンタが色々うるさいせいで…………道を間ま違ちがえてしまいました」

「げえぇ!?」

　道の先を見ると、確かにこの先は大きな壁かべに塞ふさがれていて、行き止まりとなっていた。

「なんてこった！　これじゃリア充じゆうに追いつかれますよ！　また暴行とか受けますよ!?」

「うるさいわね！　分かってるわよ！　ってか、元はといえばアンタのせいでしょ!?　アンタが後ろでギャーギャーギャーギャー騒さわぐから！」

「あー！　すぐ人のせいにするー！　そんなんだから間違うんですよ！　やーい、やーい！　方向音おん痴ちー！」

「ぐあああ猛もう烈れつにうざあああいっ！　アンタ絶対殺してやるから！　体のパーツをバラバラにして立体ジグゾーパズルにしてやる！　この単たん細さい胞ぼう童どう貞てい男！」

「なんだとぉ！　そっちもどうせ処女のクセに───っ！」

　全力の悪口をぶつけ合い、バチバチと火花を散らす二人。

「おい、お前ら……いつまでやってんだ？」

『え？』

　そんな彼らの言い争いをすぐ近くで見る人ひと影かげがあった。康介と彼女の千春である。

「まったく醜みにくいな、独身貴族は。子孫も残せない役立たずが」

「マジでこいつら生きる資格ないっしょ。独身でも許されるのって、小学生までだもん」

　遥真たちのケンカを見て、二人は揃そろって嘲ちよう笑しようする。

「チッ……。見つかっちゃったわね」

　舌打ちをして、マントの少女が身構えた。足を開き、拳こぶしを握にぎって戦せん闘とう態勢を整える。

「さて。そっちのマントの方は、とんでもないことをしてくれたようだな。煙えん幕まくで俺らの邪じや魔まをして、その隙すきに独身を脱だつ走そうさせる。その罪、軽くは済まないぞ？」

「へぇ……。それならどうしようっていうの？」

「まずはこっちに来てもらう。お前の処分は俺たちの上──性せい徒と会かいの役員が決める」

　康介が少女へ近づいていく。その表情は余よ裕ゆうに満ち、どんな抵抗をされようとも捕つかまえてやるという自信が見えた。マントの少女もそれを感じ、ザザッ、と一歩後ずさる。

　だがその途と中ちゆう、遥真が少女をかばうように二人の間に割って入った。

「康介、待って！」

「……遥真、邪魔すんな。お前もどうせ捕まるんだ」

「こんなのおかしいって、康介！　昔のお前はもっと真ま面じ目めで、言葉がキツいときもあるけどすごく優しい奴だった。でも今のお前は何か変だ！　全然お前らしくないよ！」

「…………俺らしく、ない……？」

　ピクッ、と康介の眉まゆが引きつった。

「そうさ！　女子に暴力を振るうなんて、そんなのお前らしくない！」

「ハッ！　バカにしてんじゃねえよ！」

　遥真の言葉を一いつ蹴しゆうする康介。そして、目を剝むいて怒鳴りつける。

「モテなくて、みじめで、雪みたいな冴さえない女が好きで……。あんな情けない時の俺を、俺らしいって言うのかよ!?　バカにするのも大たい概がいにしろ！」

「そ、そんな……。そういう意味で言ったわけじゃ……」

　遥真が訴うつたえたかったことは、歪ゆがんだ形で康介の心に届いてしまった。彼は勝手に見下されたと思い込み、かつての親友であった遥真に敵意のこもった眼差しをむける。

「俺は……俺はリア充なんだよ！　お前ら独身とは違ちがう、人生における勝者なんだ！」

「そーよ！　負け組が説教してんじゃねーし！　康ちゃん、あいつやっちゃって！」

「おお！　二度と喋しやべれない体にしてやる！」

　怒いかりＭａｘの康介は、右手の拳を振り上げながら遥真に飛び掛かかっていく。

「っ！」

　咄とつ嗟さに目をつぶり、両手で体をかばう遥真。

　しかし、覚かく悟ごした康介のパンチはいつまでたっても襲おそってこない。不思議に思い、遥真は恐おそる恐る目を開ける。

「……アレ？」

　すると遥真の目の前には、なぜか千春の足元で倒れる康介の憐あわれな姿があった。

「こ、康ちゃん……？　どうしたの……？」

「ううっ、いつつ……。何があった……？」

　頭をかかえて起き上がる康介。どうやら彼自身、何が起きたか分からないらしい。

「ふふっ。な～んだ、あっけないわね」

　と、その時。フードの少女が笑いながら遥真のまん前に陣じん取どった。

「『立ち入り禁止キープアウト』。ここから先へは立ち入り禁止よ」

　言いつつ、右手を真横に払はらう彼女。すると、彼女が薙ないだ空間に青色の光が発生した。光はドーム状の薄うすいバリアとなって、遥真たちを包み込む。
















「この先、アンタらは入ってこれないわ。私の術がある限りはね」

　得意げに言う少女の体も、仄ほのかに青く発光している。まるでオーラを纏まとっているように。

　それを見て、リア充たちが目を白黒させながら叫さけんだ。

「ま、まさかその力……『独身術』なの!?」

「何!?　ってことはお前、『喪中の獅子』のメンバーか！」

「……ふふっ」

　彼らの反応に満足したのか、少女は口元を吊つり上げて、顔にかかったフードを外す。そして、マントを脱ぬぎ捨すてた。

「その通り！　私が反リア充組織『喪中の獅子』の伊い集じゆう院いん姫ひ奈な！　人前でイチャつくリア充は、『独身術』で断絶するわよ！」

　マントの中から現れたのは不敵に笑う少女の姿だ。整った顔立ちに百五十センチ程の短身。ライトブラウンのショートヘアーが街灯に照らされ煌きらめいていた。

「クソッ！　やはり、敵勢力か！」

　マントの少女、姫奈が正体を現すと同時に康介たちは警けい戒かいを強めた。表情は完全に引き締しまり、姫奈の攻こう撃げきに対処できるよう二人そろって一歩身を引く。

「さあ。私が本気を出したからには、アンタたちはお終いよ。辞世の句を詠よみなさい」

「調子に乗るなよ、負け組組織が……。いいぜ。俺たちも見せてやる！」

　康介は千春を力任せに抱だき寄よせた。視線を交わし、愛おしそうに見つめ合う。

　そして──。

「千春！」「康ちゃん！」

『大好きチュッ！』

　ムチュッと濃のう厚こうな口づけを交わした。二人は角度や強さを変えつつ何度も唇くちびるを合わせては、互たがいの唾だ液えきを交こう換かんし合う。すると、彼らに変化が起こった。キラキラとしたピンク色のオーラが二人の体を包んだのだ。

　キュイン、キュイン、キンキンキンキン！　ピカ─────────────ッ！

　一際大きな音を立てて愛の力が顕けん現げんする。彼らが纏うピンク色のオーラは、姫奈のソレと同じ大きさだ。力の質は違えども、炎ほのおのように燃えているオーラの強さはほぼ互ご角かく。

「相変わらず、ムカつく力の溜ため方ね……」

　イチャつく二人の姿を見て、姫奈は小さく舌打ちをする。

　キスを終えた康介たちは反対に満ち足りた表情で、不満げな姫奈を挑ちよう発はつした。

「行くぜ、負け組！　お前程度『愛気道』で即そく殺さつだ！」「ウチらの愛マナで葬ほうむってやんよ！」

　二人は勝利を宣言すると、お互いの指を合体させて、ハートマークを作り出す。指で作ったハートマークには二人のピンクのオーラが集中。愛マナのエネルギーが姫奈に向く。

『喰くらえ！　必殺、ラブビ──────ムッ！』

　そしてハート形の大きなレーザーが、二人の指から放たれた。

「うそおおおおおっ!?」

　驚きよう愕がくしたのはもちろん遥真だ。予想だにしなかった現象がすぐ目の前で引き起こされて、腰こしを抜ぬかしてしまいそうになる。

　しかし姫奈は動じない。それどころかとても冷静に、リア充への怒りを募つのらせる。

「そんなもの………………効かんわ─────────────ッ！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、姫奈の纏まとった青いオーラが『ドン！』と音を立てて増ぞう幅ふくした。体を縁ふち取どる程度だったそれが、業火のように燃え上がる。

「リア充なんか死にさらせ─────────────────────ッ！」

　恨うらみのこもった姫奈の怒ど号ごう。彼女は左手に意識を集中。青い波動の球体を作り、それをリア充めがけて放った。

「リア充は、分ぶん裂れつしろ──────────────────────────っ！」

『二人の愛を受けやがれ──────────────────────────ッ！』

　ハートレーザーと波動弾だんの激げき突とつ。二つの力は真正面からのガチンコバトルを繰くり広げる。

「ううっ、ぐううっ……はああああああああっ！」

『おおっ、うおおっ……おらあああああああっ！』

　独身貴族ＶＳリア充じゆう。両者が放ったエネルギーは空中で完全に拮きつ抗こうし、力の余波をまき散らす。ビリビリと肌はだを刺さすような刺し激げきが空間中に満ち満ちる。

　だが、決着はすぐに訪れた。

　姫奈の波動弾がラブビームを次第に凌りよう駕がし始めたのだ。

「そんなあっ!?」「俺らの愛の力が!?」

　波動弾はラブビームを押し、少しずつリア充に近づいていく。憎にくしみのこもった青い球体が、康介たちを倒たおそうと迫せまる。刻一刻と、確実に。

「ゲッ！　これ、やばみ……！」「ぱねぇ！　逃にげるぞ！」

「もう遅おそい！　消え失せろ─────っ！」

　姫奈が叫び、波動弾はラブビームを完全に撃げき破は。そしてリア充に激突する。

『うわああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!』

　ドッッッッグシャドボオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンン!!

　リア充の愛と非モテの憎しみ。非モテが勝った瞬間だった。




　　　　※




　康介たちに触ふれた瞬間、波動弾は爆ばく発はつを起こしてリア充二人を飲み込んだ。彼らは渦うず巻まく青い火の中で耳を裂さくような悲鳴を上げる。

「ううっ……。すごい衝しよう撃げきだ……」

　風に舞まう煙けむりに、遥真も両手で顔をかばった。

　今の両者の戦闘を見て、遥真の胸が早はや鐘がねを打つ。彼らが体に纏ったオーラに、恐ろしい威い力りよくの攻撃技。その光景はゲームのようで、遥真は未だに自分の目を信じられなかった。

「ふふん。どうやら驚おどろいたようね」

「うわっ!?」

　得意気に遥真へ話しかける姫奈。しかし遥真は恐きよう怖ふを感じ、彼女から大きく距きよ離りを取る。

「ちょっと……。なんで逃げるのよ？」

「い、いや。体が勝手に……」

「安心しなさい。私が殺やるのはリア充だけよ」

　そう言い、彼女はリア充たちの方を指差す。炎はすぐに収まっていき、煙の中から攻撃を受けたカップル二人が姿を現す。

「こ、康介！　大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　遥真は康介に駆かけ寄ろうとする。しかし、姫奈が細い腕うでを突き出し阻止した。

「大丈夫。命は無事よ。ただ、ある意味死んでるけどね」

「えっ……？」

　意味深な言葉を口にする姫奈。

　傷を負った康介たちは、体を押さえて座り込む。髪かみは焼けたようにチリチリになり、服は破れてただの布切れと化している。

「う、うう……。いてててて……」「あ～もうっ……。いった～い……」

　どうやら、そこそこ痛むようだが致ち命めい傷しようではないらしい。二人は体をさすりながら自分の傷を確認する。その途と中ちゆう、ふと恋こい人びと同士で目を合わせる。

　瞬まばたきをして相手の顔を見る二人。そして、千春が口を開いた。

「ねえ、ちょっとどうしてくれんのよ!?　アンタのせいで体も服もボロボロじゃない！」

「あぁ!?　どうして俺のせいなんだよ！　お前にも責任あるだろーが！」

「人のせいにしないでくれる!?　アンタの力が弱いからこんな結果になったんでしょ！」

「んだと、このビッチ！　やんのかテメー！」

　裸はだか同然の格好のまま、相手を罵ば倒とうし怒いかりをぶつける康介と千春。とてもほんの二分前までキスをしていたとは思えない。

「アーッハッハ！　ざまあみなさい、リア充ども！　いや、今は元リア充ね」

　姫奈は二人の姿を楽しみ、悪役のような高笑いを上げる。

「あ、あの……。これはどういうことなの……？」

　おっかなびっくり尋たずねる遥真。姫奈は晴れやかな表情で、彼の質問に回答する。

「もちろん、私が二人を倒したからよ。『独身術』を使ってね」

「ど、独身術……？　それって一体──」

「うらぁ！　このアマ！　クソ女！　これまで奢おごったデート代返せや！」

「うっさい！　ヘンタイ水虫男！　近づくんじゃねえよ臭くさいんだよ！」

　二人のケンカは早くも殴なぐり合いへと発展。康介も千春も容よう赦しやなく相手の体に拳こぶしを刻む。

「さあ！　今の内に逃げるわよ。もうこの二人に用はないわ」

「え!?　あ、はい……」

　遥真としては、康介を放っておきたくはなかったが、殴り合いをする二人の間に割り込む勇気も持っていなかった。二人は康介たちの側を横切り、もと来た道を走って逃げる。

「で、あの……。姫奈さん、でしたっけ……？」

「姫奈でいいわよ。同じ学生同士だし」

「じゃあ、姫奈……。結局今のバトルはなんなの？　独身術って、一体なに？」

「アンタ、どうやら十五地区に来たばかりのようね。いいわ。一から教えてあげる」

　姫奈はコホンと咳せき払ばらいすると、遥真に向けて話しはじめた。

「まず私が使った『独身術』は、恋人同士でイチャついているリア充たちへの嫉しつ妬とや憎しみ、つまり憎悪ヘイトを糧かてにして、破は壊かいや消費などといった『滅めつする力』を使う能力よ。キチンと自己を確立し、他人と浅はかに交わらない高こう尚しようなニュータイプの人類、独身貴族にのみ使える力で、その可能性は無限大。この力でリア充を攻撃すれば、その薄うすっぺらな愛を破壊して二人を破局に追い込めるの。これを電撃破局ハートブレイクというわ」

「それじゃあ、さっきの康介たちも……」

　姫奈の攻撃を喰らった直後、康介たちは急に仲が悪くなり、殴り合うほどのケンカをしていた。あんなに人前でイチャイチャし、キスまでしていた二人がだ。

「その通りよ。ちなみに、電撃破局されたカップルは二度と復ふく縁えんできないわ」

　確かに、あんな状態になっては元の恋人には戻もどれないだろう。

　これがさっき姫奈の言っていた、『リア充としての死』なのかと、遥真は一人納得した。

「そしてアイツらが使った『愛気道』は、誰だれかを愛することで得られる『愛マナ』という力を媒ばい介かいとして、創造や生産などといった『育む力』を使う能力。人との希き薄はくな繫つながりに依い存ぞんし、偽にせ物ものの愛を貪むさぼりつくす獣けもののように下げ賤せんな存在、『リア充』にのみ使える力よ」

「なんかリア充のくだりだけ言葉にトゲを感じたんだけど」

　どうやら姫奈はかなりリア充を憎んでるようだ。

　しかし気持ちは遥真にも分かる。自分の幸せを見せつけるようにところ構わずイチャイチャし、独身貴族をあざ笑う。あんな姿を見せつけられては、誰だって嫌いやな気分になる。

「じゃあ、『喪中の獅子』っていうのはなんなの？　康介たちも言ってたけど……」

「喪中の獅子は、独身術を扱あつかえる独身貴族の集団なの。私も一応メンバーよ。でも……」

　そこでなぜか姫奈は言葉を切る。二人は分かれ道を左に曲がり、倉庫の迷路から海沿いの道路へとついに脱だつ出しゆつを果たすことができた。

　そして、ピタリと足を止める。

「詳くわしい話は、このピンチを切り抜けてからね」

「げっ……!?」

　なんということか。道路にはすでに何組ものリア充たちが二人を待ちかまえていたのだ。

「へっへっへ……。やっと来たか、非リアども」

「あまり待たせないでくださいな。私たちは忙いそがしいのです。負け組のあなたたちとは違ちがって」

　リア充たちは遥真たちを挟はさみ撃うちにし、その逃げ場を塞ふさいでいた。右に二組、左に二組。遥真たちがやってきた道にもすでに一組のリア充が待機。目の前のガードレールから飛べば下の砂すな浜はまに逃げられるが、飛び降りるには高すぎた。

「ひ、姫奈……。これ、どうすれば……？」

「さすがに、ちょっと厳しいわね。この人数が相手だと」

　弱よわ腰ごしになっている姫奈を見て、遥真の表情が硬くなった。彼が頼たよりにできるのは姫奈の独身術だけだ。それでも倒し切れないとなると、捕ほ虜りよに後あと戻もどりするしかない。

「君たち。この人数差では勝てないよ？　おとなしく僕らのところに来るんだ」

「そうよ。痛い目に合いたくなければ、さっさと両手を上げなさい」

　リア充たちは降こう伏ふくを求めて、ゆっくり二人に近づいてくる。

　三方向から距離を詰つめられ、遥真と姫奈の額からは大おお粒つぶの汗あせが一筋垂れた。

「……分かったわ。降参する」

「姫奈!?」

　姫奈はゆっくりと両手を上げ、リア充たちに無む抵てい抗こうを示す。

「そ、そんな！　何か手はないのっ？」

「あったらとっくにやってるわよ。ほら、アンタも手を上げて」

「うう……」

　姫奈に言われて、遥真も渋しぶ々しぶ両手を上げる。

「へへっ。分かってるじゃねえか」

　敵の一人、巨きよ体たいの男が二人の側まで近づいて、拘こう束そくするための太い縄なわを出した。

「じっとしてろよ？　負け組貴族」

「ええ、もちろん……。抵てい抗こうはしないわ──」

　男が姫奈の手首をつかみ、細い両りよう腕うでを縛しばろうとする。

「──なーんて言うと思ったかぁ！」

　瞬しゆん間かん、姫奈は足を上げて思いきり男の股こ間かんを蹴けった。

「ふぉうっ!?」

「今だ喰くらえ！　立ち入り禁止キープアウト！」

　姫奈は再び青いオーラ、憎悪ヘイトのパワーを身に纏まとい叫さけぶ。そして憎悪ヘイトは彼女と遥真を包み込んだドーム状のバリアとなり、近くで倒れる男を弾はじいた。

「ぐがあっ！」

「さあ！　これで私には近づけないわよ！」

「すごいよ、姫奈！　さすがだよ！」

　憎悪ヘイトで張ったバリアなら、敵の愛気道も防げるはずだ。そう思い、遥真はほっとする。

　だがその直後、彼の視界が横転した。

「あれ？」

　次に側頭部に鈍にぶい衝撃。コンクリートに頭をぶつけ、ゴン！　という音が脳のう髄ずいに響ひびく。

「いでっ！」

　何が起きたか分からずに、重い痛みに耐たえながら自分の体を見る遥真。するとピンクのオーラ、愛気道の愛マナが彼の体中に巻き付いていた。

「キャッ！」

　姫奈も同じ目に合ったらしく、悲鳴を上げて遥真のように地面に倒たおれる。

「まったく……。こんなことだと思いましたわ」

　その声に、遥真たちはバリアの外にいるリア充を見る。すると一人の少女が愛マナをまとい、愛気道を発動していた。おそらく彼女の能力が二人を拘束したのだろう。

「私のこの愛気道は、独身貴族では外せません。それに……」

　少女が姫奈に手をかざすと、巻き付いた愛マナの固まりが光り、姫奈から力を吸い取った。

「うっ！　そんな……っ!?　力が抜ぬける……」

　それにより姫奈の独身術は強制的に解除される。彼女の体からオーラが消え、バリアもすぐに消しよう滅めつする。後に残ったのは無防備に倒れる二人の独身貴族だけだ。

「これでもう二人は逃にげられませんわ。……あなた、股間は大丈夫？」

「う、ぐぐぐ……。この女[image: ～][image: ～]っ！　絶対許さねえからなっ！」

　男は痛みに目を血走らせ、股間を押さえつつ姫奈に近づく。そして彼女の脇わき腹ばらを蹴った。

「うらああああっ！」

「がは……っ！」

　姫奈の体が宙に浮ういた。数メートル先の地面に転がり、咳せき込みながら道に唾つばを吐はく。

「姫奈っ！」

　遥真は姫奈に駆け寄よろうとするが、体を縛られて動けない。名前を呼ぶので精せい一いつ杯ぱいだ。

「こんなもんじゃすまさねえぞ……。この俺をただのリア充じゆうと思うな！　法ほう性せい学院性徒会が役員、庶しよ務むの酒さか鬼き様だぞゴラアアアッ！」

　リア充の男は倒れた姫奈の胸ぐらを摑つかんで、片手で彼女を持ち上げる。反対の手には固く握にぎられた巨きよ大だいな拳。男はそれを姫奈の頰ほおに打ち当てた。

「ぐうっ！」

「オラオラオラァ！　今まで散々仲間を別れさせやがって！　ここでその分返すぜぇ！」

　男の打だ撃げきは、姫奈の顔や頭、腹部などを手加減なしに痛めつける。

　何度も何度も殴りつけられ、姫奈は苦く悶もんの声を上げた。

「うぐっ！　げほっ！　がほ……っ！」

「所しよ詮せんテメエらは、人の道を外れた不良品なんだよ！　コミュニケーションを取ることも、子孫を残すこともできない！　そんな奴やつに生きる価値はねえ！　俺が処しよ刑けいしてやるぜ！」

　暴力を振ふるい悪口を吐いて、姫奈を、非リアを傷つける男。

「お、おい！　止やめろ！　女の子になんてことをするんだ！」

　遥真は必死にもがきながら、巨体の男へ声を飛ばす。しかし、男は一笑に付した。

「ヘッ。黙だまってろよ、雑魚ざこのクセに。後でテメエも始末してやる」

「ぼ、僕のことはどうでもいい！　でも姫奈をこれ以上傷つけるな！」

「まったく、ギャアギャアうるさいですわね。少し黙ってていただけませんか？」

　懸けん命めいに訴うつたえる遥真の顔を、リア充の女が踏ふみ付ける。

「うぶっ！」

「今いいところなんですから、口を開かないでくださいまし」

「そうだそうだ！　邪じや魔ますんじゃねえ！」「負け組貴族は黙ってて！」

　リア充たちの野次の嵐あらしが遥真の頭上に降り注ぐ。彼らは独身貴族である姫奈が、男にボコボコにされる様子を面白がって見ているのだ。

「非リアざまァ！　さっさと失せな！」「デートの邪魔をした罰ばつよ！」

　リア充はリア充で、独身貴族たちに対する大きな不満を抱いだいているようだ。

　しかし、それにしてもやりすぎだ。女子が巨きよ漢かんに殴なぐられる様子をみんなで笑って眺ながめるなんて、普ふ通つうの人間がすることではない。

「こ、こんなの間ま違ちがってる！　今すぐ姫奈を解放しろ────っ！」

「間違ってるのはあなたたちですわ。憐あわれな負け組独身貴族」

　リア充の少女は、遥真の顔をさらに強く踏む。

「うぐううっ！」

「恋こい人びとのいない人間なんて家か畜ちくと同レベルの存在。そんな独身貴族たちが我々の邪魔をすることこそが、真の間違いと言えるでしょう。あなたは人生の負け組なのです。この性徒会役員、広報の佐さ倉くらがあなたの敗北をお知らせします」

　少女が冷たく遥真を見下ろす。いや、少女だけじゃない。他の数組のカップルたちも、皆みんな遥真を見下ろしていた。嘲ちよう笑しようや侮ぶ蔑べつの思いがこもった、相手に屈くつ辱じよくを抱かせる視線で。

「負け組はちゃんと負け組らしく、道の端はしっこを歩いてください。一生負け組の独身さん」

　彼女はそう言い、遥真の顔に唾を吐く。最大級の軽けい蔑べつの気持ちがその行こう為いから伝わった。

　瞬間、遥真の何かが変わる。

　彼の脳内の奥深くでプツン、と何かの糸が切れ、ドクン！　と熱く心臓が跳はねる。そして、これまで感じ得なかったエネルギーの奔ほん流りゆうが、彼の体内を駆かけめぐる。

「うる……さい……」

「？　負け犬さん、何か言いました？」

「うるさいって言ったんだよ────────────────────────っ！」

　ズドン！

　まるで火山が噴ふん火かするような止めようのない勢いで、遥真の心から激しい感情の波動が飛び出す。波動は青いオーラとなって遥真の体を包み込み、憎悪ヘイトの力を彼に与あたえる。そして、彼を縛っていた愛マナのバインドを解き放った。

「うらああああああああああああああああっ！」

「ば、バカな!?　私の愛気道が！」

　キラキラと光りながら消える愛マナ。自由になった体を立たせ、遥真はリア充たちを睨にらむ。

「リア充なんか…………リア充なんか…………っ！」

　メラメラ燃える憎悪ヘイトのオーラ。遥真の目はいつもと違い、怒いかりや憎にくしみに満ちていた。自分たち非リアをバカにする傲ごう慢まんなリア充への怒り。無抵抗な女の子を殴る乱暴なリア充への怒り。そんなかつてない憤ふん激げきの情が彼の人格を闇やみに変え、眠ねむった力を覚かく醒せいさせる。

「リア充なんか、爆ばく発はつしろ─────────────────────────ッ!!」

　力を放つ解放感。思いきり伸のびをするような快感を抱いて叫ぶ遥真。瞬間、彼の独身術が周りの全てを巻き込んだ。憎悪ヘイトが一気に増ぞう幅ふくし、青色の光がその場にいた全員を包む。

　そして、リア充が爆発した。

　ズドボギュドガヴァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァンンン！

『ぐわあああああああああああああああああああああああああああああああああッッ！』

　リア充たちは声を合わせて絶ぜつ叫きようする。何組もいたリア充は一人残らず一いつ斉せいに吹ふき飛び、花火のように打ち上がる。その後、近くに広がる海の中へボトボトと入水していった。

「はあっ……！　はあっ……！　うぐっ……」

　一気に力を使った遥真は、反動で膝ひざを地面についた。憎悪ヘイトのオーラは空気に溶とけるように消えて、遥真の体には大きな疲ひ労ろうが残される。

「ぼ、僕は……何をしたんだ……？」

　自分の両手を見つめる遥真。彼は自分に起こったことをうまく吞のみ込めていなかった。

「あの独身術……。アンタ、まさか……！」

　遥真に話しかけたのは、ボロボロになった姫奈だった。もうバインドは解けている。

「ど、独身術……？　この僕が……？」

「あの憎悪ヘイトの力、間違いないわ。それにあの威い力りよく……。アンタ、名前は何ていうの？」

「え？　えっと……。八や木ぎ遥真、だけど……」

「そう。じゃあ、恋れん愛あい適性は？」

「えっ」

　訊きかれ、遥真は狼狽うろたえる。そんなの、恥はずかしくて言えるわけがない。

「あの、えっと……六十点？」

「サバ読んでんじゃないわよ童どう貞てい。それとも体に聞いた方がいい？」

「すみません本当は０点ですうううう！」

　脅おどしに屈くつし、すぐに白状する遥真。その返答に、姫奈は満足そうに頷うなずく。

「やっぱり、アンタがそうだったのね。恋愛適性０点の逸いつ材ざい。まさかあれほどの独身術とは……。さすがは非リアの天才ね」

「え……？　それって褒ほめてるの？」

「遥真。アンタの独身術は非リアの中でもトップクラスよ。私が保証してあげる」

　そう言われても、正直全然嬉うれしくなかった。だが、突とつ然ぜん芽生えた力のおかげで危機が去ったのは確かである。緊きん張ちよう感かんから解き放たれて、遥真は力なくうな垂れる。

「うぅ……。でも、危なかったよね。あの力が発動しなければ間違いなく捕つかまってたよ」

「ええ、そうね……。正直、私の力ではどうすることもできなかった……」

　さっきのことを思い出しているのか、顎あごに指をあて思案顔をする姫奈。そして彼女は遥真をチラ見し、ほんのりと頰を赤らめた。

「あ、あの……。アンタさ……」

　視線を泳がせ、頰を搔かく姫奈。なぜかいきなり言葉や態度に覇は気きがなくなる。

　遥真は「え、何？　どうしたの？」と彼女の顔を覗のぞき込む。

　すると姫奈は、ますます顔を赤くして。

「えっと……だから……なんて言うか、その…………。た…………た…………助けてくれて……………………………………………………………………………………死ね、童貞」

「待って！　いきなりひどくない!?　それってお礼する流れじゃないの!?」

「うっさいアホー！　お礼なんか言わないわよ！　自じ意い識しき過か剰じようなんじゃない、バーカ！」

　突然の罵ば倒とうで傷つく遥真に、姫奈は無情にも追い打ちをかける。

「ってか何よ？　『姫奈をこれ以上傷つけるな』って。カッコつけてんじゃないっての！」

「べ、別にカッコつけてなんかないよ！　可愛い女子が目の前で痛めつけられてたら、誰だれだって止めたくなるものでしょ！」

「か、可愛い!?　そ、それって………………誰が？」

「姫奈のことに決まってるじゃん！　文脈からして分かるよね？」

　それは、遥真の純じゆん粋すいな感想だった。シンメトリーな作りの顔に、鋭するどいながらも綺き麗れいな瞳ひとみ。鼻筋はスッと通っているし、小さく真っ赤な唇くちびるは触ふれてみたいほど可愛らしい。人間それぞれ好みはあるが、百人いれば百人が可愛いと認める容姿だろう。

　だが本人は生まれて初めて可愛いと言われたかのような、ウブ極まりない反応を見せた。

「か、かわっ……可愛い…………みぎゃああああああああああああああああああっ！」

「ぬわっ!?」

　殺気を感じて避よける遥真。姫奈が渾こん身しんの右ストレートを放ったのだ。

「避けんな！　殴る！　お前を殴る！　この場で血祭りにあげてやる！」

「ええええ！　なんで!?　照てれ隠かくし!?　だとしても猟りよう奇き的すぎる！」

　逃げまどう遥真に、拳こぶしを固めて何度も突つきを繰くり出す姫奈。

　その時、重厚なエンジン音が二人のもとに近づいてきた。それは巨大なバイクの音。それも一台だけではない。十台近くの大型バイクが編隊を組んで遥真たちに迫せまってきたのだ。

「こ、これってまさか、敵の増ぞう援えん!?」

　立ち上がり、守るように姫奈の前に立つ遥真。しかし彼女は緊張感のない声で言う。

「アイツめ～……！　今いま更さら来ても遅おそいのよ……っ！」

「えっ……？」

　遥真が疑問を浮うかべる隙すきに、大型バイクの編隊は一気に彼らを取り囲んで止まる。そして一台のバイクから、ヘルメットを被かぶった一人の男が姫奈へと歩み寄ってきた。

「やあ、姫奈君。元気だったかい？」

「見れば分かるでしょ！　ボロボロよ！　アンタが来るの遅いせいでね！」

「しょうがないだろう。こっちも他のリア充じゆうを蹴け散ちらしてから来たんだから」

　フレンドリーに会話をする二人。遥真は不思議そうに二人へ視線を投げかける。

「え、えっと……。姫奈、この人は──」

「ああ、すまない。自己紹しよう介かいが遅おくれたね」

　遥真の質問に答えたのは、姫奈ではなくその男だった。

「僕は『喪中の獅子』のリーダー、早はや瀬せ聡そう一いちという者だ。これからよろしくお願いするよ」

　彼は遥真に近づいて、つけていたヘルメットを外す。

　そうして姿を現したのは、左目を大きな傷きず跡あとでつぶした笑顔の青年の姿だった。
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　喪中の獅子。

　それは独身術の扱あつかえる独身貴族たちによる集団。そして独身貴族とは、キチンと自己を確立し、他人と浅はかに交わらないニュータイプの人類である。

「そういうことで、いいんですよね……？」

「うん。概おおむね間違ってないね」

　遥真の遠えん慮りよがちな質問に、目の前に座っている人物、早瀬聡一が快く答える。

　ここは喪中の獅子のアジトだ。彼らは独ひとつ橋ばし高校近くのさびれた雑居ビルに居座り、そこで共同生活をしている。リア充たちとの戦せん闘とうの後、遥真は聡一のバイクに乗せられ、このアジトまでやってきたのだ。そして今、二人は立派なソファーの置かれた応接室のような部屋で、向かい合って話をしていた。

「ま、とにかくお疲つかれ様。巻き込んでしまって申し訳ない。怖こわい思いをさせてしまった」

「いえ、むしろ助かりました。姫奈がいなければ、今いま頃ごろどうなっていたことか……」

　遥真はお辞じ儀ぎし、再び聡一の顔を見る。一筋の裂れつ傷しようが刻まれた、痛々しい左目を。

「やはり気になるかい、この目のことが」

「えっ？」

「ふふっ。僕の顔をじっと見つめていたからね。それとも、僕に惚ほれたのかな？」

　柔やわらかく微笑ほほえむ聡一に、遥真は申し訳ない気持ちになる。

「ご、ごめんなさい……。失礼とは思いましたけど、つい……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。怒おこってないさ。えーと、八木遥真君、だったかな？」

　自分の左目を静かに触さわり、そっと撫なでながら聡一が話す。

「この傷は以前、リア充たちとの戦闘で負ったものなんだ。普ふ段だんはこうやって隠してる」

　彼はポケットから黒い眼帯を取り出して、慣れた手つきで左目につける。亀き裂れつが入って二つに割れたハートのロゴが、彼の傷口を覆おおい隠した。

「まったく、奴やつらは酷ひどいものだよ。異性にモテない人間に対して情なさけ容よう赦しやがないからね。遥真君も分かっただろう？　リア充がどれだけ血も涙なみだもない人間か」

「あ、はい……。でも僕、独身貴族になったばかりで、彼らのことをよく知らなくて……」

　リア充たちの残ざん虐ぎやく性はさっき骨身にズンと染みたが、結局事情は分からずじまいだ。

　遥真はこの先自分の安全を守るためにも、それを知る必要があると感じた。

「分かった。全て教えてあげよう。だがそのためには、この『十五地区』の成り立ちから説明していく必要があるね」

　聡一は静かに立ち上がり、窓の外に映る街並みを眺ながめた。辺りはすでに真っ暗で、街灯やコンビニなどの明かりがぽつぽつと道を照らしている。

「今から百年以上前、２０１０年代の頃ころの日本は深刻な状じよう況きように陥おちいっていた。若者たちの『恋愛力の低下』というね」

「恋愛力の低下、ですか？」

「ああ、そうだ。当時の日本は経済力の著しい低下に、ＳＮＳや二次元文化の浸しん透とうによる対人スキルの低下によって、恋愛をする若者の数が減少の一いつ途とをたどっていたんだ」

　いくら恋こい多き若者といえど、不景気でお金のない時期にデートで散財することはできない。また、コミュニケーションスキルがなければ異性に話しかけることも不可能。恋がしたくてもできない人や、恋をしようとも思わない人がどんどん増えていったのだ。

「その結果、出生率が低下して、ただでさえ問題になっていた少子高こう齢れい化かに拍はく車しやがかかる。さらには多くの若者が性せい欲よくを持て余してしまい、性犯罪の件数が爆増。若者の恋愛力の低さは社会問題に発展した。そんな中、国が考え出したのが『恋愛適性』制度なのさ」

　恋愛適性制度によって、恋愛に向いている人とそうでない人を選別する。そして、将来的に結けつ婚こんし子供を残しそうな者には告立校で恋愛をさせる。一方、恋愛に必要なスキルを持たない性犯罪に走りそうな者は独どく立りつ校こうに通わせて、異性をいらないと思うような真の独身を作り出す。当時の政府はこの制度で、性犯罪と少子化を同時に防ごうとしたのである。

「ここ、十五地区はこの制度のために作られた実験的な学園都市さ。そして、六つの独立と九つの告立、その中で為なされた教育は意外なことに上手うまくいく。制度が始まって数年後、ここで学んだリア充の多くが卒業後すぐに結婚し、子供を産んだというデータが出たんだ。さらには独身貴族たちも、誰だれ一人ひとりとして性犯罪に手を出した者はいなかった」

　これに勝機を見出した政府は、あっという間に学園都市を全国に展開。出生率は目に見えて増加し、性犯罪も明らかに減った。

「その他、少子化解消による人口増加や、リア充カップルの増加によるデート市場の拡大により国の経済も活発になった。愛の力で生産性も向上し、医い療りようや情報、ものづくりなど、様々な分野での科学技術が驚おどろきの速さで進歩した。ＧＤＰは世界一位に躍おどり出て、国際的な地位も上じよう昇しよう。恋愛適性制度のおかげで、全体的な視点では日本はかなり豊かになった」

　事実だけ見れば恋愛適性は正しい制度だと思われる。しかし──

「そのせいで、リア充が独身を見下すような今の価値観ができたんだ」

　聡一の表情が今までよりも険しくなる。語るだけでも辛つらい気持ちになるのだろう。

「この制度の歴史を見れば、独身貴族はいわば性犯罪者予備軍で、国力向上にも貢こう献けんできない、はっきり言っていらない子だ。リア充たちはそういう意識を根強く持ち、独身貴族を人間のクズだなんだと罵ののしる。そして、自分たちこそ子孫を作り人類の発展に貢献する、正しき人類と豪ごう語ごしてるんだ。これはもはや人種差別だよ」

　この制度のせいで独身たちは、日々カップルのイチャつく姿をリア充たちに見せびらかされ、さらには負け犬の烙らく印いんを押されて一方的にバカにされてしまう。

「だから僕はそんなリア充に異を唱えるため、喪中の獅子を作ったんだ。恋こい人びとがいれば勝ち組という現体制を変えるためにね」

「なるほど……。そうだったんですか……」

「我々はまず、リア充たちを大量に別れさせることで独身の力を社会に見せつけ、その後は恋れん愛あい適性なんてバカげた制度を作り上げた国と──性せい府ふと戦うつもりだ。人々の自由恋愛を阻そ害がいし、人種差別をも助長する。こんな制度がある限り、いくらリア充を別れさせてもこの現実は変わらないからね。……そして遥真君。君にもそれを手伝って欲しい」

「えっ？」

　名指しされ、聡一を見つめる遥真。

「君も苛いら立だっていたんじゃないかい？　リア充たちのあの態度に」

「それは……っ！」

　聡一の言う通りだった。遥真はこの街にやってきてから、震ふるえる程の苛立ちをリア充に対して募つのらせてきた。その自己中心的振る舞いに、非リアを見下し悪口を吐はく、目に余るほどの横暴さ。そして、何より許せないのは──

「あいつら……いつも……いつも、いつも……っ。自分らだけイチャイチャしやがってえええぇぇぇえええ───────っ!!」

　自分の幸せを見せびらかす、カップルたちの自じ慢まんげな態度だ。

「手を繫つないだり抱だき合ったり、くすぐり合ったり頭を撫でたり、挙句の果てにキスしたり！　しかもわざわざその光景を写真やプリクラに撮とって残して、インスタとやらにアップする！　過か剰じような幸せアピールで、僕たちの心を傷つけるんだ！　ああくそ、リア充め妬ねたましい！　僕なんていくら頑がん張ばっても彼女なんかできなかったのに！」

　地団太を踏ふみ、唇を嚙かんで、この上ないほど悔くやしがる。その様子を見て聡一は、微笑む。

「思った通り、果てしないほどの嫉しつ妬と心だね。さすがは適性０点だ。非リアの波動をビシバシ感じる。これほど強力な非モテパワーを僕は感じたことがない」

「あれ、おかしいな。褒ほめられてるのに涙が出てきた」

　遥真が両目の雫しずくを拭ぬぐう。だが聡一は、決して貶けなしたわけではなかった。

「それほどの憎悪ヘイトを抱いだいていれば相当な術が使えるはずだ。さっき姫奈君を救ったように」

　先ほど、姫奈を助けに行く途と中ちゆうに聡一はしかと見ていたのだ。多数のリア充じゆうを簡単に倒たおした遥真の強力な独身術を。

「独身術はモテない人ほど強い力を使えるものさ。君ならばきっと、すぐにリア充と戦える。いや、英えい雄ゆうにだってなれるはずだ。人種差別から独身を救う新時代の英雄に」

　聡一が遥真の側に寄り、握あく手しゆを求めて手を差し出す。

「八木遥真君。僕は君を歓かん迎げいする。我々と共にリア充を倒し、独身たちの平和を守ろう」

「そ、聡一さん……」

　彼が今口にした言葉は、遥真の存在を肯こう定ていし、全てを受け入れる温かい言葉。

　こんな言葉をかけられたのは、この街に来て初めてだった。自分を認めてくれる場所がこんな冷たい世界にもあった。その事実に遥真の心は解きほぐされ、体中から力が抜ぬけた。

「聡一さん……。僕、頑張ります！　リア充を爆ばく破はさせるために！」

　遥真は一いつ瞬しゆん目を伏ふせてから、聡一の手を強く握にぎった。
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「それにしても、なんであんな不思議な力を僕たちが使えるんですか？」

　遥真が喪中の獅子として戦いに参加することになり、聡一は他のメンバーを紹しよう介かいするため、遥真を別室に案内していた。

　その途中出た遥真の問いに、聡一は変わらず笑顔で答える。

「それも恋愛適性の産物さ。この教育が行きすぎたせいで、リア充たちには恋人を強く思う心が、独身たちにはリア充を強く憎にくむ心が潜せん在ざい意識に刷り込まれていった。その意識の変化が能力発動の大きなトリガーになったんだ」

　結果、リア充たちは愛気道を、独身たちは独身術をそれぞれ使うようになった。

「ちなみに我々は、能力を扱える者たちを進化した人類の意を込めて『新性人アダルテイ』と呼んでいる。君もその中の一人なわけさ。もちろん、これから出会う仲間たちもだ」

　狭せまい廊ろう下かを歩ききり、二人は突つき当たりの部屋に到とう達たつする。

「よし、ついたぞ。この部屋だ」

　さあ、と笑顔で促うながされ、遥真は少し緊きん張ちようしつつも部屋の扉とびらに手をかける。

（他の独身の人たちか……。どんな感じなんだろう……）

　これから仲間となる人々は一体どのような人たちか。期待と不安が入り交じる。

（いや……悩なやんでいても仕方がない。同じ独身同士だし、仲良くできるに違ちがいない！）

　ドアノブを握る手に力を込めて、大きく息を吸い込む遥真。覚かく悟ごを決めて、扉を開く。

　そして、その先で待っていたのは──

「へ[image: ～][image: ～][image: ～]んしん！　魔法少女マジカルガール☆プリティブレイク[image: ～][image: ～]」

　──一人の魔法少女だった。

「…………………………………………え？」

　数秒、理解が追いつかなかった。彼の視界に飛び込んできたのは、魔法少女のコスプレをして変身ポーズを決める少女と────

「うおおおっ！」「プリブレさいこ───っ！」「これは萌もえる、萌え尽つきますぞ！」

　それを取り囲む男たちだ。男たちは一様にカメラをその手に構えていて、魔法少女を激写している。その光景はあまりに異様。まるでコスプレ会場のようで、秘密組織とは思えない。

「さーせん！　目線お願いしやっす！」「こっち！　こっち前かがみのポーズで！」

「もう、しょうがないなぁ～。『みんなの頭ず蓋がいをぶち抜くぞ？（ただしイケメンに限る）』」

『むはああああああああああああああっ！　決めゼリフきた──────────っ！』

「…………………………聡一さん。ＷＨＡＴ　ＩＳ　ＴＨＩＳ？」

　あまりの混乱に、つたない英語を口にする遥真。すると聡一は涼すずしげな顔で、

「うん。コスプレの撮さつ影えい会だね。いつも通りの光景だよ」

「いつもこんなことやってんですか!?」

「しょうがないよ。この組織はオタクの集まりだから。もちろん、僕も含ふくめてね」

　喪中の獅子とは、独身の組織。そして独身は異性と親しくすることができない。そんなとき、どうやって異性愛欲よつ求きゆうを満たすかというと……。その通り。二次元である。

「僕らは毎回戦いの後、少しでも英気を養うためにこういうことをしてるのさ。ちなみに遥真君はどうだい？　こういうオタク文化は嫌きらい？」

「いや、どっちかと言えば好きですけど……」

　遥真自身も漫まん画がやアニメなどが好きで、今撮影されているキャラの作品も知っている。

　魔法少女☆プリティブレイク。普ふ通つうの女子高生、破は砕さい恋れんが正義の魔ま法ほう使つかいであるプリティブレイクに変身し、世の中にはびこるイケメンたちを粉ふん砕さいしていく物語だ。その痛快なストーリーと意外に深いテーマ性から、独身貴族の男たちに絶大な支持を得た作品である。

　今メンバーの少女が着ているのは、主人公の破砕恋がプリティブレイクになった際に纏まとう魔法少女の衣装である。淡あわいピンク色の可愛らしいドレスで、襟えりや裾すその部分には白いフリルがあしらわれている。目立ちながらも決して主張しすぎることなく、着た者の可愛さを引き立たせる、そんな出来のいい衣装だった。

　ふと、そこで遥真は引っ掛かかりを覚えた。コスプレをしている女の子にとても見覚えがあったのだ。おとなしそうな顔立ちに、雪のような白銀のショートヘアー……。

「…………って、君！　雪ちゃんじゃん！」

　それは、遥真と同じ小・中学校に通っていた一いちノの瀬せ雪という女の子だった。あまり目立つ子ではなかったが、変態扱あつかいされていた遥真と普ふ段だんから会話をしてくれた、物もの腰ごし柔やわらかな優しい少女だ。また、康介のかつての思い人である。

　遥真の大声に、雪も彼を振ふり向むいた。

「あっ……遥真君？　遥真君だよね？」

　目が合い、雪がトコトコと遥真に向かって歩いてくる。

「わ～。久しぶり～。遥真君だ～」

　ふんわりとした笑顔を浮うかべて、のんびり口調で話す雪。

「どうしたの～？　何でこんな所にいるの？」

「それはこっちのセリフだよ！　っいうか、何でコスプレなんか……」

「あ、これは皆みんなに頼たのまれたんだ～」

　そう言い、衣装を見せびらかすように両りよう腕うでを大きく広げる雪。それをシャッターチャンスと見たか、再び多くのオタクたちが雪の周りを囲み出す。

「きっと私に似合うからって皆に進められたんだ。それで断るのもアレだし、着ちゃった」

「思ったより軽い理由だね……」

「でも、この衣装可愛いね～。フリル付きの服、初めて着たよ～」

　雪は割と純じゆん粋すいにこの状じよう況きようを遊んでいるようだ。服の着き心地ごこちを楽しむように、その場でクルクル回っている。その仕草にオタクたちは「萌えええええ！」「ブヒイイイイ！」などと叫さけんで、壊こわれるほどにシャッターを切る。正直、遥真は若干引いた。

「っていうか、雪ちゃんも独身なんだ……。意外だよ。絶対リア充だと思ってたのに」

「そう？　私は妥だ当とうだと思ったよ。私、今まで誰だれからも好きになってもらえてないし」

「いやいや！　そんなことないよ！　康介だって、雪ちゃんのこと好きだったんだよ！」

　今は変わってしまったとはいえ、以前の康介は一いち途ずに雪を想っていた。それは間ま違ちがいない事実だ。彼女は好かれていないのではなく、相手の好意に気がつかなかっただけなのだ。

　だが……。

「えっと……康介君…………って、誰？」

　雪は康介を覚えてなかった。

「え……？　噓うそ!?　忘れちゃった!?　僕の友達の須す藤どう康介！　学校一いつ緒しよだったのに！」

「えっと……。私、多分その人知らないよ～……」

　そこで遥真も気がついた。康介と雪が話しているのを一度も見たことがないことに。

「康介の奴やつ……。雪ちゃんのこと好きすぎてずっと話しかけられずにいたな……」

　なんと情けない男だろうか。よくそれでリア充になれたなと、遥真はもはや呆あきれ果てる。

「でも、よかったよ～。遥真君もここに来てくれて」

　ほわほわとした口調で言いつつ、へにゃりと頰ほおを緩ゆるませる雪。

「知ってる人が少なくて、ちょっと心細かったんだ。これから二人で頑張ろうね」

「う、うん！　頑張るよっ！」

　遥真は千切れんばかりに首を縦に振る。モテない男たちにとって、女子のこのような優しい言葉は財宝よりも価値がある。

「でも、どうして雪ちゃんは喪中の獅子に入ったの？」

　ここにいるということは、リア充に対してなんらかの不満を持っているのだろう。そう思い尋たずねた遥真だったが、雪は別段思うところもなさそうに言う。

「う～ん……。なんとなくノリで、かな～」

「ノリで!?」

「私、友達に頼まれたから入ることにしただけなんだ～。だから、独身術も使えないよ」

「友達？　それって──」

　誰のこと？　そう尋ねた遥真の声は、別の大声にかき消された。

「ちょっと雪ィィィィィ！　コレどういうことよおおおおおおおおっ!?」

　鬼おにの形相で怒ど鳴なり込んできたのは、雪と同じくコスプレ衣装を着た姫奈だ。

　いや、雪と同じではない。姫奈の衣装は水着である。ビキニアーマーという奴だ。頭と肩かた、そして手足の先せん端たんが騎き士し甲かつ冑ちゆうのような形の黒い衣装で覆おおわれて、大事な部分はビキニでなんとか隠かくしている。プリティブレイクの最終形態、モードサバトの衣装である。

「ひ、姫奈……っ！　なんて素晴らし、いや、けしからん恰かつ好こうを！」

「げっ！　遥真!?　こ、これは、違うから！　疲れて寝ねてる間に雪が……っ！」

　体を両手で隠しながら、姫奈があたふたと言い訳をする。こみあげる怒いかりと恥はじらいで、すでに涙なみだ目めになっていた。

「わ～。姫奈、やっぱり可愛いね～。こういう衣装は姫奈の方が似合うよ～」

「全然嬉うれしくないわバカ！　早く元の服返してよ！　それにこんなの似合ってない！」

「でも、みんなは喜んでるよ？」

『うおおおおおおお！　キタ──────！　モードサバト─────ッ！』

　雪を囲んでいたオタクたちが全員、一いつ斉せいに姫奈へ飛び掛かる。統率のとれた素早い動きで瞬またたく間に姫奈を取り囲み、眩まぶしいほどにフラッシュをたく。
















「ちょ、おい、撮とるな──────っ！　変態ども────────────っ！」

　オタクたちの洗礼を受け、顔や体を一生懸命手で隠す姫奈。そんな彼女の姿を見ながら、雪が楽しそうに微笑ほほえんだ。

「あはは。姫奈はいつも元気だね～」

「雪ちゃん……姫奈と友達だったの？」

「うん。私たちのお母さん同士が昔からの友達なんだ～。だから学校は違ったけど、前から時々遊んでたんだよ」

「そうなんだ……。でも、ひどくない？　その友達すごく困ってるけど」

　姫奈は顔を両手で隠し、その場にしゃがみこんでしまった。

「だって、どうせなら姫奈と一緒にコスプレパーティーしたかったし」

「ううぅ……。お前ら、いい加減にしろ─────っ！」

　荒あらぶるオタクに必死の思いで抗こう議ぎの声を飛ばす姫奈。

「アンタらねぇ！　嫌いやがる女子を撮りまくるって、非常識にも程があんでしょ！　い、いくら私が可愛いからって……」

「あ？　勘かん違ちがいするなよ、駄立体」

「お前が可愛いわけじゃない。お前の衣装に宿っているキャラの魂たましいが可愛いんだ」

「分かったらさっさとポーズを決めな。魔法少女☆プリティブレイクとしてな」

「よーし、お前ら一列に並べー？　一人ずつ眼球潰つぶしてやるから」

　さっきとは一転、最高の笑顔で拳こぶしをバキボキ鳴らす姫奈。血の制裁の開幕であった。

「どうだい、遥真君。喪中の獅子の面々は？」

　遥真が姫奈に恐きよう怖ふを感じて少し距きよ離りを置こうとしたとき、後ろで見ていた聡一が遥真の肩に手を置いて尋ねた。

「いや、えっと……。なんていうか……個性的な人たちですね……」

「はは、そうだろう。ここにいるのは独身のなかでも特にぶっ飛んだ人たちだからね」

　聡一は怒り狂くるって暴れる姫奈と逃にげまどうオタクたちを眺ながめながら話す。

「我々はね。現実での恋れん愛あいを捨て、二次元での恋こいに身を委ねたんだ」

「二次元での恋？」

「そうさ。二次元の嫁よめはいいぞ。顔も可愛いし、みんな僕に尽つくしてくれる。何より、現実リアルの女ではありえない程、心が綺き麗れいで純粋だ。ああ、破砕恋ちゃんに比べたら三次の女などカス同然だ。やはり現実の恋愛なんて、カス同士が付き合うだけの、ただの汚よごれた道楽だ」

　そう語る聡一の手の中には、いつの間にやら萌もえ系フィギュアが握にぎられていた。

「しかし奴やつらは自分の汚れを認めずに、逆に我々を『オタクキモ～い』と言って蔑さげすむ。こんな理り不ふ尽じん、黙だまって見過ごすことができるか？　否！　我々は戦わねばならない。この世にはびこる恋愛至上主義を破は壊かいし、オタクこそ正義の二次元大国に日本を作り替かえねばならない！　二次嫁との恋を認めさせるためにね！　さあ、みんなで合言葉だ！」

　聡一が声を張り上げた途と端たん、逃げまわっていたオタク男子たちがピタリとその動きを止めて、聡一の前に整列した。そして、声を合わせて叫ぶ。

『虹二次は綺麗！　惨事三次は汚きたない！』

　無む駄だに訓練された動きに、（濃こい集団に入ったなぁ）と遥真は先行きの不安を抱いだいた。




　　　　※




　遥真が喪中の獅子に入団した頃ころ、十五地区の別の場所では、とある会議が開かれていた。

　国際的な会議の場所で使われるような巨きよ大だいな円えん卓たく。それを囲んで座るのは、十五地区の中に九つある、告立校の代表者たちだ。一つの告立校につき、性せい徒と会かい長ちようと副会長の二名がそれぞれ席につく。そこに議長を務めている一人の女子生徒を加え、十九人のリア充じゆうがここで一堂に会していた。

　彼らに共通しているのは、代表者と副代表者が異性同士ということだ。つまり彼らはカップル同士、力を合わせて各学校を守っているということである。

　そんな彼らが集まって、リア充の平和と発展のために様々なことを話し合う組織。

　これを、『告こく際さい恋れん合ごう』と呼ぶ。

「それではこれより、各高校の代表者による『告こく際さい会かい議ぎ』を執とり行います」

　十九人の内、一人の少女がしずしずと席から立ち上がり、言う。

「議長は私わたくし、告こく学がく院いん高校性徒会長、国くに続つぎ聖せい愛らが務めます」

　国続聖愛。各校のトップが集う告こく恋れんをたった一人で束ねる少女。そんな彼女の発言に、他の生徒は思わず感かん嘆たんの声を漏もらした。

「相変わらず綺麗よねぇ……。あの可愛い顔、女の私でも惚ほれちゃいそう」

「でも、議長って彼氏いないんだろ？　あんなに綺麗なら告白とかもされるはずなのに」

「されても全部断ってるのさ。なんせ議長は恋愛適性で唯ゆい一いつ百点を取った猛も者さ。リア充中のリア充も認める、難なん攻こう不ふ落らくの高たか嶺ねの花はなさ。普ふ通つうの男じゃ全く相手にされないんだろう」

「コホンっ……。それでは、最初の議題です。皆みなさん、資料をご覧ください」

　咳せき払ばらいで雑談を止やめさせ、会議を進行する聖愛。各校の二名の代表者は、彼女の指示に従って机に置かれたプリントを見た。

「まず一枚目のプリントから。これは告白の際、第三者に邪じや魔まされる被ひ害がいが続出していることを示す、告学院高校の性徒会による調査結果です。告白時の妨ぼう害がいは、告こく際さい安あん全ぜん保ほ障しよう条じよう約やくで固く禁じられています。各校でそれを徹てつ底ていするよう、生徒たちに伝えてください」

　一度も言葉を嚙かむことなく、流りゆう麗れいに報告を進める彼女。皆は黙ってそれを聞いている。

「それでは次に、テロ組織『喪中の獅子』との交戦における被害を報告いたします」

　聖愛が議題を告げた瞬しゆん間かん、会場の数人が呟つぶやいた。

「喪中の獅子……。まだいたとはな……」

「被害といっても、どうせ大したことないでしょ？」

　独身貴族を軽んずるようなリア充たちの楽観思考。しかし、現実は違ちがっていた。

「由比海岸の戦いで『法性学院』のリア充が複数玉ぎよく砕さいされました。その数、なんと十五組」

「じゅう、ご……？」

　数字を聞き、会場がざわめく。その結果が彼らには信じ難いようだ。

「バカな！　そんなの噓に決まってる！」

「噓ではありません。この情報は、信用できる筋からのものです」

「で、でも……。未だにそんな戦力を独身貴族が持っているなんて……」

　喪中の獅子の主戦力は昨年までの戦いで消えた。リア充たちはそう思っていた。

「これはゆゆしき事態です。愛気道の使い手たちにここまで打だ撃げきを与える者が都市内にいるということは、大きな脅きよう威いになりえます。早急に対処する必要があります」

　何かいい案はありますか？　と、告恋メンバーに問いかける聖愛。

　メンバーたちは、それぞれ自分のパートナーとひそひそ何かを話し合う。しかし、メンバー全員に向かって発言する者はいなかった。

　そんな中、彼らの様子を観察していた一人の生徒が声を上げた。

「ケッ！　どいつもこいつもだらしねえなァ！　独身ごときにビビりやがって！」

　生意気な口調のその生徒は、レイヤーの赤あか髪がみショートヘアーと意志のこもったワイルドな瞳ひとみが特とく徴ちようの、とても端たん整せいな顔立ちの男だ。体型は背が高く細身だが、ガッチリとした肩かた幅はばを持ち、バランスのとれた肉体をしている。

　彼こそ先ほど名前の出た『法性学院』の代表生徒、荒あら木き恭きよう介すけという者だ。

「恭介さん。何か良案があるのでしょうか？」

「簡単さ。独身のクズどもをぶっ倒たおしちまえばいいだけじゃねーか。非リアなんてのは人間じゃねェ。恋こい人びとのいねェクズどもがいかに惨みじめな存在か、この俺様が教えてやるよ」

　恭介は好戦的な笑みを浮うかべ、テーブルにドカリと足を乗せる。

　その乱暴な言い方に、聖愛はムッと顔をしかめた。

「そんなことを言ってはいけません。人の悪口を言うことは、最低な人のすることです」

「うわ～。出た出た。聖愛代表マジ天使。ッたく、相変わらず虫むし唾ずが走るぜ」

「それはいいですが恭介さん、早く足をどけてください。テーブル愛マナーがなってないです」

「あ～、ヘイヘイ。分っかりました～」

　乱雑に足を下ろす恭介。彼のこの人ひと柄がらに、聖愛も手を焼いているようだ。

「だけどよ、独身の残党の処分は俺たちの方でやらしてもらうぜ？　被害を受けたのは俺たち法性学院の生徒だ。ここは代表の俺たちがしっかり借りを返すべきだろ？」

　恭介の問い掛かけに、特に誰だれも異を唱えない。

「……分かりました。では、喪中の獅子に関しては恭介さんたちに一任します。独身貴族の潜せん伏ぷく先は、おそらく独橋高校付近。独身術の使い手が複数いると思われます」

「う～い。りょ～か～い。ごくろうさ～ん」

　聖愛の報告を適当に流し、自分の席から立ち上がる恭介。

「恭介さん！　どこに行くんですか？　今はまだ会議中チユーですよ」

「独身を倒す準備だよ。早速奴らに愛の強さを教えてやるぜ。なっ、美み咲さき。頑がん張ばろうな～」

　恭介は自分の隣となりにいた女子に、とても親しげに話しかけた。法性学院の副代表にして、恭介と恋人関係にある鈴すず音ね美咲という少女。

　ふんわりとした空色ヘアーのボブカット。薄うすく開かれたうつろな瞳と、小さく控ひかえめな口元が、儚はかなげな印象を周りに与える。しかし、何よりの特徴は彼女の幼い背格好にある。百四十センチ台の短たん軀くに、小さな胸、小さなウエスト。そして小さく膨ふくらんだお尻しり。白・金・緑で構成された清せい楚そなイメージの制服を着るが、少しサイズが大きいのか、手は指以外ほとんど隠かくれてしまっている。下は短めのスカートを穿はき、細く華きや奢しやな足を見せていた。

　そんな不思議な雰ふん囲い気きの彼女は、恭介の顔を見上げると、黙って一度だけ頷うなずいた。

















第三章　惚ほしがりません、勝つまでは！









　画面上に、二つの選せん択たく肢しが浮かぶ。

『待ち合わせに遅ち刻こくしました。どうする？　１謝る　２開き直って逆ギレする』

　迷わず『１』を選ぶ遥はる真ま。すると画面から選択肢が消え、アニメ絵の少女の姿が映った。

『ふざけないで！　謝って済むと思ってるの!?』

　ひっぱたく仕草をする女の子。バチンという音、赤く染まる画面。それと同時に『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』の文字が浮かぶ。遥真は今日で三百回目のバッドエンドを目もく撃げきした。

　独どく立りつ校こうに来て一週間、個室での授業はずっと同じような内容だった。マルチバッドエンディングの、というよりバッドエンドしか存在しない特注のギャルゲを延々とやらされ、女の子にフラれまくる日々。おそらく『どんなに努力をしてもお前らに恋愛は不可能だ』と教え込まされているのだろう。ギャルゲーといういかにも非リアな教材を使って。

　そんな授業を日曜日以外の毎日受けて、心が疲つかれないはずがない。授業の後、遥真はため息をつきながら校舎から外へと抜ぬけ出していく。

「はぁ……。ダメだ。死ぬ。心が死ぬよ……」

　もうこんな生活はうんざりだった。独立校なんてほとんど刑けい務む所しよみたいなものだ。週六でそんな場所に通い、おまけに人との交流も皆かい無む。遥真の時間は退たい屈くつに過ぎるだけだった。

「こうなったら、何がなんでも彼女を作って青春を謳おう歌かしてやるぞ！　あんな薄うす暗ぐらい独どく房ぼうなんかで、高校生活を潰つぶしてたまるか！　僕は絶対、リア充になるんだ！」

　改めて恋人を作るという大それた夢を抱く遥真。それは喪も中ちゆうの獅し子しに入っても変わることのない夢である。だがその決意とは裏腹に、腹の虫がぐぅと間ま抜ぬけに鳴った。

「とりあえず、何か食べようかな……」

　終日監かん禁きんされていたせいで、すでに空腹は限界だ。寮りように帰って何かを作る気にもなれず、学校の近くの牛ぎゆう丼どん屋で夕食を済ませることにした。両親からの仕送りのみで生活している身分にとって外食は手痛い出費になるが、そうも言っていられない。

「いらっしゃいませ～！」

　店に入ると、同い年くらいの女性店員が遥真のことを出で迎むかえる。

「お客様は……どこからどう見ても一名様でございますね！」

「ちょっと待って！　どう見てもってどういう意味!?」

「お一人様ｗｗ　プークスクスｗ　カウンター席にご案内でーす！」

「ねぇ、笑ったよね今！　失礼すぎるよ！」

　店員の心ない接客を受けつつ、遥真は案内された通りにカウンター席に腰こしを下ろす。テーブル席には談笑しているリア充グループが複数いるが、遥真は気にしないようにした。

　メニューに目を通し注文を決めて、店員を呼ぼうと周囲を見み渡わたす。

「ねえ店長。さっきの男の独身さん、すっごく頭悪そうですよね～」

「おいおい、言ってやるなよカスミ。本人が一番分かってんだからよ」

「あれじゃあ独身で当然ですよね。でもよかったー。私には店長さんがいて」

「あー、でもお前も頭悪いしなー。その上こんなに胸もでけーし。なんだ、この乳は。けしからん。牛かお前は？　ホルスタインか？　牛丼にして食っちまうぞ」

「え～？　店長、毎晩食べてるじゃないですかぁ。私のＨエツチな大盛り牛丼」

「しょうがねえなぁ。じゃあ今日もいただいてやるよ。もちろん今夜もつゆだくでな」

「あん、もう濡ぬれてきちゃいましたぁ……」

　………………こいつらの肉、削そぎ落としてやる……ッ！

　青いオーラが立ち昇のぼり、遥真の体に憎悪ヘイトの力が溜たまっていく。そして彼らを爆ばく破はするため、指を鳴らそうとした瞬間。

「うぅ……。どうすればいいのでしょう……？」

　女の子のか細い声に、遥真の意識が逸そらされた。

　見ると、隣の席に座る少女が、涙なみだ目めになって辺りをキョロキョロ眺ながめていた。

「あの……。どうかしたんですか？」

「はわっ!?」

　心配になって思わず声をかける遥真に、驚おどろいて彼を振ふり向むく少女。

　その時、記き憶おくの扉とびらが開いた。彼女の胸……否、彼女の顔に激しく見覚えがあったのだ。

「あれ……？　君、あの時の！」

　そう。それは、恋れん愛あい適性発表の日に道で出会った女の子だった。ピンクのゆるふわロングヘアーに、はち切れんばかりの胸が特徴の、告こく学がく院いんに通う少女。

「あっ！　あなたは、パンを恵めぐんでくださった……！」

　少女も遥真を思い出したようだ。泣きそうな表情から一変、ぱあっと華はなやいだ顔になる。

「お久しぶりですっ！　よかった～。やっとまたお会いできましたね！」

　心から嬉うれしそうな、弾はずんだ声。それを聞いて、遥真の方も一層再会が嬉しくなる。

「はい！　会えて嬉しいです！　……これが合コン研修でないのが正直残念すぎますが」

「あっ、そういえばその制服……。ごめんなさい！　私わたくし、あの時無責任なことを……」

「いえ、落ちたのは僕の責任ですから！　それより、ここにはよく来るんですか？」

「ああ、いえ……。私わたくし、実は初めてで……」

　少女がそこまで言った時、きゅうぅ、という情けない音が少女のお腹なか辺りから漏もれた。

「あうう……。すみません、はしたないところを……」

　顔を赤くし、両手でお腹を押さえる少女。

「えっと……そんなにお腹が空いてるんですか？」

「は、はい……。実は、店員さんがなかなか来てくださらなくて……」

「え？」

　どうやら彼女、店員が注文を聞きに来るのをずっと待っていたようである。再び涙目になりながら、カウンターの上に置かれた牛丼特盛の写真を見ている。

「あの……。店員には自分から注文を伝えるんですよ？」

「えっ？」

「自分の方から声をかけて、店員さんに来てもらうんです。まあ、当たり前ですけどね」

「そうなんですか!?　私わたくし、てっきり店員さんを待っていなければいけないのかと……」

　少女は冗じよう談だんなどではなく、本気で驚いているようだった。遥真と会うまでコンビニパンを知らなかった件と言い、やはりどこか人とずれている。遥真はそんな少女のことを、なんだか微笑ほほえましく思った。

「じゃあ、僕がついでに頼たのんであげます。すみませ～ん！　牛丼特盛二つください！」

　遥真は自分の分と一いつ緒しよに、彼女がずっと見つめていたメニューを近くの店員に注文する。店員は「は～い！　独身のオーダー入りまぁす！」と元気に失礼な返事をした。

「これでしばらくしたら持ってきてくれます」

「あ、ありがとうございます！　なんとお礼を言ったらいいか……」

　少女は何度も頭を下げて心の底から感謝を述べる。お腹が空いて本当に困り果てていたのだろう。そして、それから五分足らずで二人の席に牛丼が置かれた。

「こちら、牛丼特盛で～す！」

「うわぁ～！　これが牛丼……初めて見ましたっ！」

　もうもうと湯気を立ち上らせるご飯とその上の肉の山に、少女は瞳ひとみを輝かがやかせた。その表情は期待に満ち、もう待ちきれないといった様子でそわそわしつつ割わり箸ばしを手に取る。

「きっとおいしいと思いますよ。熱いうちに食べちゃいましょう」

「はいっ！　早速いただきます！　……って、あれ？　それはなんですか？」

　少女は伸のばそうとした箸はしを止め、遥真が持った小こ瓶びんを見る。それは唐とう辛がら子しの小瓶。

「あ、これは七味ですよ。かけるとお肉がもっとおいしくなりますよ」

「そうなんですか!?　まるで魔ま法ほうの粉ですね！　私わたくしも使ってみたいです！」

「あ、じゃあ先にいいですよ。どうぞ」

　蓋ふたを開けた状態で七味の小瓶を差し出す遥真。少女はそれを慎しん重ちように受け取り、

「すみません。それではお言葉に甘えて」

　内うち蓋ぶたをとって振りかけ始めた。

「えっ!?」

「えへへ。おいしいものはたくさんかけるべきですよね～」

　ドバドバとありえない勢いで七味がこぼれ落ちていく。遥真が止める暇ひまもなく、あっという間に牛丼の上に七味の山が降り積もった。

「わぁ、すごいですね！　真っ赤です！」

「」

　かける言葉をなくした遥真と、そんな彼の様子にも気づかずただただ満足げな少女。彼女は再び割り箸を手に取り、丼どんぶりの中へ手を伸ばす。

「あ、ちょっ！　待って──」

「お腹空いたぁ。いただきま～す！」

　遥真の制止は遅おそかった。赤く化け粧しようした大きな肉を丸ごと口に入れる少女。

「！！！？？　ひゃうあああああぁぁぁぁぁぁああっっっ！！！？？」

　そして盛大に火を吹ふいた。大おお袈げ裟さなほどの声で叫さけび、ケホケホとむせ始める少女。彼女は急いで水を飲み、口の火災を消そうとする。

「な、な、なんなんですかこれぇ[image: ～][image: ～]！　辛からい[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「いや、これは唐辛子ですから。そんなにかけたら辛いですって……」

「私わたくし、辛いの苦手なんですよぉ……」

　涙の粒つぶを目元に浮うかべ、少女が震ふるえる声で言う。

「うぅ……。牛丼……。もう食べられません……」

　赤く染まった牛丼を見て、悲しそうにうな垂れる少女。よっぽど残念だったのか、再び「きゅうぅ……」とお腹が鳴った。

「……あ、あの。よかったら僕の食べますか？」

「えっ!?」

　少女が驚いて遥真を見る。

「僕のはまだ口つけてませんし、これも食べないといけませんから」

　言って、少女の丼を指差す。遥真もこんなに七味のかかった激げき辛から牛丼を食べたくはないが、全部残すのも気が引ける。少女が辛いのが苦手な以上、自分で食べるしかないだろう。

「で、でも……。大だい丈じよう夫ぶですか？　こんな辛いの、食べられますか？」

「はい。僕、辛いの大好きですので。だからこっちは食べてください」

　自身の丼を差し出す遥真。少女はしばし迷った後、申し訳なさそうに受け取った。

「すみません……。それでは、ありがたく頂ちよう戴だいいたしますっ！」

　言うが速いか、少女は優ゆう雅がかつ豪ごう快かいに牛丼を咀そ嚼しやくし始めた。

　かなりお腹が空いていたのだろう。絨じゆう毯たんのように大きな肉を、つゆの染みたご飯と共にせっせと口へ運んでいく。幸せそうな顔で頰ほお張ばり、「ふはぁ……！」と甘い息を漏らす。

　あっという間に食べ終えて、少女は行ぎよう儀ぎよく手を合わせた。

「ごちそうさまです！　おいしかったぁ。牛丼ってとてもおいしいんですね！」

「あ、うん……。よかったですね……」

　一方遥真は、目の前の赤い怪かい物ぶつと格かく闘とうするのに必死である。

　そんな彼の様子を見て、少女はハッと何かに気づいた後、慈じ愛あいに満ちた表情を浮かべた。

「……あなたは、とてもお優しいんですね」

「え？」

「本当にどうもありがとうございます。あの時といい今日といい、二度も助けて頂いて」

　大きな胸をたぷんと揺ゆらし、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする少女。

「い、いえ、これくらい大丈夫ですよ！　僕でよければ、いつでも力になりますって！」

「そうですか……？　では、図々しいかとは思いますが一つだけお伺うかがいいたします」

　やや遠えん慮りよがちに、少女は遥真に問いかける。

「この後、どこかで私わたくしと遊びませんか？」




　　　　※




「う～ん……。ここでもよかったのかな……？」

　扉を開けた瞬しゆん間かんに、耳に流れ込む大音量。

　あの後、遥真が少女とやってきたのは、寮りようの近くのゲーセンだった。少女に誘さそわれたのはいいが、ここはやっぱり男の自分がエスコートするべきだろうと思い、ここに連れてきたのである。リア充じゆうがデートする場所を知らない、彼の苦肉の策であった。

「うわぁ～！　ここがゲームセンターですか～！　生まれて初めて来ましたよ～！」

「そうですか？　喜んでくれて安心しました……」

　だが、彼女の反応は意外にもそう悪くなかった。初めてのゲーセンは刺し激げき的なようで、音ゲーやメダルゲー、クレーンゲームなど、様々な筐きよう体たいを見て回り、文字通り胸を弾ませる。そして弾んだ胸を見て、一度でいいから揉もみたいなぁ、と変態思考にふける遥真。

　ふと、少女はクレーンゲーム機の前で止まった。それには大きな猫ねこのぬいぐるみが景品として入れられている。その景品をじっと見つめ、少女が遥真に対して問う。

「あの……。この猫ちゃんはいくらでお買い上げできるんですか？」

「いや、これは買うというよりも、上のアームを動かしてそこの穴に落とすんですよ」

　クレーンゲームのやり方について一通り説明する遥真。それを聞いた少女は「では、やってみます！」と意気込んで、自身のサイフから百円を投入。しかし、結果は惨ざん敗ぱいだった。アームはぬいぐるみをかすめただけで、ほとんど動かせはしなかった。

「うう……ダメです。取れる気がしません……」

　しょんぼりと肩かたを落とす少女。今の失敗ですっかり自信をなくしたようだ。

「あはは。そんなものですよ。上手に取れるようになるにはそれなりに練習が必要です」

「そうですか……。残念です。諦あきらめるしかないんですね……」

　泣きそうな目でガラスの向こうの猫を見る少女。どうしてもそれが欲しいのだろう。見ている方が悲しい気持ちになる表情で、俯うつむきがちにその場に佇たたずむ。

（おや……？　これはまさか、イケるパターンの奴じゃないかな？）

　だがその様子とは反対に、遥真は一人笑みを浮かべる。彼の頭の中では今、こんな式が成り立っていた。

　少女の代わりにぬいぐるみ取る[image: →]好感度上がる[image: →]付き合える[image: →]彼女のおっぱい揉み放題。

「この景品、僕に任せてください！　代わりにとってみせましょう！」

「ええっ!?　そんな、いいんですか!?」

「もちろんです！　女子の望みに応えることが、男子としての使命ですから！」

　財布からなけなしの百円を取り出し、それを筐体へと投入。ピロリンという電子音の後、アームが動かせるようになる。まず一番目のボタンを押して、アームを右に滑すべらせる。

「あっ！　ダメです！　猫ちゃんを通り過ぎていきます！」

　少女の言う通り、アームは猫がいる位置よりも幾いく分ぶんか右に逸それて止まる。これではアームを降ろしてもぬいぐるみを摑つかむことはできない。

「いや、大丈夫！　アームの角度に猫の位置……イケるっ！」

　しかし遥真は自信ありげに二番のボタンを指で叩たたく。アームがわずかに奥へ移動し、その後は大きく開かれてゆっくり下へと降りていく。

「………………（ゴクッ）」

　緊きん張ちようした面持ちで少女が様子を見守る中、開いたアームの左のツメがぬいぐるみのタグに入り込んだ。アームはタグを引っ掛かけたまま閉じ、元の位置まで上じよう昇しようしていく。

「えっ、えっ！　すごい！　上がってます！　猫ちゃん上がっちゃってます！」

　アームはそのままダクト上へ移動。アームが再度開かれて、ぬいぐるみが落とされた。

「よしっ！　一発ゲットせいこ──！」

「わあっ！　すごいです！　奇き跡せきです───────っ！」

「んぬはあっ!?」

　感動のあまり遥真を強く抱だきしめる少女。彼女の豊満なおっぱいが遥真の腹部に押し当てられて、むにゅんとその形がたわむ。

「ぶっはあああああっ！」

　予期せぬおっぱい攻こう撃げきに、遥真は盛大に鼻血を吹いた。

「あれっ!?　すみません！　私わたくし何かしましたか？」

「い、いえ……。なんでもありません……！」

　邪よこしまな気持ちを悟さとられぬよう、急いで鼻血を拭ふき取って少女から距きよ離りを取る遥真。彼は景品ダクトから大きな猫を取り出して渡わたす。

「じゃあ、これどうぞ。無事に取れてよかったです」

「は、はい！　ありがとう、ございます……！」

　遥真の手からぬいぐるみを受け取る少女。その顔はなぜかほんのり赤らみ、まるで照てれ隠かくしのようにぬいぐるみをギュッと抱きしめる。

「……でも、どうしてあれほど簡単に景品を落とせるんですか？」

「あれは単純に慣れですよ。何度も繰くり返しやってれば自然に上手うまくなっていきます」

　実は遥真は、女子と一いつ緒しよに来た際に好感度アップが狙ねらえるよう、ゲーセンのゲームはやり尽くしていたのだ。とはいえ今日までその機会はなく、ほぼ無む駄だな努力だったわけだが。

「そうなんですか……！　やっぱり、あなたはとても頼たよりになりますね……」

　少女はもう一度遥真へ近寄り、今度は優しく抱きしめた。

「えっ……？　あ、あの、一体何を……？」

「本当に、ありがとうございます。私わたくしのために、たくさん頑がん張ばってくださって……」

　再び遥真の腹部へと大きな胸が当てられる。だが今回は、さっきのような暴力的な感かん触しよくではない。おっぱい本来のふくよかさが分かる、至極優しい触ふれ方だ。その幸せな触さわり心地ごこちに遥真の脳は溶とけていく。

「このご恩は、いつか必ずお返しします。でも……。私わたくしの覚かく悟ごができるまで、少しだけ待っていただけますか？」

「は……はひ……。お待ちしましゅ……」

「ありがとうございます。それではまた、近いうちに──」

　少女は遥真を抱きしめたまま、遥真の耳元に向かって呟つぶやく。

「──必ず会いに行きますから」

　満面の笑み。弾はずんだ声。そして柔やわらかな胸の感触。それらを遥真の意識に焼き付け、彼女はその場を後にした。遥真からもらったぬいぐるみをとても大事に抱だきながら。

「…………………………やはり、おっぱいは素晴らしい」

　それが彼女が去ってから遥真が最初に発した言葉だ。

「おっぱいとはあれほど柔らかいものだったのか！　あれはおそらくＧカップ……いや、まさかのＨカップかも！　あの感触を味わえるなら、何度でも景品を取ってやる！」

「へぇ～。そんなにおっぱい好きなんだ」

「もちろんさ！　僕はおっぱいのためなら死ねるよ！」

「なるほど。じゃあもう悔くいはないわね？」

「えっ？」

　突とつ如じよ、後頭部に強い衝しよう撃げき。体が前に倒たおれ込み、クレーンゲームに額をぶつける。

「ふぐわっ！　──って、姫ひ奈な!?　え、なんで!?」

　後ろを向くと、姫奈がいた。彼女は顔を赤くし目を尖とがらせて、遥真を睨にらみ付けている。

「なんでじゃないわよ、このアンポンタン！　変な女と歩いてるから何かと思ってついて来てみれば……。リア充を断罪する側が彼女作ってどうすんの！」

「い、いや違ちがうよ！　あの子は彼女なんかじゃないって！」

「言い訳無用！　喪中の獅子は恋れん愛あい禁止よ！　リア充みたいな行こう為いは禁止！」

　ビシッと遥真を指さす姫奈。次いで、疑わしげな声で問う。

「ってかアンタまさか、独身のクセに恋こいしたいとか思ってるわけじゃないでしょうね？」

「え……？　そりゃ、できるならしたいけど……？」

　いくらリア充と敵対している喪中の獅子に入ったとはいえ、異性とイチャイチャしたいのが人の性さがというものだろう。だが、姫奈はそれを認めない。

「はぁ!?　ダメに決まってるでしょ！　恋愛は立派な犯罪なのよ！」

「どゆこと!?　恋したら捕つかまるの!?」

「リア充たちを見てみなさい。奴やつらは欲よく望ぼうを発散するため、そして私たちをバカにして優ゆう越えつ感を得るために一いつ生しよう懸けん命めい恋愛をするのよ。犯罪と呼ぶにふさわしいほど考え方が穢けがれているわ！　だから私は絶対に恋愛なんて認めない。この世のリア充を根絶やしにして、恋愛そのものを消し去らないといけないの」

「そ、そんな無茶苦茶な！　確かに人前でイチャついているリア充たちはムカつくけど、恋愛自体が悪いわけじゃないよ！　恋愛は人と人とを結ぶ最も強固な絆きずなじゃないか！」

「は？　アンタ、脳みそないの？　恋愛なんてすぐに壊こわれる最も脆ぜい弱じやくな仮初めの絆よ」

　小こ馬ば鹿かにするような口調で言う姫奈。

「だけど！　僕はこれまでずっと恋こい人びとを作るために生きてきたんだ！　可愛い女子と二人っきりでオシャレなデートをしたいんだっ！」

「ダメよ。絶対に認めない。惚ほしがりません、勝つまでは。この言葉を胸に刻みなさい」

　遥真が何を言おうとも、姫奈は決して意見を曲げない。彼女のリア充を嫌きらう想いは、もはや信念と言うべきものだ。

「でもでも！　姫奈だってたまには『恋したいなぁ』とか思わない!?」

「ないわ。恋愛は敵だから」

　姫奈はきっぱりと言い切った。同じ喪中の獅子同士でも、彼女と遥真は考えがまるで違っていた。片やリア充を羨せん望ぼうし、片や心から恋愛を憎にくむ。

「ねぇ、姫奈……。なんでそんなに恋愛を憎むの？　リア充が嫌いなのは分かるけど、普ふ通つうは恋愛に憧あこがれて、自分も誰だれかと付き合いたいって思うようになるんじゃないの？」

「それは……。私にも色々あるのよ」

　一いつ瞬しゆん口ごもり、誤ご魔ま化かすように言い捨てる姫奈。そして、強引に話題を変える。

「あ。一つ言い忘れてたけど、この後アジトで会議があるから。四階の会議室集合よ」

「え、そうなの？　それじゃあ僕も一緒に行くよ」

「やだ。断固として拒きよ絶ぜつする」

　姫奈が右手を横に払はらう。すると青色の結界が彼女と遥真の間に張られた。

「え、ちょ、なんで!?」

「作戦以外では男と馴なれ合わないことにしてるの。アンタは後から来ることね」

「そんなに徹てつ底ていしなくても！」

「それと、次に女子と触れ合ったりしたら惨むごたらしい目に遭あわせるから」

「惨たらしい目って何さ!?　怖こわいよ！」

　冷たい口調で言い残し、遥真に背を向け去っていく姫奈。

「せっかくアンタはほんの少しだけ、私と同じ感じがしたのに……」

　彼女の最後のつぶやきは、遥真の耳には聞こえなかった。




　　　　※




「うう……。おいてくなんてひどいよ、姫奈……」

　若干涙なみだ目めになりながら、遥真は喪中の獅子のアジトにある非常階段を上っていく。

「というか、姫奈はおかしいよ。恋愛自体を否定するなんて、そんなの絶対間ま違ちがってる」

　遥真にとって恋愛は目標であり正義である。それを否定するのはいただけない。

「こうなったら、意地でも姫奈に恋愛のよさを教えないとね。恋がしたいって思わせて、あのツンッ子をデレさせてやる。それで、あわよくば付き合ったりして」

　とはいえ、今の学校制度では独立校に通う遥真が恋することは禁じられている。この体制を変えるためには、聡そう一いちが言っていたように、リア充じゆう相手に戦いを挑いどんでそこから社会を動かすしかない。そしてリア充を敵視する点では、遥真も姫奈も同じである。

「ひとまずは姫奈と協力してリア充たちを倒すのが吉きちだね。でもその後は絶対に姫奈に恋を教えてみせるよ！　恋愛をしない人生なんて、九割以上損してるからね！」

　勝手なことを言いながら、目的の四階まで到とう達たつ。廊ろう下かの先にある会議室の扉とびらを開く。

「お邪じや魔ましまーす……って、アレ？」

　最初に目についたのは、天てん井じようから吊つるされた無駄に大きなスクリーンだ。電気が消され、暗幕が引かれて光が遮さえぎられた室内。その中央にはプロジェクターを載せた机が置かれており、スクリーンに待機画面が映る。そして、その周りには足の置き場がないほどにゴミが散乱してしまっていた。空のカップ麵めんや弁当箱、よれよれになった漫まん画が本ぼんやビニール袋ぶくろやティッシュなどが床ゆか全体を覆おおい尽つくし、ゴミの山までできている。

「こんな場所で会議するのかな……？」

　はっきり言って、まともに話し合える場所じゃない。しかし、部屋の扉を見てみると確かに『会議室』とある。ここで間違いないはずだ。

「う～ん……」

　どこか納得いかなかったが、遥真は室内に踏ふみ入った。足で少しずつゴミをどかして、慎しん重ちように奥へ進んでいく。そして数歩ほど進んだ時、遥真は足を滑すべらせた。

「うわっ!?」

　漫画本を踏みつけて、バランスを崩くずしてしまったのだ。その場で踏みとどまろうとしたが、力が足りずに前へと倒れる。「うっ！」と悲鳴を上げながら、顔と両手がゴミ山へダイブ。そして「ぎゃうっ！」っと別の悲鳴が。

「…………ん？」

　ゴミの山から顔を出し、遥真は辺りを見み渡わたした。

　今、何かが聞こえた気がした。自分以外の誰かの声が。

「うんにゃあ……。何～？　誰かいる[image: ～][image: ～]？」

「!!」

　遥真はビクッと体をすくめた。なんと、ゴミ山から声がしたのだ。中で誰かがうごめいているのか、山は少しずつ崩れ出す。そして、一人の人物が上半身をさらけ出す。

「ふわあ～。んん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。よっく寝ねたぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　それは美しい少女だった。長い髪かみに端たん整せいな顔立ち、細い腕うでに真っ白な肌はだ。睫まつ毛げは長く、瞳ひとみはキラキラと輝かがやいている。また、なんともゆゆしきことに、胸が非常に大きいのである。先ほどの告立の少女には負けるが、ＤカップからＥカップのインパクトのあるおっぱいだ。

　遥真は、言葉を失った。いや、おそらく遥真じゃなくても何も言うことはできなかっただろう。何せ、そんな美少女がいきなりゴミ山から現れて──

　しかも、裸はだかだったのだから。

　彼女は、なぜか完全に生まれたままの姿だった。上着はもちろん下着の類も一切その身に着けておらず、その美しい胸すらも遥真にさらしてしまっている。下半身はまだゴミの中に埋うもれたままで見えないが、多分同じ状態だろう。

　そしもう一つ非常事態が。その裸の彼女の胸を、遥真はしっかりと摑つかんでいたのだ。おそらくゴミ山に突つっ込んだ時、偶ぐう然ぜん摑つかんでしまったのだろう。

　むにゅむにゅとした柔らかい感かん触しよく。触ふれれば肌のきめ細かさが、摑めば胸の柔らかさが、揉もめばお肉の弾だん力りよくが、遥真の両手いっぱいに広がる。それは、至福の揉み心地ごこち。

「あれぇ……？　君、誰だっけ？」

　寝ぼけ眼まなこで遥真を見て、こくりと首を傾かしげる少女。

　そこで遥真も、ようやくハッと我に返る。そして、鼻から血を出し倒れた。

「ブッハアアアアアアアアアア!!」

　女子のおっぱい、それも巨きよ乳にゆうをその手に摑んで揉むというのは、童どう貞ていにはまだ早すぎた。

　そんな中、少女は遥真に揉まれた胸を確かめるようにまじまじと見つめ……。

　何事もなかったかのように、ゴミの山に戻もどっていった。

「ふわぁ……。やっぱり後もう二十四時間～」

「え…………え!?　何も言わないの!?」

　自分が胸を揉んだことへのあまりに淡たん泊ぱくな反応に、遥真はつい声を荒あらげてしまう。

「ん……。何～……？　なんか用……？」

　寝ね起おき特有の間延びした口調。少女はとても眠ねむそうに遥真の声に振ふり返る。

「い、いや……用っていうか……。僕、君の胸触さわったんだよ？　というかむしろ揉んだんだよ？　怒おこったりとか、叫さけんだりとか、普通もっと何かあるんじゃない……？」

　起きたらいきなり知らない男に、胸を鷲わし摑づかみされていたのだ。恥はずかしがるのを通とおり越こして危険を感じるべきだろう。しかし、少女は平然と言った。

「えー。こんなの二次元じゃよくあるじゃん。おっぱい揉んだりパンツ見たり、ラッキースケベの基本だよ？　いちいち過か剰じように反応してたらエロゲなんかできないよ」

「二次元……？　エロゲ……!?」

　その言葉を聞き、遥真は思った。ああ、間違いなくこの女の子も喪中の獅子の一員だと。

「あ、そうだ！　エロゲといえば！」

　少女は急に眠そうだった目を見開き、ゴミ山の中から飛び出した。

「うわっ！　ちょっと、服着てよ！」

「服なんて着てる場合じゃないよ！　昨日の奴、やりっぱなしだった！」

　裸を遥真にさらしつつ、プロジェクターの後ろに置かれたパソコンなどの機械類をガチャガチャ乱暴に操作する彼女。やがて、スクリーンにロリな少女のイラストが映り、その下に置かれたスピーカーから、たらららら～、と軽い音楽が流れる。

『ロリッ娘こラバーズ、はっじまるよ～』

　どうやら、ゲームのスタート画面のようだ。彼女は遥真がいることも気にせず、データをロードしてゲームに意識を集中させる。

「歩あゆ夢むとしたことが、アミちゃんとのデートシーンを前に睡すい魔まに負けちゃうだなんて～！」

「ちょ、君！　まさか今からエロゲやる気!?」

「そうだよ！　後ちょっとでメインヒロイン、結ゆい川かわアミのエロシーンだもん！」

　この子はヤバいと遥真は感じた。男の前で裸をさらすだけでなく、その状態でエロゲをプレイできるなんて。その上この部屋の汚よごれっぷり。この子がいかにダメ人間かを如によ実じつに物語っている。これは、完全なヒキニート。そして完かん璧ぺきな変態だ。

「ああ、じれったい！　デートなんかちゃっちゃと済ませて、早くヤることヤればいいんだよ！　皆みんなそれが見たいんだからさ～！」

　ゲームに文句を吐はきながらクリックを連打しまくる少女。どうやらプレイしたいのは本当にエロシーンだけらしい。

「ねぇ、もうやめなよ！　今からここで会議あるんでしょ！　皆が来たらどうするの!?」

「えぇ～!?　ここで選せん択たく肢し～？　しかもこれ、間違えたらゲームオーバーっぽいし！」

　苦言を呈ていする遥真だが、少女は聞かずに画面を凝ぎよう視し。選択肢に頭を悩なやませている。

「スクール水着に縞しまパン、ふんどしぃ？　なんなのさこの選択肢。『どれが似合うと思う？』って、お前はふんどしを穿はく気があるのか」

「あれ……？　スクール水着に縞パンって……」

　その選択肢に、遥真は激しい既き視し感かんを覚えた。ついさっき、同じ画面を見たような……。

「それ……多分答えは『ふんどし』だよ」

「え～？　それだけは絶対ないって。こんなん見るからに地じ雷らいじゃん」

「いやでも、他の二つの方はどっちもバッドエンドだし……」

　遥真はこの選択肢をさっき、授業の中で見てきたのだ。トゥルーエンドが排はい除じよされたゲームを散々プレイさせられる授業。その中で同じゲームもプレイし、そしてその際は選択肢の中にふんどしは存在しなかった。

「ふ～ん。そこまで言い切るなら、一回だけ信じてあげてもいーよ」

　そう言い、半信半疑の様子でふんどしをクリックする少女。

「って、うそぉ！　本当に正解じゃん！　Ｈシーンに突とつ入にゆうしたよ！」

　選せん択たくの結果、ピンクのふんどしを着た女子が主人公を押おし倒たおすエロＣＧが現れた。

「凄すごい！　なんで分かったの!?　エロゲソムリエの歩夢でも悩むような選択なのに！」

「何その肩かた書がき!?　っていうか、今のは見たことあったから……」

　遥真は裸の少女を見ないよう、目を逸そらしつつ会話する。

「いやぁ、君は見どころあるよー。ねぇ、名前はなんてーの？」

「え、えっと……。八や木ぎ遥真だけど……」

「遥真ね。オッケー。歩夢は我あ孫び子こ歩夢だよ。さあ、はよこっちに。一いつ緒しよにやろう！」

「えええ!?　エロゲを一緒にやるの!?」

「あったり前じゃん。君さえいれば、選択肢は怖こわくないからね。ふふん」

「ふふんじゃないよ！　っていうか、いい加減何か着て！」

　いつもは女子の裸を求めてエロ本などを読んでいても、いざこういう状じよう況きようになるとどうすればいいか分からない。非リア特有の度胸のなさを遥真は存分に発揮していた。

「え～？　だってここ歩夢の部屋じゃん。服着る着ないは自由じゃん」

「だって、男がいるんだよ!?　普ふ通つう恥はずかしいとか思うでしょ！」

「も～。うるさいな～。そんなに言うなら君が着せてよ。歩夢、動くのめんどくさーい」

　ばたりとその場に倒れる歩夢。仰あお向むけのため、大きな胸がぶるんと空に向かって揺ゆれる。

　その豪ごう快かいな胸の動きに、またもや遥真は鼻血を吹ふき出す。

「ブハァッ！　うぐぐ、もうダメだ……。こんなところにいたら死ぬ……。出よう……」

「え～　ゲームは？　やらないの～？」

「女子と一緒にエロゲできないよ！」

「じゃあ、この写真ばら撒まいちゃうよ？」

　歩夢がスマホの画面を向ける。写っていたのは、歩夢の胸を揉む遥真の姿だ。

「バカな……っ！　いつの間にこんな写真を!?」

「今歩夢は！　猛もう烈れつに！　コレをネットにうＰしたい！　そんな衝しよう動どうに駆かられている！」

　歩夢はまるで悪あく魔まのような怪あやしく邪じや悪あくな笑みを見せる。

「でも、エロゲ一緒にやってくれるならこの写真は削さく除じよしてもいーよ？」
















「くっ……。僕を脅おどす気か！」

「フッフッフ……。君はもう、歩夢とエロゲをするしかないのさ！」

　ビシッと遥真を指差して、堂々と宣言する歩夢。

　その時、遥真のケータイが着信音を響ひびかせた。それは、姫奈からのものである。

『もしもし、遥真!?　あんたどこで何してんのよ！　さっさと会議に来なさいバカ！』

「姫奈、助けて！　変態に脅きよう迫はくされているんだ！」

『変態はアンタの固有名詞でしょうが！　っていうか今はどこにいるのよ!?』

「もう会議室にいるんだよ！　そこで、変な裸の女子が──」

　そこまで遥真が言ったところで唐とう突とつに姫奈が電話を切った。それからおよそ十秒後、何かが全力でダッシュするような『ドドドドド』という地じ響ひびきが鳴る。それは段々近づいてきて、ついには扉とびらを破は壊かいした。

「死に晒さらせこのド変態──────────────────────っ！」

「んばああああああぁぁぁぁぁあああああぁぁぁぁぁああああああああっ!?」

　姫奈の飛び蹴げりが遥真のこめかみにストライク。遥真はそのまま吹き飛ばされて、スクリーンへと突き刺ささった。

「なんで歩夢の部屋にいんのよ！　私が呼んだのは四階よ！　ここは五階の会議室！」

「あ、姫奈じゃん。久々に何かゲームでもしてく？」

「うっさいニート！　早く服着ろ！　ってかちゃっかり見てんじゃないわよ遥真──！」

「ち、ちが……。好きで見たわけじゃ……」

「問答無用！　リア充じゆう禁止──────────────────っ！」




　　　　※




「我々にはもう時間がない！」

　姫奈が遥真を惨むごたらしい目に遭あわせた上で会議室へと連れてきた後、作戦会議が始まった。アジト四階の会議室には、聡一や姫奈、雪ゆきといった組織のメンバーが集まっている。聡一が部屋の隅すみに置かれたホワイトボードの前に立ち、他のメンバーが席に座って彼に注目している形だ。ちなみに、歩夢ヒキニートの姿はなかった。部屋でゲームをしているからだ。

「我々は昨年までの戦いで多くのメンバーを失った。このままでは、いずれリア充の魔まの手によって全ぜん滅めつするのは自明の理。皆、何か策はないか？　リア充と対等に戦える策は」

　聡一に問われ、古参メンバーらしきバンダナを巻いた太った男と、眼鏡めがねをかけた細身の男が熱い議論を交わし始める。

「うむ……。やはり今期の覇は権けんアニメはプリティブレイクで決まりでござるな。ストーリーもよく、キャラも萌もえ萌もえ。十年に一度の大作でござる」

「異議ありですぞ、直なお之ゆき氏！　確かにプリブレも素晴らしいですが『百合ゆりっ子こチキン』を忘れてませぬか？　キャラ萌え、ストーリーともに百合チキに軍配が上がりましょうぞ」

「いや、百合チキはギャグアニメとしては完成度の高い作品でござるが、ただそれだけの作品でござろう。プリブレのような深さがない」

「一体何を申されますか！　百合チキはギャグを描えがきながらも肉食系百合女子たちの複雑な恋れん愛あいや人間関係、また肉食だけど奥手チキンな性格の主人公が抱いだく、相手を押し倒したいけれどそうはできない葛かつ藤とうが精せい緻ちな人間描びよう写しやで描かれた今世紀最高の百合アニメですぞ！」

「それを言うならプリブレだって──」

「おい、待て待て待て！　長い長い！　君たちいつまでボケ倒す気だ。いい加減話題を戻してくれよ。あと、今期の覇権は『ＹＯＵ＝霊ユーレイ』で決まりだ。これだけは絶対譲ゆずれない」

「いや、ＹＯＵ＝霊はないでござるよ！　確かにロリッ娘こ霊れい媒ばい師と、霊を信じない堅かた物ぶつ警官のバディものというのは魅み力りよく的でござるが、肝かん心じんの事件がしょぼすぎでござる！」

「その上事件のトリックも甘く、一応ミステリーものだというのにヒロイン茉ま莉り也やのキャラ萌えに逃にげてばかりの作品でしたな」

「違ちがう！　そんなことはどうでもいい！　ただ、茉莉也は俺の嫁よめなのだ！」

「だーもうっ！　うるさいわオタクども！　ちょっとは真ま面じ目めに会議しなさい！」

　暴走するオタクたちの会議を、姫奈の一いつ喝かつが黙だまらせる。

「問題は増えすぎたリア充をどうやって間引いていくかでしょ？　敵戦力を削けずらないと『性せい遺い物ぶつ』だって盗ぬすめないし」

「う～ん。確かにそうなんだよね。しかし、全ての愛あい気き道どう使いと戦う余よ裕ゆうはないからね」

　姫奈の意見に頷うなずく聡一。そんな中、遥真は聞こえた単語の意味を右みぎ隣どなりに座る雪に尋たずねる。

「ねぇ雪ちゃん。『性遺物』って何？」

「えっと……確か、強力な愛マナが込められた武器のことだと思うよ～。『性せい杯はい』『性せい書しよ』『性せい骸がい布ふ』『性せい十じゆう字じ架か』『エロスの矢』『愛アイギスの盾たて』『フェロモンの指輪』『リア銃じゆう』『性せい剣けんセクスカリバー』の九つあって、それぞれの告こく立りつ校こうに一つずつ、厳重に保管されてるよ」

　告立校の生徒たちは、愛の象しよう徴ちようである性遺物を敬い、崇あがめ奉たてまつっているという。また、性遺物を使いこなすことができれば、非常に強力な愛気道を発動できるとも言われている。

「この性遺物を全て奪うばうことさえできれば、この世の恋愛を支配するほどの強力な力が得られるらしいよ？　皆はその力を使ってリア充を倒そうとしてるらしいね」

「えっ？　それじゃあ、性遺物さえ集めればリア充はみんな別れるってこと？」

「その通りさ！　性遺物の力を使ってこの世の恋愛を操れるなら、リア充が抱く全ての恋こいを破局に追い込むことだってできる！」

　聡一が雪の説明を引き継つぎ、遥真に組織の目的を説く。

「我々はリア充を討うち滅ほろぼすべく、性遺物を全て集めねばならない。そして最初の狙ねらい目は『性杯』。法ほう性せい学院の性遺物だ」

「法性って、前に戦った人たちの……？」

　遥真は、姫奈を殴なぐっていた巨きよ漢かんのことを思い出す。彼は確か、法性学院の性徒会役員だと名乗りを上げていたはずだ。

「その通り。法性学院はこのアジトから一番近い告立校でね。いずれは性杯を奪うために攻せめ込むことになるだろう」

「それなら、すぐにでも乗り込みましょうよ！　性杯があれば、打だ倒とうリア充に大きく近づくんですよね？」

「確かにそうしたいところだけどね。今の僕らの戦力では、敵地に乗り込むのは無理さ」

　リア充の巣たる告立校に独どく身しん貴き族ぞくが乗り込めば、相当な反はん撃げきを受けることになる。それに対たい抗こうする力は、今の喪中の獅子にはない。

「我々が性杯を盗むためには、まずはそれを守っている、法性の性徒会を倒さねばならない。当然、告こく際さい恋れん合ごうのメンバーである性せい徒と会かい長ちようとも戦うことになるだろう。彼らを相手に万全の状態で戦うためには、性徒会にくっついている他の弱い愛気道使いを相手にしている余裕はない。皆、どうすれば術を使わず法性のリア充を別れさせられる？」

　聡一が問題を素早くまとめて、みんなに質問を投げかける。すると今度は姫奈を皮切りに真面目な議論が始まった。

「簡単よ。カップルがデートしてるときに適当な茶々を入れるだけじゃない」

「それじゃアバウトすぎるでござるよ。それに、それでカップルが別れるでござるか？」

「では、不良のフリをして彼氏をボコるのはどうでヤンスか？　女が彼氏に幻げん滅めつすれば、破局は待ったなしでヤンス」

「待て。下手すると相手の男が武術の達人かもしれない。そんな時はどうするんだ？」

　やいのやいのとそれぞれ意見を出し合うメンバー。その他にも「片方をオタクに染めてやろう」「彼氏を勃ぼつ起き不全にさせよう」「男を掘ほって目覚めさせよう」など、様々な意見が飛び交った。

　それらの考えを聞きながら、遥真も懸けん命めいに考える。効率的にリア充を別れさせる方法を。

「う～ん。リア充が集まる場所を一気に狙えたら楽なんだけどな～」

　不意に、雪の呟つぶやきが遥真の耳に飛び込んできた。

「え？　雪ちゃん、今なんて……？」

「ん～？　リア充たちが集まる場所を攻こう撃げきできたら簡単だなって。でも無理だよね。そんな場所には入れないし」

　基本的に、リア充が集まるような場所は独身貴族禁制だ。多くのデートスポットではカップル以外は立ち寄れないよう、入場が管理されている。それは遥真も知っていた。

　だがここで、遥真の頭はある作戦を閃ひらめいた。リア充たちを一いつ斉せいに倒たおし、かつ自身が抱く野望をも叶かなえることのできる作戦を。

　遥真は静かに手を挙げて、聡一たちに自じ慢まんげに言う。

「皆みなさん。この作戦、僕にお任せください」




　　　　※




　翌日の朝、遥真はとある施し設せつの前で姫奈のことを待っていた。

　それは、十五地区内最大のテーマパーク、その名もシュガーランドである。

　ここは大量のカップルたちが毎日のように訪れる、まさにリア充の温おん床しようと呼ぶべき、デートスポットの代表格だ。そんな場所に遥真がいるのは、もちろん作戦のためである。

「あっ、姫奈！　お～い！　こっちだよ～！」

　姫奈を見つけ、名前を呼びつつ手を振ふる遥真。その顔は溶けそうな程にやけている。しかし彼とは対照的に、後からとぼとぼやってきた姫奈は、げっそりとした顔をしていた。

「……ここに隕いん石せきが落ちればいいのに…………」

　姫奈はリア充の温床たるデートスポットを憎にくむと同時に、今日行われる作戦に対して強い不満を抱いていた。

　その作戦とは、シュガーランドの襲しゆう撃げき作戦なのである。まず喪中の獅子のメンバーが、このシュガーランドの場内へ潜せん入にゆう。そして、最もリア充が集まる夕方に開かれるパレードの際に、全員で奇き襲しゆうを仕し掛かけるのだ。一番盛り上がるパレード中に浮うかれきっているところを襲おそえば、どんなに強いリア充でも別れさせるのは簡単だ。予想外の攻撃で相手は確実に混乱し、それに乗じて素早く攻撃と撤てつ退たいをすればこちらが負ける確率も低い。

　その上、このシュガーランドは法性学院のリア充たちが多く利用するデートスポットだ。ここで法性のリア充を大量に別れさせておくことができれば、性杯を奪う際の襲撃を有利に進めることができる。

　──と、ここまでは通常のデートテロ。姫奈の嫌いやがる要素はない。

　ただ、この作戦にはもう一つ遥真の思おも惑わくが隠かくされていた。

「楽しみだね、姫奈！　僕、こんなの初めてだよ！　女子と二人で遊園地！」

「浮かれてんじゃないわよバカ遥真！　ああもう、最悪！　なんで男とこんな所に……」

　そう。それは、姫奈とのデート体験だ。

　シュガーランドはカップル専用のテーマパーク。つまり場内に潜入するには、恋こい人びとを装う必要がある。作戦が始まる時間まで、二人は場内を偵てい察さつしながらデートをしなければいけないのだ。リア充じゆうを嫌きらう彼女はこの作戦に不満しか抱いていないのだろう。

　しかし遥真はあえてこれを仕組んだ。姫奈とデートをするために。

「ダメ！　やっぱり耐たえられない！　男と二人で遊園地なんて、最も忌いむべき行こう為いだわ！」

「でも、これはリア充たちを倒すために必要不可欠の作戦なんだよ？　姫奈もリア充を倒したいでしょ？　カップルを根絶やしにしたいんじゃないの？」

「くっ……！　それは、そうだけど……」

「それなら行かなきゃ！　今こうしている間にも、中ではリア充がイチャついてるよ！」

「うう……。で、でも……これじゃあ私たちもデートしてるみたいじゃない……」

「こんなのデートなんかじゃないよ！　喪中の獅子の同志による、誇ほこり高き作戦じゃないか！　それとも姫奈は、この崇すう高こうな作戦をデートと認識しちゃうのかな？　だとすれば僕より姫奈のがよっぽどリア充に毒されてるよね？」

「なっ……。そんなわけないでしょう！　いいわよ！　行けばいいんでしょう！」

　遥真の怒ど濤とうの建前ラッシュと安い挑ちよう発はつに乗せられて、姫奈は作戦参加を決めた。

（よし！　この機会に、恋愛完全否定主義の姫奈にデートの楽しさを教えてやるぞ！）

　そして、上手うまくいけばこの流れで姫奈との恋が始まるかも、などと遥真は企たくらんでいた。

「っていうか、アンタは何を考えてんの……？」

　そんな思惑など知らず、姫奈は半眼で遥真を見る。正確には、彼のありえない格好を。

　遥真がその身に着けていたのは、西洋風の鎧よろいであった。銅鎧で全身を包み、兜かぶとで顔を守っている。アニメや漫まん画がによく出てくる騎き士しのような格好だ。

　さっきから遥真が動くたび、ガシャガシャと音が鳴っていた。

「え？　何か変？　最もフォーマルなデート衣い裳しようを選せん択たくしたつもりなんだけど」

「それはどこの異世界の話だ！　アンタは今まで見たことあんの!?　甲かつ冑ちゆうで体を固めた男女が遊園地とかでイチャついてるとこ！」

「でもさ。鎧、格好いいよ。ファッションセンス的に言ってすごくモテると思うんだ」

「常識的にアウトなの！　ってか、あんま近寄んないで。知り合いと思われたくないし」

「あ、待ってよ姫奈！　なんで逃げるの!?」

　ガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャ!!

「うるさいいいいっ！　追ってこないでよ！　動くたびにウザいんだけど！」

「姫奈こそ露ろ骨こつに距きよ離り取らないでよ！　もっと恋人っぽくしようよ！」

「ああもう！　分かった！　いいから動くな！　みんなこっち見てるから！」

　周囲のリア充の視線を感じ、姫奈が慌あわてて遥真に近づく。

　遥真は鎧の隙すき間まからコシュー、コシューと荒あらい息を吐はいた。

「はぁ……はぁ……。でも、熱いねコレ。なんでこんなのデートに着るの？」

「そのセリフ、五千倍にしてアンタに返す。そもそも、なんでこれ着て来たの？」

「だって、前に読んだ本に『デート中は姫に仕える騎士ナイトのように彼女のことをエスコートしろ』って太字で書いてあったから」

「比ひ喩ゆ表現も分からないとか義務教育からやり直せ！　とにかく、早く脱ぬぎなさい。これじゃ目立ってしょうがないわ……」

「え～……？　せっかく着てきたのに……」

　叱しかられ、渋しぶ々しぶ兜を脱ぐ。その中から現れたのは、リーゼントヘアーをした遥真。

「アンタはバカのマトリョーシカかあああああああああっ！」

　思わずシャウトし、自身の鞄かばんを地面に叩たたきつける姫奈。

「う～ん……姫奈。そのフレーズはちょっと寒いかな」

「存在が寒いアンタにだけはそういうこと言われたくない！　それより何よその髪かみ型がた！」

「これは『地中海風リーゼントヘアー』。僕の一番の勝負ヘアーだよ！」

「大だい惨ざん敗ぱいよその勝負！　そもそも兜被かぶってたら髪型なんか見えないでしょーが──っ！」

　叫さけびまくり、ぜぇぜぇと肩かたで息いきをする姫奈。

「アンタさぁ……。その様子だと、今まで一回も女子と付き合ったことないでしょ？」

「…………………………ウウン、ソンナコト、ナイヨ？」

「刹せつ那なでバレる噓うそつくんじゃないわよ、恋れん愛あい適性０点男ノーポイント。あと髪かみ、今すぐ直しなさい」

「ええ!?　嫌だよ！　このリーゼント、相当手間ひまかけたんだから！」

「つべこべ言わない！　それだとすごく目立つのよ！」

　姫奈が遥真の頭に飛び掛かかり、リーゼントをくしゃくしゃにいじる。

「ギャー！　止やめて！　触さわっちゃダメだよ！　セットに二時間もかけたのに！」

「その二時間は世界一無む駄だな時間よこのバカ！　ホント非リアの神様ね、アンタ！」

　怒いかりながら乱暴な手つきで髪の形を崩くずす姫奈。やがて遥真の抵てい抗こうも空しく、髪型は元に戻もどされた。また、彼の着ていた騎き士し甲かつ冑ちゆうも姫奈に脱がされロッカー行きだ。

「うう……。気合いを入れてセットしたのに……。作戦とはいえ初デートなのに……」

「やっぱデートと思ってんじゃない！　っていうかねぇ、服を気にしたり髪型いじったり、そんなのはバカのすることよ。そういうリア充っぽい行動は私の前では控ひかえてくれる？」

「分かったよぉ……。もうしないから、そろそろ行こう……」

　ここで話していても埒らちが明かない。二人はとりあえず場内の偵察へ向かうことにする。

　シュガーランドの入り口には、駅の改札のようなゲートがいくつも設置されていて、その横に立った係員たちが入場者ゲストのチケットを確認している。遥真たちも事前に買ったチケットを出し、そのゲートをくぐろうとする。が、そこで女性に呼び止められた。

「あ、ちょっと待ってください！」

『え？』

　肩を摑つかまれ、入場を禁止される遥真。彼の心臓に矢で射い貫ぬかれたような痛みが走る。

（な、何!?　まさかもう潜入がバレたの？）

　不測の事態に、姫奈も足を止めて気を張りつめる。

　すると女性は、彼らに笑顔を向けて言った。

「ご来場前に、お二人の写真を撮とらせてください！」

『はああっ!?』

　謎なぞの要求に、二人は頓とん狂きような声を上げる。

「しゃ、写真？　別にそんなの必要ないわよ！」

「そう言われましても、これは園内の規則ですので～」

　受付の女性は、来場者が本物の恋人かどうか確かめるために、園内への入場の際には必ずカップルでのラブラブ写真を撮る義務があると説明した。

「難しいことはありません。手を繫つないでいるところでも撮さつ影えいさせていただければ～」

「えええええっ!?　ちょ、そんなん無理よ！　そんなの完全にリア充じゃない！」

　女性の言葉に大おお袈げ裟さなほどの拒きよ絶ぜつ反応を示す姫奈。その態度に、女性が二人を訝いぶかしがる。

「どういうことです？　お二人とも、お付き合いされているんですよね？」

「あ、いや、えっと……。それは、その……」

　問い詰つめられ、姫奈はしどろもどろになってしまう。

　そんなピンチを救ったのは、機転を利かせた遥真だった。

「あはは、すみません。この子、照れちゃってるんです。まだ付き合ったばかりなんで」

　遥真が女性に笑いかけながら、姫奈の柔やわらかい手を握にぎる。

「ひょわっ!?」

　その瞬しゆん間かん、妙みような声色で叫ぶ姫奈。純じゆん粋すいな驚おどろきに満ちてはいるが、どこか甘さの混じる声。

（ごめん、姫奈。我が慢まんして）
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　遥真は小声で姫奈に謝り、その手を優しく握り続ける。まるで、花びらを撫なでるように。

　姫奈は返事をすることなく、ただ弱々しく「あうあう」と呻うめく。しかもその声は震ふるえていて、体も普ふ段だんの様子とは違ちがう。内うち股またになり、トイレを我慢するときのように太ももをこすり合わせているし、手はピンと下に伸のばしながら全身をもじもじと揺ゆらしている。

「ああ、なんだ。そういうことですか～。初々しくていいですね～」

　遥真の咄とつ嗟さの言い訳に、女性は納得したようだ。彼女は二人にカメラを向ける。

「じゃあいきますよぉー。笑顔で写ってくださいね～。いちたすいちはー？　にー！」

　パシャ！　まばゆいフラッシュがたかれ、二人の姿を照らし出す。直後、カメラが音を立てて一枚の紙を吐き出した。今の写真と一いつ緒しよになったテーマパークのパスポート。

「それでは二人とも、よい旅を～」

　やっと入場を許されてゲートを通り抜ける二人。受付から少し離はなれたところで、姫奈が遥真につっかかった。

「こ、こ、こ……この変態っっっ！　勝手に触らないでよバカッ！」

「イタタタタ！　いや、今のはしょうがないじゃないか！　潜入するためなんだから！」

　グーで遥真の背を叩く姫奈。その挙動は、なんだかいつもより激しく思えた。

　また、遥真は彼女に殴なぐられながらも、その内心では狂きよう喜きしていた。

（いよっしゃああああああ！　初めて女子と手ぇ繫いだよ─────────っ！）

　シュガーランドに来て早速、姫奈とリア充っぽいことができた。この調子なら思惑通り、彼女と恋人になれるかもしれない。幸先のよいスタートに、遥真の心はダンシング。

「うぅ……。とりあえず、第一関門は無事突とつ破ぱよ……。さっさと偵察を始めましょう」

「う、うん！　そうだね！　そうしよう！」

　遥真は思いを悟さとられぬように、園内へと意識を向ける。いよいよこの先はカップルたちの無法地帯。敵地に踏ふみ込むということで、一応色いろ濃こく警けい戒かいする。

　ところが、注意していたにもかかわらず、彼は早速その場で倒たおれた。

「ガハッ！　そ、そんなバカなああっ！」

「ちょっと!?　遥真、どうしたの!?」

　膝ひざをつき、四よつん這ばいになる遥真。その額には脂あぶら汗あせが滲にじみ、呼吸も荒くなっている。

　姫奈は彼に駆かけ寄よって、その体を支えようとした。一方遥真は今見たものを指差して、姫奈に注意を呼びかける。

「あ……アレ…………」

「え？　アレ……？　はうっ！」

　遥真の指が示すものを見て、姫奈も立ちくらみを起こす。

　そこにいたのは、大量のリア充じゆうカップルたち。しかしただのカップルではない。男女二人がそれぞれ同じ服を着た、同じ格好のカップルたちだ。そんなリア充が何組も、シュガーランドに入ってすぐのお店が立ち並ぶ大通りを、笑顔で闊かつ歩ぽしているのだ。

「ま、まさかアレは……『ペアルック』なの!?」

「そんなバカな……。こいつら、なんて羨うらやましいことを！」

　女の子と同じ服を着て、二人で街中を散歩する。リア充を目指す遥真にとってペアルックはまさに憧あこがれだ。また、リア充を憎にくむ姫奈にとってはゴキブリのように忌いむべき対象なのである。

　しかし、まだまだそれだけではない。二人の視界に別のカップルが飛び込んでくる。

「ねぇねぇ、修しゆう人と。これ聞いてみて。最近お気に入りの曲なの～」

「どれどれ～。麻ま衣いの趣しゆ味みは変わってるからな～」

　男にイヤホンを差し出す彼女と、それを耳につける彼氏。イヤホンの反対側は彼女の耳に接続され、二人で音楽を聞く体勢だ。

「『イヤホン共有』!?　ふざけんな！　あんなの一度もやったことないぞ！」

「さすがはプロのリア充ね……。ラブアピールも気合いが違うわ……」

　さらに周りを見てみると、カップルたちは一組残らずお互たがいに手を繫いでいた。いや、ただ繫いでいるのではない。互いの指と指を絡からめ、絆きずなの強さを誇こ示じするかのようにギュッと固く手を繫ぐ、『恋こい人びと繫ぎ』をしているのだ。

「がはあああああっ！　ぐふっ！　げほっ！」

「遥真！　しっかりしなさい、遥真！」

　また倒れそうになる遥真の体を、姫奈が寸前で抱だき抱かかえて止める。

　だがこの光景、リア充への憧れが突つき抜けている遥真には、少し刺し激げきが強かった。

「ペアルックにイヤホン共有、それに恋人繫ぎだと!?　あんなの、許せるわけがない！」

　あふれ出るのは、抑おさえきれないほどの嫉しつ妬と。その心はやがて憎しみとなり、黒い感情が轟ごう々ごうと彼の中で渦うずを巻く。

「うおお憎い！　アイツらが憎い！　いつもイチャイチャしやがってえええっ！」

「そうよ！　やっぱりリア充は悪だわ！」

　その叫びに姫奈が便乗する。そして、二人でリア充たちへの恨うらみを叫んだ。

「大体何よ、あのカップルたち！　ヘラヘラして気持ち悪いんだけど！」

「手なんか繫ぐなよ暑苦しい！　汗あせで蒸れて指ボロボロになれ！」

「並んで街中歩くんじゃないわよ！　絶対自転車でひき殺してやる！」

「お前たちは生きてるだけで人を不快にしてるんだよ！　そこに土下座して謝れええ！」

　調子に乗ったリア充たちへの怒りをそのまま叫ぶ二人。恋愛への思いは違えども、リア充に対する憎しみは同じだ。息が切れるまで不満をぶつけ、そこでようやく我に返る。

「…………とりあえず、僕らも任務に移ろうか……」

「そうね……。叫んでいても始まらないわ。まずは現在地の確認よ」

　二人は用意しておいたシュガーランド内の地図を見る。この園内は俯ふ瞰かんして見ると大きなハート形をしており、二人がいるのはハートの下か端たん、すなわち尖とがっている部分である。そしてパレードが始まるのはハートのちょうど中央にある『シュガーランド・キャッスル』だ。豪ごう華かな西洋風のお城から、可愛いマスコットキャラが現れて園内全体を巡めぐるのだ。

　今回の作戦の手順としては、人の集まるお城付近に独身たちが紛まぎれ込み、パレードが始まった瞬間に独どく身しん術じゆつでリア充を攻こう撃げき。集まったカップルを一気に駆く逐ちくし、リア充が混乱している間にさっさと園内から逃にげる。と、こんな手て筈はずになっている。

　ところが、パレードは午後五時スタート。そして今はまだ十二時を回ったばかりである。時間はまだまだ余っている。今いま頃ごろは他の仲間達もカップルを装い偽にせデートをしていることだろう。独身術を持っていない雪と、ヒキニートの歩夢は参加していないが、他のメンバーは男同士でリア充カップルを装っている。片方が完かん璧ぺきな女装──もといコスプレをして。

「ええっと、姫奈。時間に余よ裕ゆうもあることだし、せっかくだから遊ばない？」

　さりげない言い方で、遥真は姫奈をデートに誘さそう。このシュガーランドには様々なアトラクションがある。ジェットコースターやゴーストハウスなど定番もしっかり押さえつつ、動く座席などの特とく殊しゆ効果で、画面で起こっていることを疑似体験できるシアターなど、魅み力りよく的なものが数多い。いくらリア充を嫌きらう姫奈でも、その実態は女子高生。アトラクションには必ず興味を示すはず。

　しかし姫奈はその予想を裏切り──

「は？　アンタ、何言ってんの？　遊ぶ暇ひまなんてあるわけないわ」

「え？」

「もう作戦は始まってるのよ！　さっさとリア充を別れさせないと！」

　その意気込みに、遥真はたじろぐ。え？　アトラクション乗りたくないの？　と。

「でも、戦いはパレードが始まってからだよ？　それまでは遊んでもいいんじゃない？」

「独身術が使えなくても、リア充を別れさせることはできるわ。ほら、例えばあの二人」

　姫奈は近くを歩いている一組のカップルを指差した。

「ああ、香音かのんたん、香音タン！　すごくカワイイよ香音タン！　ハァハァハァハァ！　クンカ、クンカ！　スーハー、スーハー！　クンカクンカ！　スーハースーハー！」

「もーう、そんなに嗅かがないでよ、秋あき人とー」

「香音タンは、頭皮の香かおりが素晴らしいよね。頭皮からリンゴの香りがするよね。香音タンより頭皮の香りが素晴らしい人は、世界中探してもいないよね」

「そんなことないよー。たくさんいるよー」

「香音タンは頭皮だけじゃなくて、腋わきの香りも最高だよ。まるで松茸を焼いたような、素晴らしくかぐわしい芳ほう香こう。ああ、嗅ぎたいな。嗅ぎたいな。香音タンの匂におい嗅ぎたいな」

「分かったわよ。しょうがないなぁ……（スッ）」

「ふおおおおお！　しゅごいのぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！　イッちゃううぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

「キモおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　想像の斜ななめ上をいくカップルたちのイチャつきを見て、遥真の肌はだが激しく粟あわ立だつ。一体どうしてあんな奴やつらが告立校に通えるのか、遥真には本気で分からない。

「今からあのキモいカップルを別れさせてみせようじゃないの」

　姫奈は肩かたをぐるぐると回し、意い気き揚よう々ようとカップルたちの間に押し入る。

「待ちなさい、この泥どろ棒ぼう猫ねこ！」

「は？　誰だれよあなた？　何か用？」

「おい、俺たちのデートを邪じや魔まするな！」

　案の定、姫奈に食って掛かかる二人。しかしそれ以上言わせる前に、姫奈が女を指差した。

「騙だまされないで！　その女はオタサーの姫よ！」

「何ィッ!?」

　衝しよう撃げき的な姫奈のセリフに、匂いフェチの男がのけ反る。

「多くのサークルメンバーがこの女の毒どく牙がにかかったせいで、悲ひ惨さんな最期を迎むかえたのよ！」

「は？　私がサークルクラッシャーとでも？　一体なんの根こん拠きよがあって……」

「証しよう拠こならあるわ！　何せ私もアンタに彼氏を奪うばわれたから！」

「はぁ!?」

「あれは忘れもしない中三の春。私と同じ部に入部してきたアンタは、前からその部で付き合っていた私の彼氏を奪ったのよ。それも、体を使ってね！」

　女を指差してそう言うと、姫奈はその場に座り込む。そしてわざとらしくしなを作りながら『ヨヨヨ……』とハンカチを嚙かみしめる。

「ああ～、愛しの権ごん蔵ぞう君～。なんでこんな尻しり軽がる女にたぶらかされてしまったの～」

　棒読みにも程がある演技で『寝ね取とられた女』の役を貫つらぬく。

　しかし、こんな茶番でも男は信じてしまっていた。

「香音タン……。それ、本当なの？」

「なわけないじゃん！　まずこんな奴やつ知らねーし！　それに私、寝取りなんて──」

「ああ～。涙なみだが止まらない～（目薬をさしながら）」

「おい待て！　今の噓うそ泣きじゃん！　お前いい加減にしないとしばくぞ！」

「この世に神も仏もないわ～。あるのは深い絶望よ～」

　つっかかってくる女をかわして、姫奈は男の側に寄る。

「ま、そういうわけで。この子と交際続けるなら、ちゃんと考えた方がいいわよ～」

　口からでまかせを吐はきまくり、すぐにその場から立ち去る姫奈。途と中ちゆうで遥真も引き連れて、少し離れた場所にあるお土産みやげ屋さんに逃げ込んだ。

「よし！　上手うまくいったわ！　見てみなさい！」

　二人は店から顔を出し、腋臭わきがカップルの様子を窺うかがう。

「あ、秋人！　違ちがうのよ！　私は本当に姫なんかじゃ──」

「だ、だ、黙だまれええええ！　オタサーの姫め！　僕は騙されないぞ！　この僕がオタサーの姫なんぞにイチャイチャデレデレするものか！」

「な、何よその言い方！　さっきまであんなに匂い嗅いできたのに！」

「うわああ！　鼻が！　鼻が腐くさるううう！　よく見ればこいつブサイクだし！」

「アァア!?　アンタ今なんつった!?　その鼻の穴、広げて一つにしてやろうかあああ！」

　大おお喧げん嘩かに発展し、取っ組み合いを始める二人。今ここに一つのカップルが無事に破局を迎えたのだった。

「やった！　成功！　作戦通り！　ざまあみろってのよ、リア充め！」

「………………」

　あっという間にリア充たちを別れさせた姫奈の手しゆ腕わんを見て、遥真は啞あ然ぜんとするばかりだ。

「さあ、まだまだ満足してられないわ。リア充たちを殲せん滅めつするわよ！」




　　　　※




「アッハッハッハ！　楽勝、快勝、大勝利！　リア充なんて目じゃないわ！」

　二人は設置されたベンチに腰こし掛かけ、束の間の休息をとっていた。

　結局姫奈は最後までアトラクションには目もくれず、カップル討とう伐ばつに専念していた。満足そうで何よりだが、遥真は彼女の残念っぷりに疲つかれ切ってしまっていた。

「どうして楽しそうなアトラクションよりリア充の破局を優先するのさ……」

「フフフフフッ……。この世の全てのリア充は私が別れさせてみせるわ！」

　せっかくデートの楽しさを知ってもらおうと思ったのに、これではまるで意味がない。

「はぁ……。それにしてもリア充じゆうたちって、なんであんなすぐに別れるんだろう？」

「フン。リア充の言う愛なんて、所しよ詮せんその程度のものなのよ。所かまわずイチャイチャしたり、むやみやたらとキスをしたり。リア充たちが見せつけるのは愛じゃなくて欲よく望ぼうの発散よ。相手のことを好きなんじゃなく、自分が満足するために相手を利用してるだけ。だから少しでも不信感を抱けば、すぐに相手を捨てるのよ」

　つまらなそうに説明する姫奈。リア充への恨みは深いようで、話すのもどこか嫌いやそうだ。

「……っと、そろそろ時間になるわね。早いとこ持ち場へ向かうわよ」

　時計を見ると、四時半を少し回ったところだ。パレードまではまだ少しあるが、二人はお城に向かう前に一カ所行くべきところがある。それは、園内にある観覧車。

　遥真と姫奈は観覧車から園内全体を観察し、開戦の合図を出さねばならない。俯瞰視点で状じよう況きようを見極め、地上で待機するメンバーに攻撃の時を知らせるのだ。

「観覧車か……。気が重いなぁ……」

「何、アンタ。まさか観覧車嫌ぎらいなの？」

　ため息まじりに言う遥真に、姫奈がからかうような視線を向ける。

「だって、高所恐きよう怖ふ症しようなんだよ。だからほとんど乗ったことなくて……」

「うわー、情けない。そんなんで女子にモテると思ってんの？　リア充になりたがってる癖くせに、ちっとも覚かく悟ごが足りないじゃない」

「うう……。それは、そうかもだけど……」

　確かにもしも彼女ができたら観覧車くらい一いつ緒しよに乗りたがるだろう。そういう時に怖こわがっていては、幻げん滅めつされてしまうかもしれない。

「ほら、怖おじ気けづいてないで行くわよ。それともまさか、ちびっちゃった？」

「そ、そんなには怖がってないよ！」

「はいはい、せいぜい強がってなさい。ま、観覧車の中で震ふるえないことね」




　　　　※




　そして、それから二十分。

「ガタガタガタガタ、ブルブルブルブル……」

「……………………」

　観覧車のゴンドラの中で盛大に震える姫奈がいた。

「ひゃああ!?　揺ゆれたぁ！　ゴンドラ揺れた！　やだやだやだやだ！　怖い怖い！」

　風でゴンドラが動くたびに、かなり大おお袈げ裟さに騒さわぐ姫奈。

「姫奈……観覧車平気じゃないの……？」

「だって！　こんなに高いとか思わなかったし！　何コレ落ちたら絶対死ぬわよ！」

　姫奈は現実から目を背けるように、頭をかかえて下を向く。そのあまりの怖がりように、最初怯おびえていた遥真は逆に平然と座っていた。

「は、遥真……。どうしよう……？　私、もう降りたいんだけど……」

「いや、そんなこと言われても……。まだ頂上にもついていないよ？」

「えっ！　噓!?　だって、さっきからあんなに高く──」

　会話の流れから、外に意識を向けてしまう姫奈。そして彼女の視界には、人がアリに見えてしまうほどの高所からの風景が映る。

「キャアアアアアアアアアアア!?」

　甲かん高だかい叫さけび声を上げ、姫奈は席から飛び出して対面の遥真に抱だきついた。

「ひ、姫奈!?　ちょ、何やってるの!?」

「む、無理……！　もう無理無理無理───っ！」

　涙なみだ声ごえになり、体を小刻みに震わせる姫奈。よっぽど景色が怖かったのか、遥真の肩に顔をうずめて、意地でも外を見ないようにしている。

　だが、心に余よ裕ゆうのない姫奈と違って、遥真は完全に意識していた。異性と密着している事実を。小さく柔やわらかい姫奈の体を。
















（フォオオオオウッ！　姫奈の、姫奈の体、体、からだからだからだからだ─────）

　腰こしに回された両りよう腕うでは今にも折れてしまいそうに細く、肩に当たる頰ほおはプニプニだ。そして、最も注目すべきはなんといっても胸である。強く抱だきしめられているせいで、姫奈のわずかな胸の膨ふくらみが遥真の腹に押し付けられる。サイズ的には聖せい愛らや歩夢にボロ負けレベルのちっぱいであるが、本質的に胸は胸。巨きよ乳にゆう好きの遥真であっても、この感かん触しよくは無視できない。というか、死ぬほど嬉うれしかった。むしろ今すぐ死んでもよかった。

「う[image: ～][image: ～]っ……。う[image: ～][image: ～][image: ～]っ…………」

　とはいえ、胸の柔らかさを堪たん能のうしている場合ではない。姫奈が恐きよう怖ふと混乱のあまり、苦しそうなうめき声を上げる。ゴンドラはまだ上じよう昇しよう中で、このままだと錯さく乱らんしかねない。

「えっと……。姫奈、大だい丈じよう夫ぶ？　こんなのいつもの姫奈らしくないよ？」

　彼女を落ち着かせるために、とりあえず声をかける遥真。

「はーっ……はーっ……はーっ……はーっ……！」

　しかし、息を荒あらげるばかりでまるで落ち着く様子のない姫奈。どのように声をかけようとも、彼女の耳には全く届かないようだ。

　言葉で効果がないならと、遥真は半ば苦し紛まぎれに姫奈の頭を触さわり、撫なでた。

「怖がらなくても大丈夫だから。確かにちょっと高いけど、ここから落ちるわけじゃないし」

　慣れない手つきで、青みがかった黒くろ髪かみを撫でる。サラサラで枝毛一つない髪かみを、遥真の指が滑すべっていく。

「う、ううぅ……」

　するとそれが効いたのか、姫奈の呼吸が少しずつ落ち着き、やっと言葉を取り戻もどす。

「は、遥真……。ホント？　絶対落ちない？」

「当たり前だよ。デート命のリア充が作った観覧車だよ？　そう簡単には落ちないって」

「…………確かに、そうね……。分かったわ……」

　姫奈は本当に泣いていたのか、目元をゴシゴシと乱暴に擦こする。そして、遥真に抱きついている自らの立ち位置に気がついた。

「キャアアアアアアアッ！　リア充禁止──────────っ！」

「もげぇ!?」

　遥真の顎あごに掌しよう底ていを喰くらわせ、すぐに後方へ飛びのく姫奈。

「こ、こ、こ、こ、この鬼き畜ちくお触り大明神！　お、男とこんな、リア充っぽいこと……っ！　私、もうここで死ぬしかない！　いや、やっぱり遥真を殺す！」

「いや、待って！　明らかに濡ぬれ衣ぎぬだよね!?（確かにメッチャ嬉しかったけど！）」

「触ったんなら同じことよ！　なんでちゃんと避よけないの!?」

「逆になんでそんな横暴になれるの!?（確かにメッチャ嬉しかったけど!!）」

　弱々しい姿から一転、途と端たんにいつもの暴力的な姫奈へと戻る。そのギャップに、遥真は無意識にため息をこぼした。

「あ～もう……。普ふ段だんからああやって怖がってたら、まだ可愛いげがあるのになぁ……」

「あ、ゴメン。手が滑ったわ」

　席から立ち上がり、蹴けりを放つ姫奈。つま先で遥真のすねを打つ。

「……もう手でもないし滑ってもないよね……？」

　すねを押さえる遥真の目には大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんでいた。

「フン……。私はリア充と戦う戦士よ？　観覧車ごとき、怖がってないし……」

「で、でも……。さっきの様子じゃ外を見るのは無理だよね？」

　遥真たちが今ここにいるのは、リア充たちの様子を窺い、開戦の時を告げるためだ。それには当然、窓から下界を覗のぞかねばならない。

「ま、いいか……。見張りは僕がやるからさ。姫奈は降りるまで休んでていいよ」

　彼女を気き遣づかい言う遥真。しかし、姫奈はそれをよしとしない。

「……別に。外くらい、見られるし」

「いやいや。無理はしない方がいいよ？　それに、さっきみたいに慌あわてられたら僕だってどうしていいか……」

「うるさいうるさい！　大だい丈じよう夫ぶったら大丈夫なの！」

「あ、ちょっとダメだよ姫奈！」

　遥真が制止するのも聞かず、意地になって窓に張り付く姫奈。そして彼女は見てしまう。遥はるか遠くにある地面を。米こめ粒つぶのような建物を。そしてイチャつくバカップルたちを──

「…………ねぇ、遥真。アイツら、イチャついてるわね」

「うん。そうだね。イチャついてるね……」

　静かに確認し合う二人。途端、ゴンドラ内の空気が変わった。

『くたばれこのリア充共がああああああああああああああああああっ！』

　観覧車全体が軋きしむ勢いでリア充への怒いかりを吐はき出す二人。

「イチャつきたいならせめて家でしろよ！　まあ、どこでやっても認めないけどさ！」

「ああもう、目が！　目が染みる！　アイツら見てると体調崩くずすわ！」

「大体なんだよ、あそこのカップル！　二人で写真とか撮とってんじゃないよ！」

「女の方から抱きつくとかホント意味不明！　なんなの!?　痴ち女じよなの!?」

「女の子の髪かみ撫なでんじゃないよ！　イライラするんだよ！　このカスめえええ！」

　二人とも、さっきまでの自分たちの行いについてはすっかり忘れているらしい。

「こうなったら、園内にいるカップル全員漏もれなく独身貴族にしてやる！　覚悟しろよ、リア充どもめ！」

　遥真は園の中心にそびえるシュガーキャッスルに注目する。周りに大量のリア充が集まり、それ以外のエリアはまばらだ。これなら奇き襲しゆうをしかけた後、問題なく外に逃にげられる。

　その時、お城のゲートが開いた。シュガーランドのキャラが現れ、巨きよ大だいなパレード車と共に賑にぎやかな行進を開始する。そしてリア充たちの意識が、一いつ斉せいにそこへ集中する。

「うおおお！　宴うたげの時間だあああああああああああっ！」

　遥真は、城の上空に向けて開戦合図の爆ばく発はつを起こした。




　　　　※




　空に上がった爆発を見て、一人の男がニヤリと笑う。

「やっぱり予想通りだったぜ」

　園内の一角。お城から少し離はなれた地点で、彼らはポツンと立っている。

「奴やつらの狙ねらいはリア充たちの戦力削さく減げん。そのために狙える最良の場所は、大型のデートスポットなわけだ。な？　俺の言う通り、ここでデートしててよかったろ？」

「………………」

　彼の問いに、横にいる彼女は返答しない。正面に顔を向け、ボーッと立っているだけだ。

　だが彼もそんなことには慣れているのか全く気にする様子はない。彼は右手を前に出し、一言だけこう呟つぶやいた。

「恋れん成せい、槍spear」

　すると、彼の手の中に巨大な愛マナの固まりが出現。愛マナは次第に形を変え、やがて巨大な刃はを付けた一筋の槍が完成した。

「恋こい路じを邪じや魔まする独身どもめ。愛の強さを教えてやるぜ！」

「………………」

　彼らこそ法性学院のツートップ。荒あら木き恭きよう介すけと、その恋こい人びとの鈴すず音ね美み咲さきだ。




　　　　※




『ＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！　超ちよう、兆、長、庁、帳！　エキサイティィィィィィン!!』

　パレードに浮かれるリア充じゆうの中で突とつ如じよ巻き起こる攻こう撃げきの嵐あらし。遥真の起こした爆発を見て、喪中の獅子のメンバーが独身術を発動したのだ。

「ヒャッハ───！　リア充狩がりだぜ────！」

「覚かく悟ごしな！　お前ら全員バツイチの傷物にしてやらぁ！」

「必殺ｗｗ　イケメンブレイカ───────ｗｗｗ」

　軍隊もかくやという動きで、独身がリア充たちへめがけて不意打ちの波動弾だんを打つ。楽しいパレード会場は今や、カップルたちの悲鳴が飛び交う紛ふん争そう地帯と化していた。

『緊急事態エマージエンシー！　緊急事態！　独身によるデートテロです！　カップルはすぐさま避ひ難なんしてください！　カップルはすぐさま避難してください！』

　注意を促うながすアナウンスが鳴るが、それもすでに意味はない。彼らは混乱しきっていて、独身を迎げい撃げきすることはおろか逃げることすらままならない。慌てふためくカップルたちが互たがいに互いの邪魔をし合って、身動きが取れなくなっているのだ。そんな固まったリア充たちは、独身にとって恰かつ好こうの的。すぐさま独身術が放たれ、リア充はさらに被ひ害がいを増やす。

　また、お城から少し離れた地点でも、両者の戦いが始まっていた。

　リア充男Ａ「なあ……お前の全て、奪うばってもいいか？」

　リア充女Ａ「で、できるもんならやってみなさいよ……」

　リア充女Ｂ「竜りゆう君大好き！　抱きしめて！　（ギュッ！）」

　リア充男Ｂ「俺も好きだ！　愛してる！　（チュッ！）」

　リア充女Ｃ「ホラホラホラッ！　女王様とお呼び！　私の靴くつをなめなさい！」

　リア充男Ｃ「女王様！　ありがたき幸せ！　ぺろぺろぺろぺろ！　ぺろぺろぺろぺろ！」

　それぞれのやり方でイチャつくカップル。そんな彼らに憎悪ヘイトの炎ほのおを燃やす者がいる。

「うおおお！　リア充爆ばく発はつしろおおおお！」

「まがい物の愛、駆く逐ちくしてあげるわ！」

　遥真たちは、パレード会場へ増ぞう援えんに向かうリア充たちと熱い戦せん闘とうを繰くり広げていた。次々と現れる愛気道持ちのカップル集団。そんな彼らに憎悪ヘイトをぶつけ、彼らの絆きずなを破は壊かいする。

「食らえぇ！　爆発四散しろおおおっ！」

　遥真が指を鳴らすと同時、連続的な爆発がリア充たちに襲おそい掛かかる。

　リア充Ａ『うぎゃあああああああああ！』

　リア充Ｂ『噓うそだろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?』

　リア充Ｃ『痛気持ちいいいいいいいいいいいいいい!!』

　辺りに爆ばく音おんを轟とどろかせて、空へ飛んでいくカップルたち。しかし彼らも負けてはいない。

「効くかああああっ！」「愛の力で跳はね返します！」

　一組のカップルが両手を繫つなぎ、愛マナの結界を周囲に発動。爆発攻こう撃げきを受け止めて、遥真たちへと押おし戻す。

「そんなっ！　僕の爆発を防いだ!?」

　両手をクロスさせ、足を踏ふん張り、爆ばく風ふうから身を守る遥真。竜たつ巻まきのような暴風が遥真の髪かみや服を揺ゆらし、体中の皮ひ膚ふを波立たせる。その場に踏みとどまるのでやっとだ。

「俺たちはそこらのカップルと違ちがうぜ！　何せ法性学院性徒会、会計の矢や部べに──」

「書記の美み鳥どりのペアだもの！」

　遥真がガードしている隙すきに、性徒会のカップルが名乗りを上げて肉にく薄はくする。

「くっ！」

　二人はそろって拳こぶしを握にぎり、全く同じタイミングで遥真と姫奈へ突つきを放った。

「させないわ！　立ち入り禁止キープアウト！」

　二人の目の前に青色の防ぼう御ぎよ壁へきが展開。姫奈の術が敵の攻撃を防ぎ、憎悪ヘイトの壁かべに触ふれたリア充は数メートルほど後方に吹ふき飛ぶ。

「チッ……。独身のクセにやるじゃないか」

「当然よ。カップル程度に私の術は破られないわ」

　攻撃が通らず悔くやしがる敵を、強気な言葉で威い嚇かくする姫奈。

　しかし──

「ふふっ。カップル程度、ねぇ」

「おいおい、コイツら。今俺らのことをバカにしたのか？」

　リア充たちは顔を見合わせ、二人で不敵な笑みを浮かべる。

「独身貴族の分際で、よくそんな生意気が言えるわね。友達もいない、彼女もいない、いつもクラスで孤こ立りつしている寂さびしいスクールカーストの底辺。そんな最弱な存在のくせに」

「お前らがみじめに過ごしてる間に、リア充は楽しく遊んでんだよ。イチャイチャした日々を送ってんだよ！　そう、丁度こんなふうになぁ！」

　二人は体を寄せ合って、遥真の前で口づけを交わした。激しく求め合うような、舌と舌とを絡からめるキスだ。それだけではなく男の方は、彼女の体を抱だき寄よせながらその全身をまさぐった。彼女の背中を、腰こしを、尻しりを。そしてもちろん胸までも。少女の方はディープキスをしながら「んっ、あんっ……」と吐と息いきを漏らし、されるがままを受け入れていた。

「なっ……！　バカな!?　あんなに堂々とイチャつきを！」

「気をつけて遥真！　あの濃のう厚こうな絡み合い、間ま違ちがいなく危険な技がくる！」

　姫奈が遥真に駆かけ寄って忠告。そして彼女の言葉通り、二人が纏まとう愛マナの力が膨ふくらむように増ぞう幅ふくした。二人はイチャつくことでお互いへの愛を高め合い、愛マナを増幅させたのだ。

「行くぞ、独身！　俺たちは負けない！」

「あなたたちなんて、私たちの歩むバージンロードの通過点でしかないのだから！」

　二人は繫いだ手の中から、巨大な愛マナの固まりを構築。先ほどの愛マナの弾だん丸がんより二回り以上大きなそれが、今まさに放たれようとする。

『消えろ負け組独身貴族───────ッ！』

「うおおおおおお！　チックショオオオ──！」

　痺しびれるほどの愛マナの波動。その力の強大さに、遥真は抵てい抗こうすることも忘れる。

　しかし、姫奈はそうではなかった。彼女は敵から逃げるどころか、なぜか自らリア充に接近。技が放たれるその直前に、リア充の男に何かを放った。

「さあ、これでも喰らいなさい！」

「何いっ!?」

　男の眼前に飛び込んできたのは、十八禁のエロ雑誌だった。

「これは……ＡＶ女優の神かみ谷やちわ!?　この胸ドストライクだぜえええ！」

　巨きよ乳にゆうな女性の裸はだかを見て、興奮し息を荒あらげる男。しかしそれとは正反対に、

「…………………………」

　隣となりにいる貧乳の彼女は、これ以上ないほど男に幻げん滅めつ。

　瞬しゆん間かん、二人を包んでいた愛マナの輝かがやきが急速に失せた。

「今よ、遥真！　独身術を！」

「う、うん！　リア充、爆発しろ─────────────────ッ！」

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　今度は確かな手ごたえがあった。爆発の威い力りよくでカップルが倒たおれ、電撃破局ハートブレイクを引き起こす。

「うがあ痛いてェェェ！　どーしてくれるんだよ、美鳥！　テメエのせいで腕うで折れただろ！」

「なんで私のせいになるのよ!?　アンタがエロ本見てるからでしょ！」

「あぁ!?　寝ねぼけたこと言ってんじゃねよ！　テメェの胸が小さいせいだろ！」

「なっ……！　サイテー！　散々セクハラしたくせに！　法的手段に訴うつたえるわよ！」

「テメエこそ俺に慰い謝しや料りよう払はらえや！　治ち療りよう費一千万払え！」

　醜みにくくケンカする元リア充。これで全員討とう伐ばつ完かん了りよう。ひとまず窮きゆう地ちを乗り切った。

「アハハハッ！　無様ねリア充！　カップルの別れさせ方なんて、私は熟知してるのよ！」

「すごい、すごいよ！　さすがは姫奈だ！」

　喧けん嘩かするリア充、得意げな姫奈、そしてエロ本を拾う遥真。

「おい、そこ。回収してんじゃねえぞ」

「違うんだ！　また後で武器にするだけさ！」

　そう言いつつ、巨乳美女のページに小さな折り目の目印をつけて、懐ふところにしまい込む遥真。

　そうこうしていると、二人のもとに聡一が急いで駆け寄ってきた。

「二人とも、無事でよかったよ！　そろそろここから脱だつ出しゆつしよう。敵の増援が迫せまってる」

「えぇ!?　いま倒したばっかりなのに……」

「当然よ。ここは敵のホーム。早くアジトまで逃にげないと、いつ襲われるか分からないわ」

「撤てつ退たい命令は出してある。我々もすぐに引き上げよう！」

　その場を仕切り、出口に向かって走り出す聡一。遥真と姫奈もそれを追う。

「そういえば、他のメンバーは無事ですか？」

「ああ。彼らも脱出を始めているよ。広場にいたリア充は大体別れさせたからね」

　ということは、作戦は成功したのだろう。遥真は胸むねを撫なで下ろす。

「でも、敵の数が多すぎるわね……。聡一、早く歩夢を呼ぶのよ！　あの子の独身術を使えば、簡単にここから逃げられるわ！」

「ダメだ。彼女は新作エロゲ『おっぱいコロシアム』に夢中で一歩も部屋から出てこない」

「ああもう、ホント使えないわね！」

　彼らは園内を最短距きよ離りで駆け抜ぬけて、あっという間にゲート付近の大通りへと差し掛かる。残りはこの道をまっすぐ進み、出入り口から外に出るだけだ。

　だが、その道の真ん中に一組のカップルが立っていた。

「よォよォ。やっと来てくれたか」

『！！！』

　カップルたちの存在に気がつき、三人は慌あわてて足を止めた。そして、距離をとったまま彼らの様子を遠目に眺ながめる。

　男の方は赤髪ショートで目つきの悪い、巨きよ大だいな槍やりを構えた人物。少女の方はかなり背が低くて無表情な、人形のような人物だ。

　奇き妙みような二人の組み合わせに、独身たちは身構える。

「お前らがテロの首しゆ謀ぼう者しやだな？　ッたくよ～。来るの遅ェんだよ～。せっかくデート中断してこうして待ってるんだから、もっと早く倒されに来いよ」

　男の方が不ふ遜そんな口調で遥真たちを煽あおり立てる。その表情は自信に満ち、さらに体からは遠目に見ていても分かるほどくっきりと愛マナが浮うかんでいた。これまでとは格が違う敵だ。

「君……。一体何者だ？」

「ヘヘッ。俺は荒木恭介。んでこっちが彼女の美咲だ。こう言えば、もう分かるよな？」

「恭介に、美咲……。まさか君たちっ！」

「その通り♪　アンタは早はや瀬せ聡一だろ？　二つに割れたハートの眼帯、俺らの間で有名さ」

　恭介はワクワクした様子で槍を片手で振ふり回す。彼もまた、敵の事情に詳くわしい様子だ。

　そんな中、話についていけない遥真はこっそり姫奈の耳元で尋たずねる。

「ね、ねぇ……。あの人たち、何なの……？」

「法性学院の性徒会長よ。アイツが性杯を管理してるわ」

「そんな……ッ!?」

　遥真は言葉を失った。こんな唐とう突とつにボスクラスの敵が出てくるなんて聞いてない。

「本当はもっと雑魚ざこのリア充じゆうを倒してからのつもりだったけど、出てきた以上は仕方ないわね。アンタたち、早く性杯を渡わたしなさい！　アンタらの大事な性遺物で全ての恋こいを終わらせてあげる！」

「ヘッ！　お前らにアレは扱あつかえねーよ。人を愛する素晴らしさを否定するような奴やつらにはな」

　ピンクのオーラを立ちのぼらせて、見下したような口調で言う。

「恋れん愛あいってのはいいもんだぜ。人を愛し、愛されることで心が豊かになっていく。どんな時でも恋こい人びとといれば、痛みは半分、楽しさは二倍だ。お前らもいい加減認めろよ。愛の力は偉い大だいだと。そして適性の低いお前らが人生の敗者だということを」

「黙だまるがいいよ。恋愛に依い存ぞんしなければ生きていけない脆ぜい弱じやく者め。君たちの言う愛なんて、オタクが二次嫁よめに抱いだく愛情の足元にも及およばないクセに」

「ほォ。言うねェ。なら見せてやるよ。俺たちの愛の強さをな！」

　恭介はニヤリと笑みを浮かべると、隣にいる美咲の顎あごを触さわり、指でクイッと押し上げた。

「まずい！　あいつらキスするつもりよ！」

　愛気道は二人の愛が強いほどその力を増してゆく能力。つまりイチャイチャするたびに、リア充は強くなっていく。

「チッ！　させんぞ！　止めてやる！」

　二人のキスを阻そ止しせんと、聡一が彼らめがけて走る。だが、それは無む駄だに終わった。

「恭介。調子に乗らないで」

「ぐぎゅッ！」

　なんと、顔を近づけた恭介の顎に、美咲が掌しよう底ていを喰くらわせたのだ。

「み、美咲!?　なんでだよ!?」

「私はするとは言ってない。あなたの勝手な判断で、強引にキスをしようとしないで」

「い、いや……。だって、これから奴らと戦うんだぜ？　愛マナを強めた方がいいだろ？」

「強化しなくても勝てるはず。あなたはただキスをしたいだけ」

「あ～……やっぱりバレてます？」

「えい」

　美咲は恭介の目玉に向かって、人差し指を突つき刺さした。

「うぎゃああああッ！　目が！　目玉がああああああ！」

「もう一回言う。あまり調子に乗らないで。人前でキスなんて、しないから」

「そ、そんなァァ[image: ～][image: ～]！　冷たいこと言わないでくれよ[image: ～][image: ～]！」

　恭介は目を押さえながら、美咲の足元にすがりつく。しかし美咲はそんな彼を、ゲシゲシと何度も靴くつの裏で蹴けった。

　恭介たちのやりとりに、遥真たちは啞あ然ぜんとする。

「ねぇ……コレって……」

「完全に尻に敷しかれてるわね……」

「おっと、油断している場合じゃないぞ！　この隙すきに破局させてやる！」

　聡一は再び二人に向かって走り出す。いくら法性最強のリア充といえど、痴ち話わゲンカ中の隙をつけば倒すのはあまり難しくない。そう考えての踏ふみ込みだ。左手を目の前の空間へ突き出し、憎悪ヘイトの炎ほのおを発生させる。青い炎の固まりが、まっすぐ二人のもとへ飛んだ。
















「ヘッ。何だよ、ぬるィなァ」

　だが、その攻こう撃げきが当たる前に恭介は体勢を立て直す。そして、持っていた槍を払って憎悪ヘイトの炎を切り裂さいた。直後、槍の刃はが消しよう滅めつする。

「何ッ!?　この俺様特製の槍が……ッ！」

「僕の独身術は『消失』。この炎は飲み込んだ全てを跡あと形かたもなく消し去るよ」

　今度は両手をつき出して、炎を発生させる聡一。青い炎の激流が再び轟ごうと恭介を襲おそう。

「んじゃ、コイツは消せっかな？」

「何っ!?」

　恭介は迫り来る炎の中に自らその身を突っ込んだ。消失の力が彼を飲み込み、薪まきをくべられたかのように炎が一層大きくなる。しかし恭介が消される寸前、彼の体を愛マナが包んだ。

「恋成、鎧armor！」

　恭介の纏まとった愛マナが変化し、強固な鎧を形成する。鎧は消失の独身術で次第に薄うすくなってはいるが、すぐに消え去ることもない。恭介は鎧で身を守り、青き炎の流れを逆走。聡一めがけて突とつ進しんした。

「バカな！　僕の術で消し切れない！」

「いっくぜェェェッ！　恋成！　槍spear！」

　あっという間に恭介は聡一へと肉にく薄はく。炎の流れから飛び出して、その手に一本の槍を生み出す。鎧はもうすでに消失したが、彼本人に傷はなかった。万全の状態で槍を振るう。

「ゼアアアアアアアアアアッッッ！」

「ぐっ……がああああああああああっ！」

　たった一いつ瞬しゆんで数回の斬撃。槍の切っ先が聡一を襲い、その体をズタズタに引き裂く。

「かはっ……！」

　乾かわいた息を吐はきながら敵の足元にくずおれる聡一。たったの数秒、たったの数発の攻撃で、聡一は敵に膝ひざを折った。

「へへッ。思い知ったかァ？　愛の力の偉大さが。ま、キモオタ野や郎ろうにゃ分からんか」

　倒れた聡一の頭に足を乗せ、自身の靴先で弄もてあそぶ恭介。その冒ぼう瀆とく的な行いに、離はなれて見ていた遥真が息まく。

「お、お前ぇぇぇ！　聡一さんになんてことを！」

　体内の憎悪ヘイトを放出し、恭介目がけて殴なぐりかかる。

「ま、待って遥真！　アイツは危険よ！」

「ほォ。女の方は分かってるじゃねえか」

　姫奈は止めるが、もう遅おそかった。恭介は一歩後ろに引くことで遥真の渾こん身しんの一いち撃げきを回かい避ひ。遥真の拳こぶしは空を切り、力が行き場所をなくしたせいで彼の体勢は前のめりになる。

　そんな決定的な隙を恭介が逃にがすハズがなかった。バランスを崩した遥真の顔に、槍の柄えを強く突き刺した。槍は遥真の鼻を仕留めて、顔ごと彼を押し戻もどす。

「おぐうっ!?」

「まだまだまだァ！　もう一丁ォ！」

　攻撃を受けた衝しよう撃げきで後ろへ吹ふき飛んでいく遥真。さらに恭介は彼に向かって、持っていた槍をブン投げた。槍はその刃を煌きらめかせながら真っ直ぐ遥真へ急進する。

「そうはさせないっ！　立ち入り禁止キープアウト！」

　槍が遥真を貫つらぬく寸前、姫奈の結界が彼を守った。遥真の周りに現れたドーム状の青い防ぼう御ぎよシールド。光る刃を弾はじかれた槍は回転しながら地面へ落下し、愛マナの欠片かけらとなって消えた。

　一方遥真は背中を打ち付け、ゴロゴロと通りを転がった。

「ぐううっ……！　くそぉ……。痛かった……」

「バカ遥真！　何でいきなり向かってくのよ！　警けい戒かい心が足りないんじゃないの!?」

「だ、だって！　アイツが聡一さんを……」

「だってじゃない！　もういい。私がアイツと戦うから、アンタは女の方を見張って！」

「ええ、嫌いやだよ！　あのまま引き下がれるわけないじゃん！」

「わがまま言ってんじゃないわよ０点！　アンタじゃアイツに勝てないでしょ！」

「アーッハッハ！　おめェら、ちっとも息が合ってねェぜ！」

　いがみ合う二人に、腹を抱かかえて笑う恭介。

「そんなんだから恋人だってできねえんだよ！　ホント生物として終わってんなァ！」

「ぐっ……。この野郎！　言わせておけば調子に乗ってぇぇぇ！」

「ちょしってんのはお前だバァァカ！　俺に舐なめた口きいてんじゃねェぞ！　人に愛されることもできねェクズが！　ね～、美咲？　そう思うよな？」

　恭介はいきなり口調を変えて、甘えるように美咲にすり寄る。だが彼女は無表情のまま恭介の体を突き放はなす。

「……ウザい」

「も[image: ～][image: ～]ッ！　冷たいな、美咲ちゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！　なんかさっきからつれないゾ？　この前デートしたときはちゃんと手繫つないでくれたのに～」

「………………（ゲシッ！）」

「あいたァ！　足が！　足があああァ！」

　美咲は靴のかかとの部分で、思い切り恭介の足を踏んだ。

「早く独身たちを倒たおして。ふざけていると、脇わき腹ばらを刺す」

「は、はい！　すんませんでしたァァァ───！」

　ＤＶへの文句を言うこともなく、彼女に平へい伏ふくする恭介。ずいぶんひどい扱いだ。

　だが、そんなカップル二人を見て、遥真は嫉しつ妬との炎を燃やす。

「こ、この……リア充ども────────────ッ！」

　鼻の痛みも忘れる程に心の底から叫さけぶ遥真。二人めがけて空気を揺ゆさぶる大声を出す。

「人の目の前でイチャつくなァァァァァァ──────────ッ！」

　彼女に甘える恭介に遥真の怒いかりが上じよう昇しようする。大量の憎悪ヘイトが全身から吹き出し、彼の体にまとわりついた。そのあまりの密度の濃こさに、さすがの恭介も目を見開く。

「ほォ……。どうやら思ったよりも生きのいい非リアらしいなァ」

「いつもいつも、人前で見せびらかしてんじゃないよぉぉぉ───────！」

　独身術は嫉妬の力だ。愛気道が二人の愛情に比例してその能力を強めるのに対し、独身術は怒りや憎にくしみを抱くことで能力を強化することができる。

「ちょっ、遥真！　私がやるって言ってんでしょ！」

「いいや、コイツらは僕が倒すっ！　絶対に爆ばく発はつさせてやる！」

「独身のクセに情熱的な告白だなァ！　いいぜ、相手になってやる！」

　遥真の変化に、恭介はおもちゃを見つけた子供のような笑みを浮うかべる。自身も愛マナのオーラを強め、戦せん闘とう態勢を整えた。

「恋成！　槍spear！」

　そして再び愛気道の力で武器を構築。彼の体内の愛マナが集まり、先ほどの槍を作り上げる。

「うおおおおっ！　爆発しろおぉぉっ！」

　遥真はそれを待つことなく、恭介へ左手を突き出してパチン、と大きく指を鳴らす。すると恭介のいる空間が音を立てて爆発した。爆ばく煙えんが辺りに噴ふん出しゆつし四方八方に熱風を送る。

「まだまだぁぁぁ──────ッ！　爆はぜろリア充じゆうぅ─────────ッ！」

　遥真は何度も指を鳴らして同じ空間を連続爆ばく破は。そのたびにズン！　と地面が揺れて、新たな爆煙が立ち込めていく。恭介の愛マナを全て削けずろうと、何度も遥真は爆ばく撃げきを放つ。

　ところが、その空間に恭介はもういなかった。

「な～る。その力、大した憎悪ヘイトだ。いい独身術持ってんなァ」

「何っ!?」

　遥真の背後から現れる恭介。彼は片手で槍を振ふり回し、遥真の命を狙ねらっている。

「だが、まだまだ隙だらけだぜ！　浮うわ気きに気づけない彼氏のようにな！」

　振り向むきざま、遥真の顎あごに槍の柄が命中。体が天高く打ち上げられた。

「ぐがああああっ！」

「美咲ィィィィィ！　愛してるぜェェェェェッ！」

　さらに追ってきた恭介が、身動きの取れない空中で槍を腹部へ切り下ろす。遥真は見事に叩たたき落とされ、一気に地面に墜つい落らくした。鈍にぶい音がして、砂すな埃ぼこりが舞まう。

「ヘッ。なんだ、もう終わりかァ？　俺の美咲に対する愛はこんなもんじゃ収まらねェぜ？」

「う、ぐううっ……。そんなに女が大事かぁ……ッ！」

　落下の鈍どん痛つうが頭に響ひびき、腹部には斬きられた鋭するどい痛み。遥真はなんとか立ち上がるものの、すでにかなりのダメージを受けた。

　しかし、異常なほどの恭介の強さに遥真は一つひっかかりを覚える。普ふ通つうの人間に彼のような高速移動ができるわけはない。とはいえ、彼の愛気道は武器の恋成能力のはず。では、何が彼の身体能力スペツクを大おお幅はばに引き上げているのだろうか。

　と、遥真の視界に一人の少女が映り込んだ。その少女とは、鈴音美咲。彼女はいつの間にか愛マナを纏まとって愛気道を発動している。おそらく身体能力向上のサポート系の愛気道だ。

「そうかっ！　そっちが強さの秘密か！」

　遥真はすぐに指を鳴らして、美咲へ特大の爆発を放つ。しかし、そこで事故が起こった。

　遥真より早く美咲の術に気づいた姫奈が、ちょうど彼女に飛びかかったのだ。

　必然的に、姫奈も一いつ緒しよに爆発に取り込まれてしまう。

「キャアアアア！　痛い痛い！　なんなのよバカ！　アホじゃないの!?」

　咄とつ嗟さの判断で飛びのいたものの、かわし切ることはできなかった。美咲が無傷でかわした一方、姫奈は右手に怪け我がを負う。

「アンタねぇ！　さっきから状じよう況きようをよく見なさいよ！　完全に足手まといじゃない！」

「そっちこそ、いきなり飛び込んでこないでよ！　今のは絶対姫奈が悪いよ！」

「お前ら、本当にバラバラだな。はっきり言って引くレベルだぜ……」

　独身たちの連れん携けいの悪さに、軽い戦せん慄りつを覚える恭介。

「あーもういいよっ！　どっちも僕が倒すから姫奈は離れたところで見てて！」

「えっ、キャアッ！」

　ヤケになり、遥真は再び美咲に向けて爆発を放つ。先ほどよりも大きな一撃。辺りに大量の煙が立ち込め、姫奈の姿がその中に消える。

　しかし、肝かん心じんの美咲には全く意味のない攻こう撃げきだった。

　彼女は爆発が起こる直前に高速移動でそこから待たい避ひし、遥真の目の前に飛び込んだのだ。

「え……？」

「あなたの攻撃に愛はない。憎しみじゃ、私を倒せない」

　小さな拳を振りかぶり、美咲が遥真に突つきを繰くり出す。その衝撃に遥真は吹き飛ぶ。

「ごぼあ……っ!?」

　遥はるか後ろの地面に転がり、仰あお向むけになって倒れる遥真。あまりの痛みに、立ち上がるどころか身動き一つとることができない。

　信じられない威い力りよくの突き。とても短身の女の子が放ったものとは思えない。

「美咲の術は身体強化。攻撃力、防御力、素早さなど、戦闘において重要な要素を向上させる愛気道だ。しかもこの能力はパートナーにも作用する。俺だって強化されるのさ」

　恭介が遥真の前に立ち、得意気な顔でそう語る。彼が異常な高速移動を見せたのも、この愛気道が原因だった。

「恭介、あんまり油断しないで。爆発の術がくるかもしれない」

「問題ねェよ。恋成！　銃gun！」

　恭介が槍に変わって銃を恋成。その銃じゆう口こうを遥真に向ける。

「コイツの爆発の独身術は、確かに威力は凄すさまじい。だが、近づかれたら使えねェのさ！　コイツ自身が爆発に巻き込まれることになるからなァ！」

　恭介の言う通りだった。先ほど姫奈を巻き込んだように、遥真の術は高こう威い力りよく及および広こう範はん囲い。自分の周囲で使うにはあまりにリスクが高すぎる。

　恭介はその弱点を見み抜ぬいて、遥真の前に陣じん取どった。そして、ためらいなく引き金を引く。

　ズダアアアアアアアアアアアン！

　漫まん画がのような効果音が遥真の聴ちよう覚かくを打ち鳴らす。その後、遥真はワンテンポ遅おくれて自分の体を見おろした。そこには、だらしなく血を垂れ流す自身の傷ついた腹があり、銃じゆう撃げきによる重い痛みが、遥真の意識を奪うばっていく。

「さあ、終わりだぜ。独身野や郎ろう」

　再度銃口を遥真に向けて、人の神経を逆なでするような勝ち誇ほこった笑みを浮かべる恭介。

「お前たち程度、『覚かく性せい』するまでもなかったな。連携もとれないコミュ障野郎じゃ、リア充の相手にゃならねェんだよ。当然、性杯も奪えねェ」

　何度も連続で引き金を引き、愛マナの弾だん丸がんを発射する。しかし、それは遥真に届かなかった。

「遥真っ！」

　未だ消えない煙の中から、姫奈が飛び出して遥真の盾たてとなったのだ。

「何ィ!?」

　驚おどろきに恭介が顔を歪ゆがめる。

　弾丸は彼女の全身に命中。姫奈がその身に展開していた青いオーラを吹ふき飛ばした。

「身みを挺ていして仲間をかばったか。独身にしてはいい心がけだ。ま、これで終わりだが」

「ぐ……うぅ……！」

　姫奈が歯を食いしばり激痛に耐たえる。それでもダメージは絶大で、彼女は強張った表情のまま意識を失い、地に伏ふせた。

「そ、そんな…………！　ひ、な……………………」

　そして彼女を追うように、遥真も意識を失った。

















第四章　我らの絆きずなは愛以上！









「ん……。んぅ…………」

　作戦実行から一夜経ち、遥はる真まは窓から差し込む明かりで重い瞼まぶたを持ち上げた。

　感じるのは朝日の眩まぶしさと、全身を包み込むような痛みだ。特に腹部の鋭い痛みは、息をするたびに起きたばかりの脳を刺し激げきする。

「あ……つつっ……」

「あ、遥真君！　大だい丈じよう夫ぶ～？」

　苦く悶もんの声を漏もらす彼の額を、雪ゆきが優しい手つきで撫なでた。

「うぅ……。雪ちゃん……？　雪ちゃんなの……？」

「うん、そうだよ～。私だよ～」

　相変わらずののんびり口調とふんわりとした笑顔で答える。

「でも、よかった。目を覚ましてくれて。なかなか起きなくて心配したよ？」

　遥真はアジトの大きなソファーでずっと寝ねかされていたのだった。よく見ると体のあちこちに絆ばん創そう膏こうや包帯などの、治ち療りようを済ませた痕あとがある。

　シュガーランドでの戦いで恭きよう介すけたちに倒たおされた遥真は、傷の浅いメンバーにアジトへ運ばれていたのである。しかし遥真の意識は戻もどらず、雪が面めん倒どうを見ていたのだ。

「遥真君。痛いところない？　たくさん傷があったから、辛つらかったら遠えん慮りよなく言ってね」

「う、うう……。雪ちゃあん……」

　その優しさが、心身ともに傷ついた今の遥真には抜ばつ群ぐんに染みた。

「痛かった…………。痛かったよおおお！」

「うんうん、痛いね。大変だったね」

「僕、これでも頑がん張ばったんだ。負けたけど、頑張ったんだよ……」

「そうだよね。遥真君は誰だれよりも力を尽つくして戦ってたよ」

　遥真の隣となりに腰こし掛かけて、「偉えらい偉えらい」と彼の頭を撫でる雪。

「うぅ……。雪ちゃん、ありがとう……。この流れで僕と付き合ってくれない？」

「え～、どうしよ？　私、恋れん愛あいとかよく分からないから……」

　遥真の軽口に真しん剣けんな口調で返す雪。人差し指を顎にあて、考えるような仕草をする。

「私ね。実はまだ、誰とも恋こいをしたことがないんだ。それどころか、恋ってどんな気持ちなのか、そういうことも分からない。こんなんだから、きっと適性も低かったんだね」

「え……？　そうなの？　知らなかった……」

「あ、でも遥真君のことはなんだかいいなって思えるよ。いつも一いつ生しよう懸けん命めいで、リア充じゆうの人より好感持てるな」

「一生懸命？」

「うん。小学校でも中学校でも、リア充になるため毎日一生懸命だったよ？」

　雪は今まで見ていたのだ。周りからいくらドン引きされても、努力の方向が違ちがっても、必死にリア充を目指していた遥真を。

「バカにされても失敗しても、一生懸命頑張る人は本当にすごい人だと思う。私はすぐに諦あきらめちゃうから。だからこそ、遥真君みたいな人は側で支えてあげたいな。恋こい人びとじゃなくて、友達としてね」

「雪ちゃん…………ありがとう。…………………………僕と結けつ婚こんしてくれない？」

「そういうところは嫌きらいかな～」

　冗じよう談だん口調で微笑ほほえむ雪。女性に免めん疫えきのない遥真は、この笑顔だけで惚ほれそうだった。

「ああ、それと……そういうところも止やめてほしいかな……」

「ん？」

　伏し目がちにそう言いながら、遥真の手元を指差す雪。見ると遥真は、真っ二つになったエロ雑誌を力強く握にぎりしめていた。

「こ、これは……!?」

「治療しようとしたら服の中に入ってたんだよ。なんでそんなの持ってるの？」

　それは、遥真が作戦中に拾っておいたエロ本だった。後で読もうとしていたそれは、裂さかれ、血がつき、すっかり汚よごれてしまっている。

「チクショオオオッ！　あの巨きよ乳にゆう美女はどこだああああっ！」

　遥真は半ば意地になって目当てのページを探し求める。雑誌は遥真の血によって赤く染まっているものの、読める場所もないわけではない。必死に目当てのページを探す。

「遥真君、もう気持ち悪いを通り越こして怖こわいよ～？」

「ち、違うよ雪ちゃん！　ほら、これは芸術なんだ！　やらしくないから見てごらん！」

「それって人に見せる物じゃないよ？　私も一応女の子だし、多少気き遣づかって欲しいかな」

　混乱のあまり弁明しながらエロ本を向けてくる遥真を、雪は淡たん々たんと切り捨てる。

「で、でも！　この本はミロのヴィーナスと同じで別に見せてもやらしくは……って、肝心なところが汚れてるうううう！」

　残念ながら、遥真が見ようとしていたページはべったりと血で覆おおわれていた。

「ぐうぅ……。僕の、僕のバカっ……。なんで守ってやれなかったんだ！」

「まぁでも、その本を持っていたから浅い傷で済んだんじゃないかな？」

　確かに雪の言う通り、この雑誌というクッションがなければ傷はもっと深かっただろう。

　このエロ本は、その身を犠ぎ牲せいに遥真の命を守ったのだ。遥真は、エロ本に守られたのだ。

　ありがとう、エロ本。さようなら、エロ本。遥真は涙なみだを嚙かみしめて、そのエロ本をゴミ箱に捨てた。

「くそっ……。こうなったら、後で姫ひ奈なに在庫を…………あっ！」

　遥真は自分の言葉で思い出す。戦せん闘とうで姫奈が自分をかばって、敵の攻撃を受けたことを。

「そうだ、姫奈！　姫奈はどこなの!?」

　雪の肩かたを摑つかみ、揺ゆする遥真。そんな彼の焦あせった様子に、雪は何度もまばたきをする。

「えっと、姫奈も無事だと思うけど……。聡そう一いちさんたちが今いま頃ごろ様子を見てるんじゃ──」

　と、雪が話してる途と中ちゆうに、静かに部屋の扉とびらが開いた。入ってきたのは、姫奈である。

「あ、姫奈！　よかった、無事だね!?　動けるんだね!?」

「……………………」

　姫奈は遥真の質問に答えず、ずっと入り口でうつむいている。

「姫奈～？　あれ？　どうしたの？」

　雪の言葉にも反応しない。数十秒ほど黙だまって俯うつむき、異様な空気が部屋に満ちる。

「…………………………遥真」

「は、はいっ!?」

　やっと声を出したかと思うと、ゆらりとした緩かん慢まんな動きで姫奈が遥真に向かってくる。

　なんだかただならぬ雰ふん囲い気きを感じ、能天気な遥真も身構える。

（ま、まさか……。やっぱり怒おこってる？　僕の盾になったこと……）

　姫奈が遥真にずんずん近づき、片手を彼に振ふりかざす。

「ひいっ！」

　そして、そのまま遥真の手を取り自分の体に抱だき寄よせた。

「遥真っ！　会いたかったよぉ！」

　…………………………………………ゑ？

「遥真っ！　遥真っ！　私の遥真っ！」

　彼女は暴力を振るうどころか、遥真を抱きしめ愛おしそうに頰ほおずりを始めた。まるで、甘あまえん坊ぼうのリア充女子が彼氏とイチャつく時のように。

「もう絶対に離はなさない！　遥真！　好き好きっ！　愛してる！」

　傍かたわらにいる雪のことを全く気にすることもなく、ただただ遥真に甘える姫奈。遥真も雪も、その言動に呆ぼう然ぜんとする。

　この謎なぞの空気を打ち破ったのは、いきなり部屋に突とつ入にゆうしてきた他の独どく身しん貴き族ぞくだった。

「おい、姫奈がいたぞ！　捕つかまえろ！」

「三次元でイチャつきたいならフィギュアか抱き枕まくらまでにしやがれ！」

　彼らは血走った目で姫奈を捕とらえる。遥真と姫奈を引き離し、力ずくで連れ去っていく。

「いやぁ！　何するの！　遥真、遥真ぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　男二人に引きずられては、喚わめくことしかできない姫奈。最後まで遥真の名前を呼びつつ、彼女は連行されていく。何が起こったか分からずにポカンとする遥真たちを残して。

　姫奈があそこまで好意的な態度をとるなんて、考え難いことだった。誰よりも恋愛を蔑べつ視しして、リア充を憎にくんでいた姫奈が……。

　不可解な事態に遥真と雪は、黙って顔を見合わせた。
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「うん。あれは好こう意い症しようだね」

　あの後、遥真は姫奈について聞くため聡一の部屋を訪れていた。大量のフィギュアや漫まん画が本ぼんが並ぶいかにもオタクらしい部屋で、聡一が姫奈の状態を語る。
















「好意症、ですか……？」

　好意症とは、愛あい気き道どうに敗れた独身貴族がカップルから受けた愛マナにより、恋愛感情の暴走を引き起こしてしまう症しよう状じようだ。異性を無差別に好きになったり、好きな相手に対する想いが抑おさえきれなくなったりと、とにかく誰かに恋する気持ちが制せい御ぎよできなくなってしまう。

「姫奈君は今朝起きてからずっと、君の名前を呼んでいた。今はようやく落ち着いて、別室で経過を見ているが……。あれはもう間ま違ちがいないだろう。姫奈君は、君に惚れている」

「ええっ!?　ひ、姫奈が僕に……！」

「あくまで好意症の効果でね。たまたま身近にいた君が対象になったということだろう」

「あ、なんだ。そういうことですか……」

　遥真が露ろ骨こつに肩を落とした。

「でも、姫奈君はもう戦えないね。あの状態では独どく身しん術じゆつなど使おうとも思わないはずだ」

　独身術は、リア充たちへの憎しみを糧かてに発動する能力だ。遥真への想いでいっぱいな姫奈には、憎しみなんて感情はない。

「それじゃあ僕たちはもう二度と、姫奈とデートテロできないんですか……？」

「問題はそれだけではないよ。一度好意症にかかってしまうと、本人の気持ちが収まるまで恋愛感情は消えてくれない。大たい抵ていの場合はその間に、みだりにイチャつこうとしているところを教師陣じんに捕まえられて、そのまま強制送そう還かんされる」

　独どく立りつ校こうは恋愛禁止だ。もし独身貴族がイチャついた場合、それが教員に知られれば、最悪退学になることもありうる。そして退学になった者は、真ま面じ目めな独身になることのできない性犯罪者予備軍として、同性しかいない隔かく離り施し設せつで一生を過ごすことになる。

「このままでは姫奈君も通報されて、この十五地区から出されるだろう。今の姫奈君はいつ、どこにいても親とはぐれた子供のように君のことを探し求めている。独ひとつ橋ばしの教師があの姿を見たら、一発でアウト判定だろうね」

「そんな……。どうにかできないんですか？　好意症を治す方法とかは……」

　姫奈がここから出ていくなんて、そんなの黙って見過ごせない。しかし、聡一は首を横に振る。

「少なくとも僕は知らないよ。姫奈君のことは、もう諦めるしかないだろう。残念なことこの上ない。せっかく『暴ぼう喪そう』に至りそうな、いい独身貴族だったのに……」

「ぼ、暴喪……？」

「おや、知らないかい？　暴喪というのは、独身術の一つ上のステージだ。強大な負の感情を抱いた者だけが至るとされ、使える術の威い力りよくが増して扱あつかえる技にも変化が出る。リア充の言う、覚かく性せいと同じさ。あちらは強い愛情により引き起こされるようだけどね」

　そう言えば、と思い出す遥真。前の戦いで恭介たちが、覚性がどうのと言っていた。

　彼らの言い方からすると、暴喪・覚性した者の力はそうでない者を凌りよう駕がするようだ。

「そ、それならなおさら治さなきゃ！　姫奈がいないと、また恭介たちに負けますよ！」

「そうは言っても、恋愛が関わることなんてオタクの僕らじゃ分からない。好意症は彼女の心の問題でもあるし、どうすることもできないよ」

「じゃあ……姫奈はもうあのままなんですか？」

「そうなるだろうね。僕も考えないといけないな。姫奈君抜ぬきで性せい杯はいを奪うばう方法を」

　眼帯の位置を調節し、物もの憂うげな声で言う聡一。

　本気で姫奈の復活を諦あきらめている様子の彼に、遥真はしばらく動くこともできず、その場に立ち尽つくすしかなかった。
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「そうなんだ……。好意症かぁ……」

　数十分後、遥真は雪のもとへ行き、先ほどのことを伝えていた。彼女は複雑な表情で、遥真に向けて問いかける。

「でもそれ、遥真君にとって嬉うれしい状態なんじゃない？　姫奈が惚れてくれてるから」

「そんなことないよ。それは姫奈の本心じゃないし、素直に喜べるわけないよ」

「あ～。それもそっかぁ。このままじゃ、姫奈が追放されることもあるし」

「うん。なんとしてでも、姫奈を元の恋れん愛あい嫌ぎらいに戻もどさなくちゃ」

　そうしない限り、二度と一いつ緒しよに姫奈と戦うことはできない。いや、それどころか会うこともできなくなるだろう。隔離施設に送られた者は、二度とそこから出られないのだ。

「でも、どうして姫奈はこんなことに……？　あんなに恋愛を嫌っていたのに……」

　姫奈は聡一たちに負けないほど、恋愛に対して嫌けん悪お感かんを抱いていた。そんな彼女なら好意症になんてならなそうなものである。

「…………姫奈はね。前は恋愛に憧あこがれてたんだ」

　遥真の疑問に、雪がゆっくりと口を開いた。

「中学生の頃ころの姫奈は、恋こいに恋する女の子だったの。リア充じゆうにすごく憧れてて、モテる方法を考えてノートに書き留めているような、ちょっと恥はずかしい女の子だった」

「本当に？　あの姫奈が？」

　信じられない話だった。人並みの女の子のように異性にモテようと気を遣つかう彼女は、想像可能な範はん囲いを超こえてる。

「でもね、それは長くは続かなかったの。私も学校が違ちがうから詳くわしいことは知らないんだけど、多分中二の頃からかな。姫奈、クラスの人たちとうまくいかなくなったんだ」

　雪はどこか遠い目をして、姫奈の過去を語り続ける。

「姫奈がすごく照れ屋なのは、遥真君も知ってるよね？　だから、モテるように振ふる舞まおうとしても、失敗ばかりしちゃったらしいの。それどころか、照れ隠かくしで悪口ばっかり言うようになって、どんどん周りから浮ういちゃって……」

　姫奈は遥真の前でも何度か、照れて暴言を吐はいていた。あの様子から察するに、クラスメイトにもさそかしひどい言葉をぶつけていたのだろう。それが反感を買う形となった。

「そんなとき、姫奈に一通の手紙が届いたみたい。それは、差出人不明のラブレター。リア充になりたいその時の姫奈は、喜んで指定された場所に行ったんだけど……。結局それはイタズラだった。それも、クラスメイト全員の」

　その時の姫奈は、クラスで唯ゆい一いつ恋人がおらず、非リアの状態だったらしい。そんな彼女をクラスメイトが面白がってからかった。指定の場所へと赴おもむいた彼女は、待ち伏ぶせしていたリア充たちにひどくバカにされたのだ。

　姫奈は前に言っていた。恋こい心ごころとは、自尊心や欲よく望ぼうを満たしたいから抱くものだと。愚おろか者の感情だと。おそらくそれは、過去に姫奈をバカにしたクラスメイトたちのことだろう。そして、恋愛に浮かれて騙だまされた自分自身にも言い聞かせている。

「それから姫奈は、彼氏を作るなんて言わなくなった。……でも、遥真君は例外みたい」

「例外？」

「だって姫奈、ずっと遥真君の名前だけ繰くり返し呼んでいたでしょう？　それってやっぱり遥真君のこと、気にしてるからじゃないかなぁ……？」

　雪がそんな疑問を口にした途と端たん、部屋の扉が開かれる。

「あっ！　よかった！　遥真いた───っ！」

　姫奈が遥真へと飛びついて、先ほどのように頰ずりをする。

「ひ、姫奈！　いきなり何するの!?　ちょ、雪ちゃんも見てるんだよ!?」

「うにゃああ～。遥真～。遥真[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　遥真の制止を聞きもせず、勝手にイチャイチャし出す姫奈。いつもの鋭するどい声音ではなく、猫ねこ撫なで声を出しながら甘える。

「……………………！」

「遥真君。今、このままでいいかなって思わなかった？」

「そ、そんなことないよ！　言いがかりだよ！　僕はこの程度で心を動かしたりしない！」

「あ、ゴメン。あんまり楽しそうだったから、つい。正直ちょっと疑っちゃったよ」

「僕を満足させるには、猫ねこ耳みみもつける必要がある！　さあ、姫奈！　猫耳を装備して！」

「うん。ゴメンって言ったの取り消すね？　遥真君の心、グラグラじゃん」

　雪の冷静なツッコミを尻しり目めに、姫奈は猫耳をつけるためアジトの衣装置き場へ向かう。

「とにかく、まずは姫奈を戻す術すべを考えよう。この様子だと、追放は時間の問題だよ」

「急に真面目に戻っても、さっきの分は取り戻せないよ？」

　しかし実際、好意症を解く方法は一から考えなければならない。それも可か及きゆう的てき速すみやかに。

「まあでも、ちょっと荒あら療りよう治じな感じの奴なら、一つ方法がないこともないかな」

「えっ、ホント!?　どうすればいいの!?」

　雪の言葉に鼻息荒あらく飛びつく遥真。一方、雪は対照的にごく軽いノリで言い放った。

「いっそのこと、姫奈とリア充になっちゃおう」
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　雪が言ったのはこういうことだ。

　もし姫奈がこのまま好意症で毎日遥真にイチャつこうとしていれば、いずれは独立校の教師などに見つかり、強制送還されてしまう。かといって、姫奈から遥真を引き離はなせば『イチャイチャしたい』欲よつ求きゆうがたまり、その反動で姫奈が暴走しかねない。それならばいっそ、姫奈に好きなだけ遥真と一緒にイチャイチャさせて、好意症による欲求を発散させてしまえばいい。

　そして、そのために必要なのは……。

「い[image: ～][image: ～]や[image: ～][image: ～]だ[image: ～][image: ～]っ！　働きたくない[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「よいしょ、よいしょ……。歩あゆ夢むちゃん、少しは自分で歩いてよ～」

　部屋で待っていた遥真のもとに現れたのは、『働いたら死ぬ』と書かれているタンクトップを着た歩夢と、それを引きずる雪だった。

「ふ～。お待たせ、遥真君」

　雪は先ほど、ちょっと準備が必要だからと、どこかに去っていったのだ。そして連れてきたのが歩夢である。

　ちなみに遥真は、猫耳をつけて戻ってきた姫奈にずっとべったりくっつかれていた。

「ちょっと雪！　歩夢に何をさせようっていうのさ!?　引きこもりは本来、たとえ宇宙が消しよう滅めつしても部屋から出ちゃいけないんだよ！」

「えっと……宇宙が消滅したらそもそも部屋がなくなるよね？」

「とにかく、歩夢は何もしないから！　働いたら、そこで人生終しゆう了りようだもん！」

「今の歩夢ちゃんの人生こそが終わってる状態だと思うけど」

　駄だ々だをこねる歩夢だが、雪は淡たん々たんとツッコむだけで彼女を帰そうとはしない。

「遥真君、この子のことはもう知ってる？」

「ああ、うん。前に彼女の部屋で会ったから」

「それなら話は早いかな。歩夢ちゃんの持っている能力が、今回どうしても必要なんだ」

「能力？　独身術のこと？」

　歩夢の顔を見る遥真。そういえば、彼女の能力についての話はあまり聞いたことがない。

「アレ？　遥真と姫奈じゃん。なんで二人ともくっついてんの？」

　歩夢がようやく遥真と姫奈の存在に気づく。姫奈は、遥真の腕うでにぐりぐり頭を押し付け甘えている。

「えへ……。えへへ……。遥真きゅん……。えへへへ……」

「好意症だよ。リア充たちに負けちゃって」

「うわぁ……。姫奈、かなり重じゆう症しようじゃん……」

　普ふ段だんとはあまりに違う様子に、歩夢も呆気あつけに取られていた。

「う～む……。つまり二人は、姫奈を助ける手助けをしろと？」

　歩夢の問いに、遥真と雪は大きく頷うなずく。

「歩夢ちゃん。僕に力を貸して欲しい。どうしても彼女を助けたいんだ」

　頭を深く下げる遥真。しかし、そんな彼を見てもなお歩夢は駄々をこね続けた。

「え～。でも、歩夢は非労働主義だもん。何もしないをする女だもん」

「そこをなんとか！　ちょっとだけ力を貸して欲しい！」

「う～ん。でもめんどくさいし～」

「もしも協力してくれたら、いくらでもゲームに付き合うからさ！」

「さあ、何モタモタしてんの君たち！　さっさと姫奈を助けるよ！」

「あ、それでいいんだ！　チョロすぎる！」

　ゲームの話が出た途端、歩夢はコロッと手の平を返した。

「じゃあ歩夢ちゃん。早速だけど、二人に術をかけてもらえる？」

「はいはい。今回は特別だからね～。超ちよう絶ぜつ奥義～。インビジブル～」

　う～ん、と大きな伸のびを一つし、歩夢が気だるげに両手を伸ばす。彼女の手から青い光が伸びていき、二人の体をゆっくりと包んだ。すると遥真と姫奈の体が、溶とかされたように消えていく。

「こ、これは……！　体が透とう明めいになってるの!?」

「フフ～ン。歩夢の力の正体は『透化』。これでもう、君たちの姿は見えないよ。ま、歩夢には二人が見えるし、術がかかった人同士でもお互たがいのことが見えるけどね～」

　この状じよう況きようを整理すると、透明になった二人の姿は術者である歩夢には見えている。そして、術をかけられた遥真と姫奈もお互いの姿が見えている。しかし、それ以外の人物、例えば雪には二人の姿が見えないということ。

「ホントだ！　私には遥真が見えてるよっ！」

　遥真の腰こしに回した腕にさらなる力を込める姫奈。密着率が上じよう昇しようする。

「ちょ、姫奈！　ダメだよ！　くっつかないで！」

「なんで～？　別にいいでしょ～？」

　女性経験のない遥真にとって、抱だきつかれるというだけで十分刺し激げきが強かった。だが、もう一つ問題がある。体が密着しているために、姫奈のかすかな胸のふくらみが遥真の腕に当たってくるのだ。童どう貞ていとしては、理性を保つのがやっとである。

「あ、遥真。今エッチなことを考えてたでしょ？」

「うえっ!?」

「えへへっ。私、分かるんだからね。遥真のことならどんなことでも」

　楽しげに言い、自身の胸をさらに遥真に押し付ける姫奈。小さいながらも、ポヨンと柔やわらかい感かん触しよくが遥真の頭を支配する。

「ひ、姫奈ああああああ！　今すぐ僕から離れるんだ！　でないと、えらいことになる！」

「エロいことの間ま違ちがいじゃない？　私襲おそわれちゃうんだね……（ポッ）」

「なんでちょっと嬉うれしそうなのさ!?　いいから少しおとなしくしててよ！」

「え～。じゃあ私の唇くちびる、塞ふさいでくれる？」

　唇に人差し指をあて、いたずらっぽく笑う姫奈。遥真の顔が真っ赤に染まる。

「な、な、な……さっきから何を言ってるの姫奈!?」

「遥真がちゃんとキスしてくれたら、しばらく静かにしてあげる」

「そ、そんなことできるわけがないよ！」

「えっ……？　遥真、私とじゃ嫌いや……？」

　一転して表情を曇くもらせて、うるうると遥真を見つめる姫奈。

「うっ……。べ、別に嫌とかじゃ……」

　そう言われては断れない。しかも、姫奈はダメ押おしとばかりに遥真へ顔を近づける。

「遥真……。私、初めては遥真にあげたいの」

「ひ、姫奈……」

　生き生きとした姫奈の笑顔に、遥真の心臓が鼓こ動どうを速める。身動きすらも取れなくなり、そのまま姫奈の唇が……。

「えっと……。姿が見えないからって、ここでイチャつくのはどうかと思うよ～？」

「ハッ！」

「むぅ……。もう少しだったのに……」

　雪の声で遥真が正気づき、姫奈が不満げに口を尖とがらせる。

「で、でも……どうして僕たちにこの術を？」

「これならデートに出かけても、誰だれにも見み咎とがめられないからだよ」

　姫奈が好意症を克こく服ふくするには、遥真とイチャつかねばならない。それにはデートをするのが一番である。しかし、外には独身の異性交遊を取り締しまるために、独立校の教員がパトロールしていることがある。そこで歩夢の術があれば、彼らのことを気にせずにデートすることができるのだ。

「歩夢の術は完かん璧ぺきだからね！　ま、少なくとも一時間くらいは透明のままでいられるよ」

　自画自賛する歩夢。そんな彼女に、雪がもう一つ要求する。

「ありがとう、歩夢ちゃん。ついでに二人のデートプランも決めてもらえると嬉しいな」

「うえっ!?　なんで歩夢がそんなことまで！　別に遥真が考えればいいじゃん！」

「フッ。舐なめないでよ歩夢ちゃん。恋れん愛あい適性０点の僕にエスコート役が務まるとでも？」

　なぜかドヤ顔をする遥真。歩夢は逆にげんなりとした表情になる。

「歩夢ちゃん、いつも男女がイチャイチャするゲームを部屋にこもってやってるんだよね？　だからデートにも詳くわしいかなって」

「あ～もう。面めん倒どう臭くさいな～。分かったよ。ちょっと待っててもらうよ」

　歩夢はポケットからスマホを取り出し、何やら文字を打ち込み始める。やがて姫奈のスマホから『ピロン♪』と軽快な電子音が鳴った。

「はい送信。今姫奈に送ったプラン通りにすれば、遥真は姫奈の虜とりこになるよ～？」

「えっ、ホント!?」

　なぜか歩夢は遥真ではなく、姫奈に向けてプランを送った。届いたメールを姫奈が確認。そしてその途と端たん、ボンッ！　と顔を真っ赤に染めた。

「うっ……うう～……。こ、こんなこと、しなくちゃいけないの……？」

「それは姫奈の自由だよ～？　でも、やらないと遥真を誰かに取られるかもねぇ？」

　ニタッと意地悪な笑みを浮うかべて姫奈の心の隙すきを突つく歩夢。それを受け、姫奈は覚かく悟ごを決めた。

「は、遥真のために……。遥真のために……。私はいくらでも身を削けずる……！」

「ねえ、待って！　そのメール何が書いてあるの!?　なんだかすごく怪あやしいんだけど！」

「ああっ！　遥真は見ちゃダメだよ！　デートのドキドキがなくなるからね！」

　身を削るとか、明らかに穏おだやかな内容じゃない。遥真はなんとか見ようとするが、歩夢が妨ぼう害がいしている間に姫奈がスマホをポケットにしまった。

「ねえ、歩夢ちゃん！　手伝わされた腹いせにとんでもないこと書いてない!?」

「んなわけないじゃ～ん。それより、ほら。早く行かなきゃ歩夢の術が切れちゃうよ！」

「くっ……！」

「ねぇ、遥真。早く行こう？」

　姫奈が遥真の服の裾すそを引っ張る。彼女はもう、デートに行く気満々だ。

「あはは……。これはもう、行くしかないねぇ」

「わ、分かったよ……。僕も覚悟を決めるよ……」

　雪にも背中を押されてしまい、遥真は釈しやく然ぜんとしないながらも、姫奈とのデートに乗り出した。




　　　　※




　十数分後、二人は電車に乗って移動し、告こく立りつ校こうの近くにある歓かん楽らく街を歩いていた。もちろん、姫奈の案内でだ。

「～♪　[image: ～][image: ～]♪　[image: ～][image: ～][image: ～]♪　遥真とデート♪　遥真とデート♪」

「ひ、姫奈……。ちょっと静かにしないと……」

　鼻歌まじりにはしゃぐ姫奈と、それをたしなめようとする遥真。歩夢の術で姿は消えても、声は周りに聞こえるために騒さわがないように気をつける。透明人間がいる！　なんておかしな騒ぎを起こしたくはない。

「でも……。それより問題はデートプランだよ……」

　エロゲオタの歩夢が立てたデートプラン。正直嫌いやな予感しかしない。もし無茶な内容が記されていたら、それをする姫奈も可哀かわい想そうだ。

　遥真は一度注意しようと、姫奈の顔へと視線を向ける。すると、姫奈も遥真の視線に気がつき、彼の目を見てニコッと微笑ほほえむ。

「遥真。好きだよっ！」

「……………………！」

　幸せすぎて、胸が詰つまった。

　女子から好きと言われることに、まさかこれほどの破は壊かい力があるとは。好意症のせいだとはいえ、嬉しくないと言えば噓うそになる。考えてみれば、好意症の治ち療りようという口実で、いくらでも姫奈とイチャイチャできるのだ。遥真にとってこれほど幸せなことはない。本当にリア充じゆうになったみたいだ。

「ねぇ、遥真。手、繫つないでみない？」

「う、うん！　望むところだよ！」

　ドキドキしながら姫奈の小さな手を包み、キュッと優しく力を込める。きめ細かい肌はだの柔らかさとスベスベとした感触が、程よい体温とともに伝わる。

　なんかもう、ずっとこのままでいい気がしてきた。もし好意症が治らなくても、リア充と戦うのを止やめて、逆にリア充になればええやん。そんな思いが遥真に芽生える。

　と、そうこうする内、目的地にたどり着いたようだ。姫奈が足を止め、言いづらそうに遥真に告げる。

「は、遥真……。今日は、ここでデートしよ？」

「………………っ！」

　目前にそびえる建物を見て、遥真は言葉を失った。

　そこは、アダルトショップ『大人の階段』。Ｈな本やアダルトビデオ、コスプレ衣装やラブグッズなど、各階ごとに様々な大人の商品が置かれている、紳しん士し淑しゆく女じよ御ご用よう達たしのお店だ。

「ど、どうしてこんなところに……？」

「だって、歩夢からの指示で……」

　あんの引きオタエロゲ脳！　遥真は脳内で毒づいた。

　いくらエロに興きよう味み津しん々しんな彼でも、大人のショップに女子と二人はさすがにハードルが高すぎる。童貞の遥真はまともな女性経験がないのだ。尻しり込ごみするのは仕方ない。

　だが姫奈は、もじもじとして恥はじらいつつも、遥真の目を見てはっきりと言った。

「ねえ、行こう遥真。私、覚悟はできてるよ」

「うぐっ……！」

　女子がやる気を出しているのに、ここで逃にげたら男がすたる……！

「わ、分かった。どうなっても知らないよ……！」

　表情を引き締め、姫奈と一いつ緒しよにショップの中へと踏ふみ入る遥真。その表情は、さながら死地に赴おもむく戦士。無む駄だな男気を発揮していた。

　ちなみに、エロ本やＡＶ、エロゲなどが置かれている三階までのフロアならば独身でも入ることができるが、コスプレ衣装などといったカップルが使う商品の揃そろった四階よりも上のフロアは、リア充じゃないと入れない。入り口の前には門番が立ち、入退場を見張っているのだ。カップルでさえも入りづらいことこの上ない。

　しかし、今の二人には歩夢の術がかかっている。二人は階段でカップル専用フロアに向かい、門番の脇わきを通り抜ぬける。

「ふぅ。なんとか無事に着いたね。でも、ここで何をするの？」

「もちろん一緒にショッピングだよ。歩夢が『遥真はエッチな店に連れてけば絶対落ちる！』って教えてくれたの」

「ねぇ姫奈。断じて違ちがうからね？　僕はエロいことしか考えない単たん細さい胞ぼう生物じゃないよ？」

「えっ？」

「えっ!?　なんなのその反応！　二人とも、僕をなんだと思っているの!?」

　小声でそんなやりとりをしつつ、フロア全体をながめる二人。そこは、四階のコスプレフロアだ。やや広めのフロアの中に、端はしから端まで届くようなハンガーラックが何本も縦に並んでいる。そして、過激な夜の衣装が大量に吊つり下げられていた。衣装の種類は多た岐きにわたり、セーラー服やメイドさん、ポリスやスク水、ブルマに浴衣、巫女みこ服、ナース、チアガール、チャイナドレスにバニーなど、定番のコスプレ衣装はもちろん、乳首の部分が開いたブラや、お尻しりがオープンになったパンツ、シースルーのベビードールなど、日常では絶対使えないものが堂々と並べられている。

「姫奈……。本当にここで買い物するの……？」

「そ、そうだよ！　カップルならではのお店でしょ!?」

　確かにそういう見方もできるが、アブノーマルな方向に傾かたむきすぎている感じがする。姫奈もなんだか無理をしてそうだ。

「いやでも、ここで買い物っていっても、アレなものしか売ってないんじゃ……？」

「それでもいいの！　あ、そうだ！　せっかくだから、遥真の好きなもの着てあげる！」

「はぁ!?」

「ねぇねぇ。どれかいいのある？」

　そう聞かれても、ここにあるのは夜の衣装だけだ。セーラー服などの定番の衣装も、スカートの丈たけが短かったり、胸元が異様に開いていたりで、官能的なものばかり。こんな衣装を着てくれなんて遥真はとても言えなかった。

「別に着てほしいのとかないから！　それよりやっぱり別のお店に──」

「じゃ、じゃあ！　私が自分で選ぶね！　遥真は感想聞かせてっ！」

　有無を言わさず、近場にあった衣装を手に取り試着室へと消える姫奈。

　姫奈はどうやら、遥真を誘ゆう惑わくするために全力を注いでいるようだ。それほどまでに遥真に好意を寄せているのだろう。

　その心こころ遣づかいは嬉うれしいが、それをどうやって受け止めるべきか遥真はまるで分からない。

　遥真は一度、乱れた心を落ち着かせようと近くの棚たなに目をやった。

　そこには、小さな四角い箱がずらりと並べられている。

「って、これ！　まさかコン○ーム!?」

　生まれて初めて実物を見る、コン○ームの入った四角い箱。その隣となりには『極ごく薄うす！』と書かれたポップが置かれ、実物が展示されている。

「う、うぅ……」

　女子でもないのに、なんだか妙みように恥ずかしくなる。

　改めて店内を見てみると、衣装の他にもローションや手て枷かせ、麻あさ縄なわや媚び薬やくなどがあり、本当にここがエロい行こう為いをする際の実用品に特化した、危ない店であることが分かる。エロどり豊かな光景に遥真は両目をギンギンに見開く。

　と、試着室のカーテンが開いた。

「え、えっと……。どうかな、遥真？」

「ファッ……!?」

　見開いた眼で、もじもじとする姫奈を見る。

　姫奈が着ていたのは、白黒二色で構成されたメイド服風のエプロンドレスだ。その胸元は大きく開かれ、姫奈のささやかな上乳様がほとんどお見えになっている。裾や肩かた紐ひもは白のレースに覆おおわれていて、さらに足には網あみタイツを穿はき、スレンダーな体全体を煽せん情じよう的に飾かざっていた。

「あの……遥真？　感想は……？」

「いや、これ感想も何もブッハアアアアアアアアア！」

　姫奈がエプロンをアピールしようと、その場でくるりと一回転。すると、背中とお尻がほぼ丸見えになっていた。背中はエプロンをつけるための細い紐ひもしか通っておらず、姿勢のよい背中が晒さらされている。お尻は紐パンを穿いているため、引き締しまりつつも柔やわいムチ肉がぷるんとこぼれてしまっている。腰こしとお肉に抱だきつくように食い込んでいる黒パンの紐は、ただただ裸はだかであるよりもその肉感を強調し、肌の白さをも際立たせていた。

　なんともエロ味の深い衣装。エプロン×メイドという女の子らしさ全開の衣装に、遥真は鼻血を噴ふき出した。

「はうぅ……。体が、熱いよう……」

　その反応に、姫奈も羞しゆう恥ちを爆ばく発はつさせた。耳まで真っ赤になった彼女は片方の手で胸元を隠かくし、もう片方で裾を引っ張って見えかけのショーツを隠そうとする。しかし裾を伸のばそうとすれば、服が下に張られることで今度はおっぱいが姿を現す。あちらを隠せばこちらがポロリ。がんじがらめのチラリズム。このジレンマから逃のがれようと、姫奈が上下に服を引っ張る。そしてついに、メイドエプロンが限界を迎むかえた。

　ビリッ！

「えっ……」

「キャアアアアアアアアアアアアアアアっっっ！」

　服がお腹なかの辺りから裂さけて、ただの布切れにランクダウンした。胸の下からが破れ去り、黒い紐パンが丸見えになる。

　姫奈は悲鳴を上げながら、必死に両手で体を隠した。

「は、遥真ぁ！　お願い！　見ないでっ！」

「みみみ見てない！　見てないよ姫奈あああっ！」

　顔を手で覆い、その手の隙すき間まから姫奈を見ながら大声で弁明する遥真。

　その時、さらに状じよう況きようが悪化。

「おい、お前ら何を騒さわいでいる！」

「本番ならホテルでやりなさい！」

「うげっ!?」

　入り口に立っていた門番二人が遥真に話しかけてきた。遥真が体を確認すると、歩夢の術が解けていた。もう一時間たったのだろう。

「ムッ。貴様ら、記き憶おくにない顔だ。もしや不法侵しん入にゆう者か!?」

「ま、まさか！　そんなバカなことしませんよ。アハハ！」

「本当？　それなら生徒手帳を見せてみて」

　ここで求められる生徒手帳とは、もちろん告立校のもの。カップルとして認められるのはリア充じゆう生徒だけなのだ。

「お安い御ご用ようですよ。どうぞ」

「うむ、素直なのはいいことだ……って、これはコン○ームじゃないか！」

「ちっ！　誤ご魔ま化かせなかったか！」

　コン○ームの箱を手て渡わたしてみたが、それでなんとかできるはずもない。門番たちは遥真を侵入者とみなし、一気に戦せん闘とう態勢に入る。

「非リアのくせに独禁独身禁止の売り場に入るとは！　その身をもって償つぐなうがいい！」

「独身にＨする権利はないわよ！　一人遊びで我が慢まんしなさい！」

「くそっ！　絶体絶命か……！」

　ここで捕つかまれば間ま違ちがいなく矯きよう正せい施し設せつに送られる。遥真はなんとか門番を振ふり切り下の階へと逃げようとするが……。

「こちらＡ班。店内に独身二名を発見。Ｂ、Ｃ班は応おう援えんを、Ｄ班は出口の封ふう鎖さをお願い」

「逃げ場はないぞ！　さあ、おとなしく観念しろ！」

　敵の言う通り、大勢のリア充が集まれば遥真だけでは逃げ切れない。その上、ここはビルの四階。普ふ通つうなら外に逃げることもできない。

　そう。あくまで普通なら。

「──こうなったら、独身の意地を見せてやる！」

　遥真は姫奈の着き替がえを回収。その後彼女の腰に手を回し、力強く抱かかえ込む。

「ふえっ!?　遥真っ!?」

「こんなところで捕まってたまるか！　うおおおおっ！　爆発しろ───────っ！」

　遥真は爆発の力を使って後方の窓ガラスを破は壊かい。次いで自身の目の前に爆発の術を発動させた。その衝しよう撃げきで、遥真と姫奈は外へ飛ぶ。

「バカな……っ！　なんて無茶なマネを！」

「ぐうっ……あああっ！」

　浮うき上がる際に爆発の威い力りよくは遥真の体に直ちよく撃げきする。だがまだ音を上げるわけにはいかない。遥真はさらに自分の目の前の空間を爆ばく破は。ジェット噴ふん射しやの要領で、遥真の体が後ろに吹き飛ぶ。それを数回繰くり返し、二人はビルから遠くへ逃げた。




　　　　※




「いたたたた……。思ったよりもきつかったなぁ……」

　遥真たちはしばらく爆ばく風ふうで空を飛んだ後、高台へと降りて避ひ難なんしていた。その頃ころにはもう夕方になり、沈しずみかけた太陽が辺りをオレンジ色に照らす。

「ねぇ遥真、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　ボロボロの衣装から着替えた姫奈が、心配そうな声で聞く。

　遥真はもう疲労困こん憊ぱいだった。肩かたで息をし、体中はびっしょりと汗あせで濡ぬれている。そして何より、爆発の衝撃で負った傷から鮮せん血けつがしたたり落ちていた。

　爆発の衝撃に姫奈を巻き込むことがないよう、遥真は彼女をかばいながら力を使っていたのである。そのため、自身が必要以上に傷を負う羽目になったのだ。

「あはは、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。でも、これからどうしようかな……？」

　遥真は傷口を撫なでながら悩なやむ。あんな騒ぎを起こした以上、しばらくは街に戻もどれないだろう。自分たちを捕まえるため、デートスポットは軒のき並なみ検問が敷かれるはずだ。姫奈とデートの続きはできない。

　と、思案顔をする遥真に、姫奈が笑顔を向けて言う。

「……遥真。本当にありがとう。今日だけじゃなくて、あの時も……」

「あの時……？」

「私と遥真が、初めて会った日の時のこと。あの時も遥真は私のことを助けてくれた。あんな風に守ってもらったの、私初めてだったんだ。可愛いって言ってもらったのも……」

　拳こぶしを握にぎり唇くちびるを結ぶ。そして、何かを決意したように遥真の顔をしっかりと見み据すえた。

「今までどれだけ努力しても、誰だれにも認めてもらえなかった。可愛いって言ってもらえなかった。……だから、あの時に思ったの。遥真が私の、運命の人なんだって」

　目を閉じ、顔を遥真の方に上げる姫奈。

「………………っ！」

　キスを求められ、遥真はたじろぐ。こんな時、すぐ相手の気持ちに応えられるほど遥真は恋れん愛あいに慣れていない。だが、それもすぐに喜びに変わる。自分を想ってくれる女子がキスを求めて目を閉じる。昔から何度も頭の中で、シミュレーションした状況だった。自然と遥真も目を閉じて、姫奈へと顔を近づけていく。

　まさに夢みたいな体験だ。あの姫奈とキスすることができる。誰より恥はずかしがり屋な姫奈と、誰より笑顔が眩まぶしい姫奈と、誰より恋れん愛あい嫌ぎらいな姫奈と……。




　────これは、本当に姫奈なのか？




　二人の唇が合わさる瞬しゆん間かん、そんな疑問が脳裏に瞬またたく。

　気がつくと、遥真は咄とつ嗟さに姫奈から顔を離はなしていた。

「どうしたの？　遥真」

　なぜかいきなり仰のけ反った遥真に、姫奈はきょとんと首を傾かしげた。閉じていた目を丸く開いて、遥真の顔を見つめている。

「……ねぇ、姫奈。君は、恋愛が好きなんだよね？」

「うん。好きだよ。恋こいが好きだし、遥真のことはもっと好き」

「じゃあ……キスもしたいんだよね？」

「もちろんしたいよ。キスだけじゃなく、その先も。だから遥真……私と、して？」

　その返答に、遥真の疑問は確信に変わった。

「……噓うそだ」

「え？」

「姫奈はそんなこと、絶対に言わない！」

　今までとは別人のような遥真の真しん剣けんな言葉に、瞳ひとみに、姫奈の体がビクッと震ふるえた。

「本当の姫奈は、誰よりも恋愛を嫌ってて、僕がリア充のようなことをしたら鬼き神しんの如ごとく怒おこり出して、戦いでリア充に憎にくしみをぶつけて、別れた敵の姿を見てはすっごく嫌いやみな高笑いをして……。それが本当の姫奈のはずだよ！　キスしたいなんて、言うわけない！」

「そ、そんな……。違ちがう！　これが本当の私なの！　私だって、リア充になりたいんだから！　この世の中じゃ結局リア充が勝ち組だもん！　だからお願い。私としよう？」

　姫奈が再び目をつむり、遥真へと顔を近づける。しかし遥真はまだ叫さけぶ。

「リア充なんか勝ち組じゃない！　確かに姫奈の言う通り、僕も今まではリア充たちに憧あこがれていた。自分も早くリア充になって、恋こい人びととイチャイチャしていたい。そんなことばかり考えていた。でも、どんなにイチャついていても、リア充たちはすぐに別れる！　独身術を使わなくても、僕らが水を差しただけで簡単に仲が悪くなる！　それは彼らの愛が所しよ詮せん偽いつわりの絆きずなだからさ！　それを教えてくれたのは、他でもない姫奈自身じゃないか！」

　遥真は、二人で任務についたデートテロのことを思い出す。あの時姫奈はリア充の愛をキツい言葉で否定していた。心と心の通じ合わない、上辺の恋愛を否定していた。

「でも……。それでも、私は本当に遥真が好きなの！　これは本当の気持ちなの！」

「だとしても！　僕はやっぱり今の君とはキスできない。リア充みたいに上辺だけでそういうことをしたくないから。手を繫つないだりキスしたりは、本当に好きだと思える人とやるべきことだと思うから」

「っ……！」

「そして僕が好きなのは、リア充嫌いの普ふ段だんの姫奈だ！　だから正気に戻ってよ、姫奈！」

　姫奈の名前を呼ぶと同時に、遥真の体の内側から感情の奔ほん流りゆうが溢あふれ出す。それは青い光となって独身術を呼び起こし、その空間を包み込む。

　そして二人を爆ばく発はつさせた。

　爆ばく煙えんが辺り一帯に広がり、天をも揺ゆるがすような爆ばく音おんが十五地区を震しん撼かんさせる。

　その衝撃が収まった後、爆煙の中から現れたのは額を押さえてうずくまる遥真だ。

「う、うぅ……イタタタ……。今のは、僕がやったのかな……？」

　感情が高ぶりすぎてしまい、無意識で術を使ったようだ。遥真は自分の体を見回す。幸い大きな怪け我がはないが、痛みが全身に広がっている。

　さらにその時、背中に強い衝撃を受けた。

「うげっ！」

　蹴けられたような痛みと共に、顔から地面に倒たおれ込む。そして、耳を刺さす鋭するどい罵ば声せい。

「何すんのよこのバカ遥真────────っ！」

「ひ、姫奈……？」

　振り返ると、いつも通りの鋭い目で遥真を睨にらむ姫奈がいた。爆発の衝撃で砂すな埃ぼこりにまみれ、全身汚よごれた姫奈の姿。服は半分破けていて、下着が見えてしまっている。

「ちょっとどうしてくれんのよ！　アンタのせいで服ズタボロでしょうが！」

「姫奈…………。戻ったんだね、姫奈─────────っ！」

「ちょ、ちょっ……！　こっち寄るな！　見んな─────っ！」

　姫奈は片手で胸元を隠かくし、もう片方で遥真の頭にチョップを浴びせる。だが遥真は意に介かいさずに、ずんずん姫奈に詰つめ寄っていく。

「姫奈！　姫奈！　よかったよ、姫奈あああああ！」

　感激で涙なみだを垂れ流し、姫奈に抱だきつこうとする遥真。一方、姫奈は彼を蹴る。

「だから来るなって！　バカ遥真！」

「うぐっ!?　ひ、ひどい。ひどすぎるよ……さっきはあんなにくっついてきたのに」

「んなっ……!?」

　呟つぶやきに姫奈の表情が固まる。さっきまでの記き憶おくが鮮せん明めいに思い出されたのだろう。

「ば、バカ！　バカバカ！　あれは全部好意症のせいよ！　私の本心なんかじゃない！」

「わ、分かってるよ！　分かってるから！　だから拳を振り上げないで！」

「じゃあさっさと忘れてよ！　あんな、バカみたいな私……」

　赤くなり、顔を逸そらす姫奈。彼女はしばらく遥真と目を合わせようとせず、無言でその場に立ち続ける。そんな彼女に遥真はどうしていいか分からず、ただ様子を窺うかがうしかない。

　しばらくして、姫奈が静かに口を開く。

「ねぇ……。アンタ……私のこと好きって、ホント……？」

「えっ……？」

「だ、だって！　さっきアンタが言ったんじゃない！　普段の私が、好きだって……」

　肩を丸め、濡れた目を遥真から逸らす姫奈。その様子に、遥真まで気き恥はずかしさを抱く。

「えっと、それは……。確かに、好きだけど……」

「………………（キッ！）」

「い、いや！　でもあくまでそれは友達としての好きであって！　姫奈とリア充じゆうしたいとか、そういうことは思ってないから！」

　睨むような目をした姫奈に、遥真は慌あわてて言い訳をする。彼女のそれが照れ隠しのための強がりだとは気づかずに。

「そ、そう……。それなら、別にいいけど……」

　姫奈はどこかホッとしたような、でも少しだけ残念そうな複雑な表情を作り出す。

「あ、でも。異性としても可愛いところはあると思うよ？　普段はムスッとしてるけど、笑顔はとびきり可愛いし」

「…………っ!?」

　その何気ない一言で、姫奈が遥真を振ふり向むいた。その顔はさっきよりも赤く、いつもは鋭いはずの瞳も今は丸く見開かれている。

「もしも好意症じゃない姫奈にキスを求められたりしたら、死んでもいいって思えるよ。こんな可愛い子とキスなんて、一生できないんだろうなぁ……」
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　真っ赤になり、両手で顔を覆おおい隠す姫奈。服の破れた胸元を隠すことすら忘れている。

「あっ、ゴメン！　別に姫奈を口説こうとか、そういうつもりで言ったんじゃなくて！」

　不安になり、必死に弁明する遥真。

「ち、違っ……。そうじゃなくて……その……」

　姫奈は一歩後ずさりながらも、いつもの拒きよ絶ぜつするような強い口調では話さない。それどころか、まるで小動物か何かのような可愛く弱々しい声で言う。

「あえ、えっと……。あ……あり…………………………あり、が、と、う…………っ」

　声を震わせ、羞しゆう恥ちに耐たえて遥真にお礼を伝える姫奈。しかし、彼の反応は……。

「うわあああああっ！　そんなバカなあああっ！」

「……………………え？」

「姫奈がお礼を言うなんて、そんなの絶対ありえない！　まさか、好意症が残ってるの!?」

「………………」

　姫奈は溶とけそうに真っ赤だった顔を一転して無表情にする。そして黙だまって遥真に近づき、彼の腹を力いっぱい殴なぐった。

「ぐぶあああああっ！」

「この…………バカが……っ！　そんなんだから恋愛適性低いのよ……！」

　恋愛を意識している時はダメダメなアプローチを仕し掛かけ、全く意識していない時はフラグが立っても気づかない。それが遥真の恋愛適性０点の理由なのであった。

「うぅ……。やっぱり酷ひどすぎるよ姫奈ぁ……。恭介たちとの戦いでは、僕を守ってくれたのに……」

「なっ!?　んなこといつまでも覚えてんじゃないわよ！　消せ！　さっさと記憶から！」

「……そういえば、なんであの時姫奈は僕を助けてくれたの？」

　遥真はずっと気になっていた。戦いの時、自分と姫奈は上手うまく連れん携けいをとることができず、険悪な空気になっていた。そんな中でなぜ、姫奈がわざわざ自分のことを助けたのか。

「そっ、それは……！　単に借りを返しただけよ！　あの時、助けてくれたから……」

　姫奈が目を逸らし、尻しりすぼみな声で答える。

「えっ？　あの時って？」

「最初に会った日のことよ！　ほら、私たちがリア充に捕つかまって……」

　そこまで聞いて、遥真の記憶が甦よみがえる。法ほう性せい学院の性徒会役員に姫奈が暴行を受けていた時、確かに遥真の独身術でそのピンチを切り抜ぬけた。

　姫奈がそれを律りち儀ぎに覚えていたことに、遥真は胸が温かくなる。

「そっか……。ありがとう、助かったよ！　でも、これからは僕が姫奈を守る！　二度と盾たてになんかさせないからね！」

「ふん。アンタなんかまだまだよ。そっちこそ一生私の後ろに隠れて、ガクブル震えてるがいいわ」

「何おう！　独身術の威い力りよくだけなら僕の方が強いじゃないか！」

「あーはいはい凄すごいですネー」

「ひどっ！　軽く流された！」

　適当な扱あつかいに傷つく遥真。彼はなんとか言い返そうと、口をもごもごさせている。

　そんな彼を見て、姫奈はいつもの鋭い表情を和らげて、「ふふっ」と小さな笑みをこぼす。

「…………でも、本当に感謝してるわ。私のこと、助けてくれて」

「え、何？　いきなりどうしたの？」

「あ～っ！　なんか今ならなんでもできそうな気がするわ！　っていうか、私たちならイケるんじゃない？　うん！　たった二人でもきっと成功するはずよ！」

「成功するって？　なんの話なの？」

　困こん惑わくし、問いを重ねる遥真。姫奈はその問いに、満面の笑みを浮うかべて答える。

「決まってるでしょ？　行くのよ。性杯を奪うばいにね！」




　　　　※




　その頃ころ、性徒会を束ねるトップ『告こく際さい恋れん合ごう』の面々は臨時会議を行っていた。

「先ほど報告がありましたように、法性学院の働きにより喪も中ちゆうの獅し子しは完全壊かい滅めつ。すでに戦える独身貴族は残っていないとのことです」

　議長である国くに続つぎ聖せい愛らが他のメンバーに報告を行う。その最中、ずっとテーブルに足を乗せ、威い張ばり散らしている男が一人。荒あら木き恭介、その人である。

「ヘッヘッヘ。これも全部、俺様たちのおかげだぜ？　主力の戦士を好意症にされちゃ、もうはむかってはこられねェだろ！　な～、美み咲さきちゃん！　そうだよなァ～？」

「………………」

　相変わらず美咲にだけは幼児退行する恭介と、彼の言葉を無視する美咲。

　聖愛は深くため息をつき、呆あきれた様子で注意する。

「恭介さん……。少し静かにしてください。あとテーブルから足をどけてください。毎回注意チユーいしているのですが……？」

「まァまァ。そう固いこと言うなよ。アイツらを壊滅させたのは、この俺様の功績だぜ？」

「確かに、それはそうですが……」

　そのとき、室内に音楽が流れた。激しく重厚なデスボイスだ。

「おっと。ワリィな。ちと出るぜ」

　ポケットからケータイを取り出す恭介。

「恭介さん。会議中は愛マナーモードにしてください」

「あー。ワリワリ。次からな」

　聖愛の説教を適当に流し、恭介が通話ボタンを押す。そんな身勝手な振ふる舞まいに聖愛は思わずため息をついた。

「はぁ……。全く、本当に我が儘ままな人ですね。あの方とは大おお違ちがいですよ。優しくて、しかも頼たよりになって、笑顔がとても眩まぶしくて……。ああ、またお会いしたいなぁ」

『『『えっ？』』』

　自分の世界に入り込み、蕩とろけそうな顔で呟く聖愛。その様子に周りはざわめいた。

「噓うそ……。聖愛議長が恋する乙女おとめの顔してる……」

「おいおい、マジかよ！　議長を惚ほれさせた奴やつがいるのか!?」

「ありえない！　一体どれだけ恋れん愛あい適性の高い奴なんだ!?」

　今まで数多あまたの男性が告白しては玉ぎよく砕さいしてきた、正しよう真しん正しよう銘めいの高たか嶺ねの花はな。そんな彼女を惚れさせた謎なぞの男の存在に、告こく恋れんメンバーが取り乱す。

　だが恭介はそれを気にせず、電話の相手と話していた。相手は法性学院の生徒だ。

「もしもし、なんだよ？　………………あァ？　テメェ、今なんつった!?」

　急に大声を出す恭介。告恋メンバーのざわめきが止やみ、不ふ穏おんな空気が流れ出す。

「おう……おう……。チッ……。わーったよ。今からそっちに行ってやる」

　乱暴な動作で電話を切り、ケータイをポケットにしまう恭介。そして席から立ち上がる。

「美咲。ちょっと二人で出かけようぜ」

「待ってください。今の電話はなんですか？」

　部屋から立ち去ろうとする彼を、自分の世界から戻もどった聖愛が冷静な声で呼び止める。

「……どうやらまだ喪中の獅子が生きてたらしい。そいつがウチで暴れてんだと」

　ぶっきらぼうに言い捨てる恭介。それを聞き、他の代表メンバーが口々に彼を非難する。

「なんだ、まだ残党がいたのかい？　壊滅できていないじゃないか」

「よくそれでデカい顔できたわね～。キャー、恥はずかしー。もう死ねば～？」

「ッ、うるせェ！　数人逃にがしただけだっつの！　俺がこの手で潰つぶしてやらァ！」

　恭介は槍やりを恋れん成せいし、足元に刃はを突き立てた。床ゆかを削けずる乾かわいた音が会議室の喧けん騒そうを冷ます。

「……では、恭介さんと美咲さんは至急応おう援えんに行ってください。決着がついたら連れん絡らくを」

「チッ……。りょーかい。行くぜ、美咲」

「……うん」

　出口へと歩く恭介の背中をピョコピョコと追っていく美咲。

　恭介は会議室から出るなり、恋成した槍を握にぎりしめ、憎にくしみに満ちた声で怒ど鳴なった。

「独身貴族……。よくも恥はじをかかせやがったな！　負け犬のクセに生意気なんだよ！」

　壁かべを切りつけ、思い切り怒いかりをぶつける恭介。

　一方美咲は小さな指で、恭介の腕うでをギュッとつねった。

「えい」

「いでで!?　何すんだよ、美咲ィ[image: ～][image: ～][image: ～]！」
















「これで少しは頭を冷やして。勝てる勝負も勝てなくなる」

　コツンと恭介の腕を叩たたく美咲。彼女の指し摘てきに、恭介は決まりの悪そうな顔をする。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。負けるわけがねえ。俺たちは、史上最強のカップルだからな」

　彼女の頭に手を乗せる恭介。空色の髪かみを撫なでまわす。

「死にぞこなった独身め。もう一度愛を刻んでやるぜ！」




　　　　※




『みんなまとめて爆ばく死ししろ─────────────ッ！』

　チュドゴギャバアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！！！

　遥真と姫奈は周りに爆ばく発はつを巻き起こしながら、法性学院の廊ろう下かを走る。彼らが通った後に残るのは、爆ばく破はされ壊こわれた校舎のガレキや、ケンカを始めたカップルだけだ。

　リア充男Ａ「お前、浮うわ気きしてたってマジかよ!?　大好きって言ってくれたのに！」

　リア充女Ａ「真に受けてんじゃないわよカス！　貢みつがせるために決まってんでしょ！」

　リア充男Ｂ「調子に乗るなよこの貧乳！　俺様に楯たて突つくんじゃねえぞ！」

　リア充女Ｂ「黙れよ死ねよこの包ほう茎けい！　ちっさいクセに威張ってんじゃないわよ！」

　リア充男Ｃ「この女アマ！　テメエふざけんじゃねえぞ！　一発くらいヤラせろよ！」

　リア充女Ｃ「はーあ？　チョーうけるんですけど！　チョーうけるんですけど!!」

　遥真と姫奈は放課後で手て薄うすになった校内に乗り込み、その強力な独身術でカップルたちを撃げき破はしていた。二人の目的はリア充じゆうを倒たおし、性杯を奪うことである。

「姫奈！　性杯はどこにあるの？」

「たぶん、性徒会室よ！　最上階の奥の部屋！　そこで保管されているはず！」

　遥真たちは階段を上り、最上階へと一気に到とう達たつ。その際カップルたちに出会えば、有無を言わさず爆発させて仮初めの愛を破は壊かいする。

　告立校のリア充たちも、この襲しゆう撃げきは予想外のようで対応が後手に回っていた。この隙すきに性杯を捜し出し、すぐさま逃げれば二人の勝ちだ。

「止まれぇ──！　そこの独身たち───ッ！」

　しかし、当然邪じや魔まは入る。性徒会室を目前に、愛気道の使い手が二人の目の前に立ちふさがった。三組、総勢六人のリア充。しかも、ただのリア充ではない。彼らは普ふ通つうの生徒ではなく法性学院の教師たちだった。彼らは横一列になり、廊下をふさぐ壁となる。

「くっ……。やっぱり来たわね、教師ども！」

　遥真たちは仕方なく、急ブレーキでその場に止まる。

「たった二人でここまで来るとは、並の独身じゃないようだな。だが、それもお終いだ」

　若い男性教師が一人、遥真たちの前に出た。彼は片手に愛マナの銃じゆうを持ち、二人の動きをけん制している。そしてもう片方の手で、恋こい人びとらしき女性教師の大きな胸を贅ぜい沢たくに揉もんだ。

「んっ……。ああっ……。ダメ、激しいわっ……！」

　イチャつくことで莫ばく大だいな愛マナが二人の体から立ち上る。その質や量は生徒の比じゃない。

「チクショウ、この色狂ぐるいがあああっ！　教師のクセに、生徒の前でイチャつくな！」

「フン。これこそ告立の教員なのだ。それより君たち、この先にある性杯を狙ねらってるんだろう？　そうはさせない。今から地じ獄ごくの生徒指導が君たちを待っているのだからね」

　嗜虐的な笑みを見せる男。彼の言う通り、遥真と姫奈の二人では教師の撃破は難しい。

「さあ、しっかりと反省するのだ。恋人もいない、セックスもできない、何が楽しいか分からない。そんな虚むなしい人生をな。間ま違ちがいだらけの人生を悔くいろ」

「ふっ……。間違いを悔いるのはどっちかしらね？」

「何……？」

　この状じよう況きようでも、姫奈はなぜか不敵な笑みを浮かべている。

「懺ざん悔げするのはアンタたちの方よ。さあ、己の罪を悔いなさい！」

　瞬しゆん間かん、懐ふところから何かを取り出し、リア充たちへ投げつける姫奈。それは、大量の写真であった。リア充たちの浮気現場がバッチリ撮とられた証しよう拠こ写真。

「こ、これは……！　結ゆ衣い、このキスしてる相手は誰だれだ!?」

「ねぇ、弘ひろ明あき……。これ、アナタよね？　なんで別の女とホテルに……？」

「愛あい子こ……十股またもしてたのか!?」

　写真を見るなり、パートナーへ詰つめ寄よる教師たち。そして、それを見て笑う姫奈。

「ア─────ハッハッ！　愉ゆ快かい愉ゆ快かい！　泣け！　喚わめけ！　怒り狂え！　その激情で相手を呪のろえ！　愛のもろさを思い知り、涙なみだで枕まくらを濡ぬらすがいいわ！」

　悪あく魔まのようなセリフを吐はきつつ、教師たちを通り抜ぬける姫奈。混乱した教師たちは、もう敵を止めるどころではない。遥真は彼らを爆破させつつ、彼女の後に続いていく。

「ねぇ、姫奈。写真なんていつ用意してたの？」

「常つね日ひ頃ごろからの取材の成果よ。スキャンダルならまだまだあるわ！」

　その後もリア充が現れる度に、姫奈が証拠写真をばら撒まき、遥真が独身術で倒す。この抜ばつ群ぐんのチームプレーで、二人はとうとう法性学院の最深部、性徒会室に辿たどり着く。

「早く入って！　追っ手が来るわ！」

　扉とびらを開け、二人は慌あわてて中に侵しん入にゆう。鍵かぎをする代わりに姫奈が扉に手をついた。

「立ち入り禁止キープアウト！　解かい錠じよう不能！」

　独身術による施せ錠じよう。扉が青いオーラで包まれ、開けることができなくなった。

「私の意識がある限り、この独身術は解けないわ。やっと一安心ってとこね」

「よかった。あとは性杯を探すだけだね」

　性徒会のメンバーは恭介たち以外倒しているし、そもそも部屋には誰もいない。敵との戦せん闘とうは避さけられそうだ。少しだけ落ち着き、二人は荒あれた息を整える。

　改めて部屋を見まわしてみると、リア充の本ほん拠きよ地ちという割りには、殺風景な様子だった。壁に備えられたホワイトボードに、オフィス用のデスクと椅子が六つ。部屋の隅すみには本やトロフィーの並んだ灰色の棚たなが並んでいて。まるで職員室のようだ。

「どうする、姫奈？　パッと見、どこにもなさそうだけど……？」

「しらみつぶしに探すしかないわ。奴らにとって性杯はお宝。厳重に隠かくしてあるはずよ」

「おいおい。探しても見つからねーぜ？　性杯はここにあるからよ」

『!?』

　唐とう突とつに背後から聞こえた声に、遥真と姫奈は弾はじかれたように飛び上がった。

　二人しかいないはずの部屋。しかし彼らの後ろには、見覚えのある男女が一組。

「荒木恭介……鈴すず音ね美咲……。なんで君たちがここにいるんだ……？」

「お前なァ、そんな言い方ねーだろ。ここは俺たちの学校だぜ？　部外者なのはお前らだ」

　恭介は槍を振ふり回し、遥真たちにその切っ先を向ける。

　遥真がよく部屋を見てみると、一カ所だけ窓が開け放たれていた。おそらく二人はそこから侵入したのだろう。その手に、金色に光り輝かがやく小さな杯を携たずさえて。

「あれが、性杯……？」

「そうよ。あの輝きは性せい遺い物ぶつの証。間違いなく本物の性杯ね」

　二人の視線は恭介の持つ性杯へ伸のびる。その金色の光からは、強力な愛マナが感じられた。

「ッたく、性遺物を奪うばおうだなんて、愛のねェことを考える奴らだ。ま、俺と美咲がいる限り、そんなのは叶かなわぬ恋こいだがな」

「フン。相変わらず、恋愛ばかりにこだわってるわね。不ふ愉ゆ快かいなことこの上ないわ」

　姫奈は恭介たちに向かって構えて、戦闘態勢を整える。遥真も彼女の隣となりに立って、リア充二人の動きに警けい戒かい。いつでも反はん撃げきができるようにする。

　その二人の動きを見て、恭介にはピンとくるものがあった。

「つーかお前ら、ひょっとして前に殺やり合った奴らか……？」

「……待ちなさい。まさか、今さら気づいたの？」

　独身二人は彼らを意識していたのに、恭介はようやく思い出したようだ。

「へ～え、なるほど。あの時の凸でこ凹ぼこコミュ障コンビか。女の方は確実に好意症にしたと思ったんだが。まさか恋れん愛あいのよさが分からず、独身に戻もどっちまったのかァ？」

「恋愛のよさ？　バッカじゃないの？　あんなの他人に依い存ぞんするだけの愚ぐ者しやどもが楽しむ低てい俗ぞくな行こう為いよ。私たちには必要ないわ」

　火花を飛ばす姫奈と恭介。この場にいる四人の間に、一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。

「ケッ。やっぱ独身はクソだな。人に愛されることはおろか、愛することもできねェとは」

「だったらどうだっていうのよ、リア充。また私たちを倒してみる？」

「面白ェなァ。やってやろうかァ？　この負け組の独身どもがァ────────ッ！」

　恭介はまだ話している途と中ちゆうで二人に向かって飛び掛かかった。槍を振り下ろす恭介を見て、遥真が姫奈に指示を出す。

「姫奈！　恭介君とは僕が戦う！　そっちは美咲さんをお願い！」

「分かったわ。ヘマするんじゃないわよ！」

　姫奈と遥真が左右別々の方向に回かい避ひ。槍の斬撃をかわしつつ、それぞれの標的に狙いをつける。

「フン。最初から役割をしぼったか。前よりはマシになったようだが、恋の結束にゃ勝てねェよ！」

　恭介が槍やりを即そく座ざに構え直して、遥真に向かって投げつけた。

「リア充め！　いつまでもカップルでいられると思うな！」

　だが、遥真も負けじと応戦する。槍の先せん端たんを真正面に見み据すえ、パチン！　と大きく指を鳴らす。すると、槍の切っ先が音を立てながら爆散した。刃はを失った槍の柄えは愛マナの粒りゆう子しとなって散る。さらに続けて爆ばく発はつ攻こう撃げき。遥真は指を鳴らし続けて、恭介のいる空間を爆破。

　恭介は遥真から距きよ離りをとりつつ、独身術をかわしていく。

「チッ……。鬱うつ陶とうしい独身術だぜ。美咲も油断すんじゃねえぞ！」

「分かってる……。いちいち言わなくていい」

　美咲は自身の愛気道で身体能力を強化する。デスクを軽々と持ち上げて、姫奈をめがけてブン投げた。

「前回の借りを返させてもらうわ！」

　結界を張ってそれをしのぐ姫奈。それだけでなく、防いだデスクを美咲に向かって跳はね返す。かなりの重量を持つ物体。少女に当たればひとたまりもない。

「危ねェ、美咲！」

　それに気づいた恭介が慌てて美咲の前に立つ。すぐに槍を再恋成し、飛んできたデスクを切り裂さいた。一いつ閃せん。デスクが真っ二つになる。

「恭介……。余計な手出しはいらない」

「んなこと言うなよ～。俺は美咲が心配なんだ」

『イチャついてる余よ裕ゆうがあるのかぁ！』

　姫奈と遥真の怒いかりが炸さく裂れつ。二人は叫さけび声を上げてそれぞれの敵へ攻こう撃げきを加えた。姫奈は美咲に波動弾だんを、遥真は恭介に爆ばく発はつを。しかし二人は軽々と別の方向に飛びのいてかわす。

「リア充ううう───！　さっさと別れろおおお─────っ！」

　恭介を襲おそう連続爆ばく撃げき。空間を揺ゆるがす爆ばく音おんが鳴り、その度に煙けむりが立ち込める。ところが、恭介はそれら全てを高速移動で回避する。そこに爆発が起こった時、もう恭介の姿はない。

「クソッ！　当たらない！」

「甘い、甘いぜ！　テメェの技はもう見切ってんだよ！」

　ダンスのように華か麗れいな動きで爆ばく破は攻こう撃げきを翻ほん弄ろうしながら、遥真との距離を縮める恭介。前の戦いと同じように、遥真が爆発の術を使えない至し近きん距きよ離りまで迫せまろうとする。

　その時、姫奈が機転を利かせた。

「甘いのはアンタよ。立ち入り禁止キープアウト！」

　姫奈が結界を作り出し、遥真の周囲を円状に囲む。これでは近づくことができない。

「ッ!?　こいつら、少しずつ連れん携けい上手うまくなってやがる！」

「ありがとう、姫奈！　爆発しろ──────っ！」

　安全な結界の内側から恭介に爆ばく破はを撃うつ遥真。

　恭介は高速移動を駆く使ししてギリギリでかわし続けるが、爆破攻撃の範はん囲いの広さに少しずつ押され気味になる。爆発の余波で服が破けて、腕うでや足には傷が生まれる。

「いける！　これならいけるわよ、遥真！」

「リア充じゆうなんかに負けるかあああああっ！」

　遥真はさらに憎悪ヘイトを練り上げ、特大の爆発を放とうとする。だが──

「私のことを忘れないで」

「えっ……」

　突とつ如じよ視界に現れた美咲が、遥真を守る結界を破った。凄せい絶ぜつな威い力りよくの一ひと突つきがガラスの砕くだける音を生む。姫奈の術は粉々になって、砂すな粒つぶのように消えていく。

「……シッ！」

　さらに続いて、美咲が姫奈の前に立つ。そのワープのような移動速度に、姫奈は自分の目を疑った。

「そんな！　今までより速い！」

「速いだけじゃない。私は……強い」

　美咲が拳こぶしを姫奈へと突つき出す。

「くっ！　立ち入り禁止キープアウト！」

「二秒も遅おそい」

　重い一いち撃げきが姫奈の腹部にクリーンヒット。拳がめり込み、一気に壁かべ際ぎわへ吹ふき飛ばす。

「ごはあっ！」

　壁かべにぶつかり、口から盛大に血を吐く姫奈。今の一撃で体のどこかを壊こわしたようだ。糸の切れた操り人形のようにくたりと倒たおれて動けなくなる。

「ぐ……う…………っ！」

「あなたは、とても可哀かわい想そう」

　美咲は姫奈へ歩み寄り、ゆっくり彼女を持ち上げた。自分よりも背の高い相手を軽々と頭上に運ぶ美咲。そして姫奈を壁へ押し付けて、ぐぐっと体を圧あつ迫ぱくする。

「う……ああっ…………」

　姫奈を押す力が強まり、壁がメキメキ軋きしみ始める。

「あなたたちは、人を愛することを知らない。それがどれほど尊いか、どれほど素敵な気持ちか知らない。だから、私たちに負ける」
















　ボゴンと音を立て、姫奈の後ろの壁が壊れた。ガレキが落ちて、四階下の地面に落ちる。

「マズい！　姫奈！」

「おっと。恋成、機関銃machine-gun」

　遥真が姫奈を助けようと走るが、恭介が銃じゆう撃げきでそれを阻そ止しする。遥真の前方にマシンガンを撃ち込み、彼を前へと進ませない。

「ぐううっ！」

「ヘヘッ。さすがは美咲だぜ。テメーらがちょしって油断してる絶ぜつ妙みような間で助けに来た。先に女を狙ねらったのも、また結界が張られるのを防いで俺が戦いやすくするため。俺が望んでいることをごく自然体でやっている。これが独身と恋こい人びとのコンビネーションの差って奴やつだな」

　得意気な顔で自じ慢まんする恭介。

　遥真と姫奈の連携は間ま違ちがいなく前よりよくなった。とはいえ、中ちゆう途と半はん端ぱな結束力では二人を倒すには遠いのだ。相手は互たがいを知り尽つくしたリア充カップルなのだから。

「くっ、この……っ！　放しなさい……っ！」

　実際、姫奈はかなりピンチだ。今彼女の体は美咲の腕だけで支えられ、壁の外へと突き出されている。美咲が手を放した瞬しゆん間かんに、下に向かって真っ逆さまだ。美咲は姫奈の顔を見て、抑よく揚ようのない口調で尋たずねる。

「誓ちかってくれる？　二度と私たちの邪じや魔まをしないと。カップルたちの邪魔をしないと」

「だ、れが……誓うもんですか…………っ」

「そう……。なら、仕方ない」

　美咲は目を閉じ、姫奈を握にぎる手を静かに離した。途と端たん、重力に従って彼女が落下。短い髪かみを躍おどらせながら彼女の姿が消えてゆき、下でドスンと音がした。

「ひ……っ…………、姫奈あああああああああああああああああ！」

　遥真の絶ぜつ叫きよう。姫奈が消えた外に向かって、彼は喉のどが千切れるほど叫ぶ。しかし彼女は姿を見せない。返事すらも聞こえてこない。姫奈はもう、戻ってこなかった。

「安心して。死にはしない。でも、もう戦える体じゃない」

　遥真の瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ出す。見えていた夜空の景色が歪ゆがみ、水に溶とけた水彩画のように色しき彩さいが滲にじんで混ざり合う。心も体も重くなり、息を吸うことができなくなる。

「くッ……ククッ……ア────ハッハッハッハッハッ！」

　遥真が涙を流す横で、恭介が大きな笑い声を上げる。

「独身のクセに、いっちょまえに女の心配かァ？　まったく、呆あきれたもんだなクソが！　テメエには百年早はえェんだよ！」

　恭介が銃じゆうを遥真に向ける。銃じゆう口こうには愛マナがチャージされていき、ピンク色の光を放つ。

「所しよ詮せんお前らは負け組だ。俺たちの愛には敵わねェ」

　そして、恭介が引き金を引いた。巨きよ大だいな愛マナの固まりが遥真にぶつかり破は裂れつする。

　ズダアァァァァァァァァァァァァァン！

　煙が舞まい、遥真の体を包み込む。高密度の愛マナによる一撃。恭介が放ったその攻撃は独身を一人蹴け散ちらすには十分すぎるほどだった。……しかし。

「──んあ？」

　違い和わ感かんを抱いだき、煙の中を注視する恭介。すると、次第に消えていく煙の向こうに遥真がしっかりと立っていた。

「何ィ!?　お前、なんでまだ……ッ!?」

　恭介の銃撃は確実に遥真を捉えたはずだ。無事で済んでいるわけがない。

　しかし遥真は立っている。恭介たちを睨にらんでいる。

「貴様ら……」

　地を這はうように低い声が、遥真の口から静かに漏もれ出す。

「絶対に許さねぇ──────────────────!!」

　次の瞬間、爆発した。

　遥真の中の憎にくしみが、過去最大に膨ふくれ上がる。憎悪ヘイトのオーラが急激に強まり、闇やみのように深い黒色のオーラが彼を中心に渦うず巻まいた。それはまるで、怒り狂くるった竜たつ巻まきのように。

「何ッ！　奴やつのオーラが変質した!?」

「うらあああああああああっ！　リア充は散れえええええええぇぇぇぇぇぇぇぇ！！！」

　喚わめくと同時、遥真の視界に映るもの全てが爆発の中に飲み込まれた。今までとは段だん違ちがいの威力。そして、その攻こう撃げき範はん囲い。鼓こ膜まくが弾はじけるほどの爆音がコンクリートの校舎を揺らし、灼しやく熱ねつの風が空気を溶かす。

「ぐ、おおおッ！　なんだ、この力は……？　独身に出せる力じゃねえぞ！」

「私の力でも、防ぎきれない……！」

　爆発の中、リア充二人は必死に攻撃に耐たえていた。愛気道を展開し肉体強化を施ほどこす美咲と、そんな彼女を守るように腕をクロスさせ前に立つ恭介。だが、抵てい抗こう空しく二人の全身はみるみるうちに傷ついていく。すり傷や切り傷が肌はだを朱しゆに染め一部は火傷やけどで腫はれている。爆破の衝しよう撃げきがズシンと重く、二人の体にのしかかっている。

「爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発爆発！！！！！」

　さらに遥真は、最初の爆発が収まらぬうちに新たな爆撃を何度も打ち出し、同じ範囲を焼き尽くす。敵に逃にげる間も与あたえずに、高威力の技を惜おしまず使う。

「このォッ……調子に乗るなよ、ぼっち野や郎ろうがァァァッ！」

　恭介が防ぼう御ぎよの姿勢を崩くずし、捨て身で遥真に接近する。爆破攻撃で体を焦こがすが、身体強化の愛気道ですぐに遥真の目の前に移動。再恋成した槍やりを振ふる。

「近づけばこっちのもんだぜェェ！」

　その距きよ離り一メートル未満。今強力な爆発を起こせば、使い手の遥真も無事では済まない。

「──爆はぜろ」

　そう遥真が口にした瞬間、恭介の振るった槍の刃はだけが乾かわいた音を立て爆散した。

「んだとおッ!?」

「お前もだ、リア充！　飛び爆ぜろおおおおおおおおおっっっ！」

　次いで、恭介の下腹部に極々小さな爆発が発生。今までの派手な爆発ではなく、ボン、と小さな音が鳴るだけの握り拳大の小さな爆発。

　それを受けた恭介は、一いつ瞬しゆんで後ろへ吹き飛んだ。

「がああああああぁあアアアアアァァァアアアァァァアアッ!?」

　壁に背を打ち、大きなクレーターを作る。その腹部には爆ばく発はつによる痛々しい傷きず跡あとがある。あの小さな爆発は、一点に威力を凝ぎよう縮しゆくした超ちよう小範囲の攻こう撃げきだった。

「くっ……。独身、許さない！」

　爆ばく撃げきが止やんだ隙すきをつき、次は美咲が遥真に接近。背後に回って後頭部へと蹴けりを放つ。

　直後、つま先が爆発した。

「そんなっ……!?」

　爆発で蹴りが押し戻もどされ、美咲はわずかに体勢を崩す。そこで遥真が振り返り、彼女の腹部に超小範囲の爆発を起こした。

「…………っ！」

　美咲は体を回転させて、間かん一いつ髪ぱつで攻撃を回かい避ひ。同時に遥真の顔面に高速のストレートを放つ。遥真では視認できない程の、常じよう軌きを逸いつした速度のパンチ。

　だが、それすらも撃ち落とされた。爆発により拳が弾はじかれ、遥真に攻撃は届かない。

「近づくものを、全て自動オートで爆撃している……？」

「リア充はみんな別れろ─────────っ！」

　怯ひるみ、動きを止めた美咲を手加減なしで殴なぐりつける遥真。しかし美咲はすぐ我に返り、遥真の腕うでを搦からめとる。そのまま自慢の怪かい力りきを使い、全力で遥真を投げ飛ばした。

「ぐっ…………がはあっ！」

　恭介が吹き飛ばされた壁とは反対側の壁に飛ばされ、全身を強打する遥真。そのまま床ゆかに顔から落下し、額を強く打ちつける。

　ところが遥真は、ほんのわずかに怯んだだけですぐに立ち上がり拳を構えた。

「さっきとは、見み違ちがえる強さ……」

「こいつァ……。まさか『暴喪』に至っている……？」

　口元の血を払はらいながら美咲の隣となりに並ぶ恭介。二人の顔に余よ裕ゆうはなく、忌いま々いましげに遥真を見る。

「この野郎！　前はあの女とケンカばっかりしてたクセに、なんでそいつがやられたからってここまで力を出せんだよ!?」

「……姫奈はもう、ただの仲間じゃない」

　遥真の姫奈に対する想いは以前の戦いの時と比べて、わずかだが確かに変化していた。

　彼女は自分を犠ぎ牲せいにして遥真を攻撃からかばい、好意症の姫奈を見たことで普ふ段だんの姫奈といる楽しさを、その大切さを痛感した。また、この戦いでは姫奈がサポートをしてくれたおかげで一度は恭介を苦しめた。

　そんな出来事の積み重ねが、彼の姫奈への想いを強める。

「姫奈は、僕の一番大切な仲間だっっっ！！！」

　遥真は両手に巨大な憎悪ヘイトの固まりを生み出す。高密度かつ巨大な球体。憎しみの波動が電でん撃げきのようにバチバチと球体から爆ぜる。

「愛なんかに、僕らの絆きずなが負けるかあぁぁああ─────っ！」

　強きよう烈れつな二つの波動弾だんが恭介と美咲を狙い打つ。レーザーのように飛ぶ憎悪ヘイトの力は今までの波動弾とは異なり、触ふれる空気をも破は壊かいしながらリア充じゆうたちに飛び掛かかった。

「こ、この力はッ!?　チッ……美咲、頼たのむ！」

「………………しょうがない。今回だけ……」

　絶対的な破壊の力が恭介たちを飲み込んだ。二人の纏まとう濃こい愛マナのオーラが一瞬にして消しよう滅めつし、波動がリア充を吸収する。そして、盛大に爆発した。けたたましい破壊音が響ひびき、教室中に爆ばく破はの力が伝でん播ぱする。壁かべや床がビシビシとひび割れ、ひしゃげて崩れそうになる。

　だがそれでも、リア充たちは倒たおせない。十数秒後、力の余波が消えた時に遥真がその目に映したのは、相手の背中に腕を回して熱く抱だき合う二人だった。彼らの周りには、激しく輝かがやく金色の光。二人の手にした性杯から金の光が溢あふれ出し、彼らを包み込んでいた。

　恭介が美咲をじっと見つめる。一方彼女はほんのりと頰ほおを赤くして、はにかむように俯うつむいていた。やがて恭介が彼女の顎あごを指で摑つかんで、自身の唇くちびるへ引き寄せる。

　──チュッ。

　ほんの一瞬。たった一刹せつ那な。小学生のするような、ただ触れただけのわずかなキス。しかしそれが済んだ途端、二人の体から金色の愛マナが溢れ出した。

　キュイン、キュイン、キンキンキン！　ピカアアアァァァァァッ！

「なんだとっ!?　あんな少ないイチャつきで、こんな……っ！」

　愛マナを全て解き放ち、愛気道を全開にする二人。彼らは力の解放が終わるとゆっくり互いの体から離れ、遥真の方に顔を向けた。

「分かったか、独身。これが俺たちの、そして性杯の力だぜ」

「なんだと……!?」

「性遺物にはそれぞれに強力な力が備わっている。性杯の場合『愛マナの増ぞう幅ふく』能力だ。今、俺たちは性杯を使って二人の愛マナを増幅させ、そして『覚性』に至らせた。俺たちの愛は、今限界を突とつ破ぱしたんだ」

　恭介の刺さすような視線とオーラに、遥真の全身に痛みが走る。

「いいか、よく聞けボッチ野郎。いくらテメエらが俺らを憎んで独身術を強化しても、憎しみの絆でつるんでも、そんなマイナスの感情なんかじゃ俺たちを倒せはしねえんだ。愛情こそが人間の抱く感情の中で、最も尊くて強いんだからな」

　真ま面じ目めな顔で訴うつたえる恭介。それは一見、否定のしようがない正論だ。

「……いいや、違ちがう」

　しかし遥真は首を横に振り、彼の意見と対立する。

「確かに、人を愛する心は素晴らしい。でも、独身をバカにするリア充は、本当に愛を理解しているのか？　愛情とは、自分ではなく他者の幸せを願うことだ。恋こい人びとはもちろん、家族、友人、知人、他人、それらを愛する感情こそが本当に人が学ぶべきもので、本当に尊いものなんだ。彼女がいるから偉えらいとか、モテるから偉いとかじゃない。人々を真に愛する心を知っている者が素晴らしいんだ！」

　恭介たちの纏うオーラが、風に吹ふかれたように揺ゆれる。

「でもリア充は『恋人のいる奴が偉い』という勝手な価値観に踊おどらされ、本質を見失っている！　他者を愛する、その素晴らしさを忘れている！　見栄を張るために恋れん愛あいし、いくらイチャイチャくっついていても、一皮むけば相手を罵ののしり争い出す。結局君たちは他者への愛なんて理解していない。恋人がいる『自分』を好きなだけなんだ！」

　遥真が二人を指差して、はっきりと彼らに宣言する。

「僕は絶対リア充なんか認めない！　そんな間ま違ちがったカップルは全員爆発させてやる！」

「……なるほどな。やっぱ口で言っても分かりゃしねーか」

　真面目な表情をニヤリと崩し、嫌いやみな笑みを浮うかべる恭介。彼は手に金色の愛マナを収束させて、いつもと同じく槍を作り出す。美咲も拳こぶしを握にぎりつつ、重心を落として構えを作った。

「いいぜ。そこまで言い切るなら、愛の強さを刻み込むまで。今からテメーの告別式だ！」

　ドン！　風を切るような勢いで恭介が遥真に走り寄る。

「共同作業を見せてやるぜェッ！」

　槍を思いきり振り降ろす恭介。遥真はそれをかわすことなく、片手で柄えの部分を摑み、槍の動きを完全に止めた。

　愛気道がイチャつくほどに力を付けていくのであれば、独身術はそれを見るたびにやはり憎悪ヘイトを増していく。二つの力は互たがいに効果抜ばつ群ぐんの相性。簡単に出し抜ぬけはしないのだ。

「うおおッ！　姫奈の恨うらみいいいいィィィィ────────ッ！」

　密着したまま遥真は極小の爆発を放つ。恭介は槍ごと遥真の間合いから飛び退のいて、その攻撃を回避する。次いで遥真を襲おそったのは、走りくる少女の突つきだった。

「やああっ！」

「くっ……！」

　致ち死し的な威い力りよくの込められた拳を、自動の爆発で弾いて回避。しかし息いきつく暇ひまもなく再び恭介が襲いかかった。

「オラオラオラオラッ！　かわせるかァ─────!?」

　残像を生むほどの槍の乱れ突き。人間技とは思えぬ動きで刃を遥真に突き刺していく。即そく座ざに自動の爆発が槍の刃を破壊するが、同時に刃が再恋成。遥真の頰に切っ先が触れる。

「ぐ……ぅ!?」

　さらに同時に背後から、美咲の拳が襲い来る。

「やあああぁぁぁぁあああああっ！」

　今度は威力重視ではなく、両手を使った高速ラッシュ。最初は全て爆発が弾くが、すぐにラッシュが爆発を凌りよう駕が。数発の内に一発は遥真の背中にヒットする。

　恭介によるごり押しと、美咲によるスピード攻撃が遥真のライフを少しずつ削けずる。その攻撃に隙はなく、遥真はその場に根を張ったように動くことすらできないでいた。

「くそおぉぉおお！　リア充、爆発しろおおおおおっ！」

　二人に向かって、連続で放つ極小爆破。しかし、その範はん囲いの小ささゆえにすぐに見きられかわされる。広こう範はん囲いの爆発は、自身が巻き込まれるために容易に放つことはできない。打つ手がなくなり、ただ攻撃を喰くらうしかない。そしてそのたび、遥真の纏う漆しつ黒こくのオーラがどんどん小さくなっていく。

「ヘッ。そろそろ頃ころ合あいか」

　恭介がそう呟つぶやくと、リア充二人はそろって攻撃を中止した。武器を消し、拳を収め、遥真から距きよ離りをとって並ぶ。

「もう今の貴様は破れかけの恋こい。この技を防ぐ術すべはねェだろ」

「な、なんだと……？　何をする気だ？」

「俺たちの愛を証明するのさ！　超ちよう越えつ恋成！　大砲bazookaァァァァァァァァァッ！」

　彼は手にした性杯から、その金色の力を吸収。自身の愛マナと混ぜることで恋成の愛気道を使う。すると、恭介の目の前に光の柱が出現した。

「そんな……っ！　こ、これは！」

　その中から現れたのはとても大きな大砲だった。手持ちの武器という範囲を超こえて、巨きよ大だいな兵器が恋成される。リア充二人は大砲にありったけの愛マナを送り込み、さらに性杯の力をも加える。そして、遥真へと発射した。

「これが、愛の力だァ───────────────ッ！」

「う、うわあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！？」

　愛マナの奔ほん流りゆうが遥真の体を飲み込んで、彼の全身に焼け付くようなダメージを与あたえる。その砲ほう撃げきに逆らおうとするが、憎悪ヘイトは愛マナの力で消滅。攻こう撃げきを防ぐことはできない。

　グブゥズドゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥンンンッッッ!!

　彼は結局なんの抵てい抗こうもすることができず、強力すぎる攻撃とともに部屋の扉とびらへ激げき突とつした。衝しよう撃げきによって遥真の骨が悲鳴を上げ、青あざを打ったような激痛が彼の全身を覆おおい尽つくす。

「ぐ………………ぅ……………………っ！」

　出入り口の扉にもたれて、ぐったりと座り込む遥真。姫奈が先ほど独身術で塞ふさいだ扉。青い憎悪ヘイトの結界が、弱々しく扉を包んでいる。

（あぁ…………。もう、体が動かない）

　遥真はなんとか立とうとするが、体が全く言うことを聞かない。足を動かそうと思っても、反応するのはつま先だけ。手を動かそうと思っても、反応するのは指だけだ。

（僕……このまま、死ぬのかな……？）

　死という単語が浮かんだ瞬しゆん間かん、遥真の頭に今までの人生の思い出が、走そう馬ま燈とうのように甦よみがえる。物心のついた時からリア充になるために頑がん張ばっていた日々。独立校に進学し、カップルたちにバカにされる悔くやしさ。彼らと戦うために生まれた喪中の獅子という組織への入団。

　そして、自分を必要としてくれた、最高の仲間との出会い。

『この世の全てのリア充は私が別れさせてみせるわ！』

　姫奈の言葉が遥真の胸の中で響く。出会ってまだ日が浅いのに、自分のことを認めてくれた大切な仲間の元気な声が。

　しかし、彼女はもうここにいない。唯ゆい一いつ彼の目に留まるのは、彼女が扉に残していった独身術の力だけだ。

（ゴメン、姫奈……。君の仇かたきは、とれなかったよ……）

　青く光る扉を見てゆっくりと目を閉じていく遥真。彼の体から力が抜け、腕うではだらりと垂れ下がる。瞼まぶたの裏側に映るのは戦い続ける姫奈の姿だ。リア充たちに囲まれても、どんなに強い敵相手でも、決して諦あきらめずに戦った彼女。その勇姿が遥真の中に残っている。

「…………あれ？」

　その姿に、遥真は彼女が言っていた、とある言葉を思い出した。彼女が遥真の後ろの扉に独身術をかけた時の言葉だ。

『私の意識がある限り、この独身術は解けないわ』

　彼女は確かにそう言っていた。そして今、扉にはくっきり青いオーラがかかっている。

「こ……れは…………」

「さあ、独身。これでお前もお終いだ」

　遥真が大きく目を開く中、恭介が目の前に歩み寄る。

「負け組のクセに手間かけさせやがって。ま、いい運動にはなったけどよ」

　恭介が足を上げ、遥真の腹を踏ふみ付ける。

「がはっ！」

「テメェがリア充じゆうを見て怒おこるのは、俺たちに僻ひがんでいるからだろーが。僻むということは、俺たちが上だと頭の中で分かってるからだ。テメーらのくだらないテロ行こう為い自体が、自分たちの弱さを示してんだよ」

　手に残りの愛マナを集める恭介。遥真にとどめを刺すための、最後の攻撃を放とうとする。

「力を失い、仲間もなくした負け組が。おとなしく好意症になりな。そして、この街から出てけ」

　恭介が愛マナの固まりを作り、遥真に向けて打ち放つ。

　寸前、遥真が笑みを浮かべた。

「…………仲間をなくした負け組だって？　いつ僕が仲間をなくしたんだい？」

「あァ？　いつって、さっき退場リタイヤしただろが！」

「いいや。まだ終わっていない。僕は仲間との絆きずなを信じる。上辺だけの恋人なんかより、リア充なんかより強い絆を。それを信じている限り、僕らが負けることはない」

　遥真は姫奈が落ちていった、壊こわれた壁かべの方を見つめる。そして、彼女に問いかけた。

「そうだよね？　伊い集じゆう院いん姫奈！」

　遥真が名前を呼んだ瞬間、ズドン！　という衝撃音が部屋の中に響ひびき渡わたった。壊れる壁。吹き抜ける風。そして外から飛び込んでくる、憎悪ヘイトを纏まとった少女の姿。

　先ほど落ちたはずの姫奈が、壁を突き破り侵しん入にゆうしてきた。

「うりゃあああああああああああっ！」

「んなッ……。まだ生きてただとおッ!?」

「リア充をおおおお！　駆く逐ちくするぅぅぅぅぅ！」

　姫奈は纏った憎悪ヘイトの一部を光線にして二人に照射。太いレーザーが空気を裂さき、恭介たちへ伸のびていく。

「チッ！」

　恭介たちは遥真から離はなれてその攻撃を回かい避ひした。部屋の中央まで下がる二人。姫奈はその隙すきに遥真へ駆かけ寄よる。

「久しぶり、遥真。信じてたわよ。よく持ちこたえてくれたわね」

「姫奈……。生きててよかったよ、姫奈ぁ……」

　泣きそうな声で彼女の名前を呼ぶ遥真。彼女が差し伸べた手を取って、ゆっくりとその場に立ち上がる。

「ケッ。たかが一人、死にぞこないが増えただけだ。俺たちの勝ちに揺ゆるぎはねェぜ」

　恭介は槍やりを恋成して、二人に刃はの先せん端たんを向けた。

「もうおとなしく降参しな。これ以上痛い目に合いたくねェだろ？」

「おおっと、それはどうかしらね？　痛い目に合うのはどっちやら」

「あァ？」

「ねえ、リア充。なんで私が長い間、戦せん闘とうから離り脱だつしていたと思う？」

「…………？」

　怪け訝げんな顔をする恭介と美咲。確かに、姫奈は美咲に落とされた時、地面への直ちよく撃げきを回避していた。すぐに戻もどって戦うこともできたはずだ。しかし、あえてそうしなかった。

「テメエ……何を企たくらんでる……？」

「今から見せてあげるわよ。私の、最強の独身術をね！」

　姫奈はパァン！　と両手を鳴らし、体中の憎悪ヘイトを一身に纏まとう。そして二人のリア充に向けて大きな声で命令を飛ばす。

「両手を上げろホールドアツプ！　そこを動くな！」

　途と端たん、姫奈の憎悪ヘイトのオーラが一気に部屋中を青く染めた。独身術が教室全体に行きわたり、恭介たちをも支配する。そして、彼らは命令通り両手を上げて動けなくなった。

「な、何……？　なんじゃこりゃあ!?」

「ど、どうして？　動けない……」

「フフッ。私の術の本質はバリア能力なんかじゃない。指定した場所への敵の侵入を『拒きよ絶ぜつ』するという独身術よ。この術を部屋全体にかければ、後はどうなるか分かるわね？」

「ぐッ……！」

　悔しげに口元を歪ゆがめる恭介。どれだけ体に力を込めても、やはりそこから動けない。彼らが存在できる範囲は、姫奈の術がかかっていない今いる地点だけだからだ。

「でも空間全部に術をかけると、かなり憎悪ヘイトを使うのよ。だから今まで溜ためてたってワケ。遥真にアンタらを任せてね」

「バカな!?　戦場に仲間を一人残すなんて、よほどの信しん頼らいがなきゃできねェ！」

　恭介はくわっと目を見開き、殺すような目つきで姫奈を睨にらむ。

「このアマァ！　独身のクセに、リア充以上の絆を結ぶかッ!?」

「独身はリア充を憎にくむ気持ちでいつも心から繫つながっているわ。リア充を倒すためならば、いくらでも強い絆が結べる。……それがたとえ、異性同士であってもね」

　姫奈が遥真の肩かたに手を置く。それは自分の意志では初めての、姫奈から遥真への馴なれ合いだった。

「さあ遥真。早くとどめを刺しちゃって。アイツらが術を破る前に」

　恭介と美咲は両手を上げて無防備な姿をさらしながらも、体中に力を入れてなんとか抵抗しようとしている。愛マナも少し残っているようで、このまま放っておくのは危険だ。
















　遥真は姫奈に頷うなずくと、闘とう志しの浮うかんだ青色に光るまなざしで、リア充たちへ話しかけた。

「恭介君、美咲さん……。今度こそ、本当に終わりだよ」

「ん、だとお……ッ！　俺たちは負けねえ！　負けるわけがねえ！　愛を知っている俺たちが、独身なんかに負けるわけがねえんだ！」

「君たちの愛は、仮初めの絆だ。今からそれを証明する」

　遥真は片かた腕うでを頭上に掲かかげ、親指と中指の腹を合わせる。そして、パチンと音を鳴らした。

「リア充は…………爆ばく発はつしろ────────────────────────ッ!!」

　鼓こ膜まくを破るような爆発音が十五地区全体に響き渡った。

















エピローグ









　ボッッッギガドバアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァァァァンンン!!

　遥はる真まの爆発の独どく身しん術じゆつは、教室内を完かん膚ぷなきまでに粉々にした。天てん井じようや壁はまるまる吹ふき飛び、吹きすさぶ夜の冷たい風が遥真たちの体を直撃する。

「これで、やっと終わったね……」

「ええ。もう愛マナは感じないわ」

　辺りに立ち込める爆ばく煙えんが、風にさらわれて消えていく。すると、その中に倒れている恭きよう介すけの姿が浮かび上がった。

「ぐ……うゥ……」

　苦しそうに呻うめく恭介。独身術により愛マナのオーラも消えている。戦闘はもう不可能だ。

「よし……。後は、電撃破局ハートブレイクを確かめるだけだ」

　遥真たちは恭介の近くに倒れている、美み咲さきの方に視線を移す。爆発によって髪かみや服はボロボロに汚よごれ、綺き麗れいな顔もすすだらけだ。彼女は最後の力を使い、震ふるえる足で立ち上がる。

「うぅ……。きょう…………すけ…………」

　ゆっくりと彼氏のもとへと歩く美咲。恭介に厳しい彼女のことだ。恋こい心ごころが砕くだけた後はどんな仕打ちを与あたえるのか、緊きん張ちようしながら遥真たちが見守る。

　やがて美咲は恭介の側にしゃがみこみ、小さいながらも重い威い力りよくの拳こぶしを握にぎる。

　そして──

「きょう……すけ……。大だい丈じよう夫ぶ……？」

　拳をほどいて、優しく彼の頰ほおを撫なでた。

「そ、そんな……!?」

「噓うそでしょ……？　なんで攻こう撃げきしないのよ!?」

　その行動に遥真と姫ひ奈なは目を見張る。

　独身術による攻撃で愛マナを失ったリア充たちは電撃破局を引き起こし、恋こい人びととの仲が悪くなるはず。しかし今、愛マナを失ったはずの美咲が恭介のことを気き遣づかっている。

「き、君……。彼を嫌きらいになってないのかい？」

「嫌いになんて……なるはずないっ。私は、ずっと恭介が好き……」

　彼女は立ち上がり、遥真たちの方を向く。そして小さな両手を広げ、小さな胸を張り、目を尖とがらせ、懸けん命めいに彼氏を守ろうとする。

「私の恭介に近寄らないで……。恭介は、私が守る……」

「…………っ！」

　視線の強さに、遥真は無意識に後ずさる。それは今まで戦ったリア充じゆうとは違ちがう、純じゆん粋すい無む垢くな瞳ひとみだった。愛に溢あふれた瞳だった。彼女は遥真たちに敗れてもなお、自分の愛を貫つらぬこうとしている。自らの身も顧かえりみずに、恭介の盾たてとなっている。

「ちょっと遥真！　何を戸と惑まどってるの!?」

　美咲の前に立ち尽つくす遥真に、姫奈が叱しつ責せきの声を飛ばす。

「早くその子を倒しなさい！　私にはもう憎悪ヘイトがない！　あなたの力で倒すのよ！」

「そ、そんなの分かってるよ！　だけど……」

　遥真は迷ってしまっていた。彼女を攻撃するべきか、それともするべきではないのか。

　彼女はリア充、敵である。ここで完全に倒さなければ、また自分たちを襲おそうかもしれない。それは遥真も分かっていた。しかし目の前の女の子は、自分の体に鞭むち打うって恋人のことを守ろうとしている。そのひたむきな姿には、遥真も心を動かされていた。

「恭介は……私の一番大切な人……。絶対に、手を出させない……っ！」

「遥真のバカ！　何やってんの!?　さっさとトドメを刺しなさい！」

「ううっ……！」

　二人の声が遥真の心を挟はさみ撃うちにする。敵である美咲と味方の姫奈。どちらの気持ちに応えるべきか、遥真はギュッと目をつむり、歯を食いしばって考える。

　結果、彼は波動弾だんを作り────それを打つことなく消した。

「遥真っ！　なんでよ!?」

「しょうがないよ……。この二人は今までの相手とは違うんだ。強い絆きずなで結ばれている。独身術を使っても、二人の愛は壊こわせない」

　独身術で破は壊かいできるのは、仮初めの愛や絆だけだ。真実の愛に電撃破局は起こらない。

　遥真が攻撃をしないと分かると、美咲は恭介を振ふり返り、彼の体を揺さぶった。

「恭介っ！　大丈夫？」

「あ、あァ……。悪わりィな……情けない姿見せちまって……」

「情けなくない。恭介は、いつでもカッコいい」

「へへ……。照れるぜ。ありがとな。……………………あ、あのさ、もう少しコッチ来てくんねえか？　今だけ、ちょっと触ふれていたい……」

「うん。いいよ。……愛してる」

　恭介の体を抱だきしめる美咲。恭介は全身ボロボロながらも、幸せそうに美咲を撫でる。

　そんな二人の姿を見て、遥真は口元を緩ゆるませた。

「ねぇ姫奈……。僕、やっと分かった気がするよ」

「え？」

「好こう意い症しようの姫奈とデートして……今この二人を見て分かった。ただ欲よつ求きゆうを満たすためだけにイチャついているリア充と、本当の絆で繫がった恋人たちは違うんだって」

　遥真はこれまで、リア充になることを目標にして生きてきた。だが、本当に彼が求めていたのは、リア充たちがしているような上辺だけの恋れん愛あいじゃない。形だけイチャイチャしていても、ちょっとしたことですぐに別れるリア充たちの軽い恋こいや、好意症の姫奈のような、作られた偽いつわりの恋なんかじゃない。『リア充』という言葉ばかり意識し、大切なことを見落としていた。

「僕が今まで求めていたものは、恭介君と美咲さんのような本当の恋をすることなんだ。僕はもう、それを忘れない。いつか真の恋人を作って、そしてこの二人のような愛に溢れたイチャつきをする。そのために、僕は生きていきたい」

「……フン。勝手にすればいいでしょ？　ま、私は認めないけどね。私が許すのは『リア充憎にくし』の絆だけ。恋愛は全部破壊するわ。……今回だけは、見み逃のがしてもいいけど」

　イチャつく恭介と美咲を見て、姫奈が仕方なさそうに言う。その表情はいつもリア充に向けるものとは違い、ほんの少しだけ柔やわらかかった。

「ただ、これからもリア充たちとは戦ってもらうわ。アンタは、私のパートナーだから！」

「もちろんさ！　上辺だけのリア充たちは、これまで同様爆発させるよ！」

　悪しきリア充を打ち倒たおし、独身がバカにされる価値観を、独身が恋をできない社会を、破壊するのも自分の使命だ。そしてその先に、自分が求める真の恋がある。遥真にはそんな確信があった。

　二人がそんな話をする中、イチャつき終えた恭介がフラフラとした足取りで遥真のもとに歩いてきた。

「おい、独身……いや、遥真だっけな……」

「う、うん……」

「……………………」

　恭介は遥真を睨にらんだ後、性せい杯はいを取り出して彼に渡わたす。

「えっ……？」

「覚かく悟ごしろ。二度とお前らを下には見ねェ。次会った時は、全力でそれを取り返す」

　そう言い、彼は美咲を連れて壊れた壁かべから外へと降りた。

「…………うん。その時は、受けて立つよ」

　彼の背中に語りかけるよう、遥真は一人呟つぶやいた。




　　　　※




「そんな…………まさか。…………噓でしょう？」

　戦いを終えた遥真たちの様子を、壊れた天井の上から眺ながめる一人の少女の姿があった。告こく学がく院いんのトップにして、告こく際さい恋れん合ごうを束ねる長。他でもない、国くに続つぎ聖せい愛ら会長だ。彼女は呆ぼう然ぜんとした顔で、眼下に広がる光景を見つめる。

「まさか……あなたが独身たちの切り札だったなんて……」

　彼女の視界に映るのは、性杯を手にした遥真の姿だ。彼は立っているのもやっとなほど多くの傷を体に負い、しかし戦いを制したためか達成感に満ちた顔をしている。

「それに、隣となりのあの女性……」

　そんな遥真の隣には、彼と親しげにハイタッチをする見覚えのある少女が一人。一年前の戦いの際、喪も中ちゆうの獅し子しの主力として自分たちと戦った敵だ。

　恋愛に憧あこがれていた彼が、恋愛を強く憎にくむ少女と力を合わせて戦っている。自分たちと敵対している。

　いや、そんなことはどうでもいい。重要なことはただ一つ。彼が自分以外の女子と二人で仲良くしているということ。それも、あたかも恋人のように。

「伊い集じゆう院いん姫奈さん、でしたっけ」

　聖愛はその名を呟くと、愛マナでできた翼つばさを広げて十五地区の空を飛んでいく。一つの決意をその胸に秘めて。

「彼は、絶対に渡しません」




　　　　※




　恭介たちとの戦いの後、遥真たちは性杯を手にして喪中の獅子のアジトへと戻もどった。

「デュフフ！　よくやったでござる、二人とも！」

「二人は非リアのヒーローっスね！」

　遥真と姫奈を褒ほめ称たたえ、彼らの背中を叩たたく仲間たち。

　その折、雪ゆきが遥真に苦言を呈ていす。

「でも遥真くん、無茶しすぎだよ。怪け我がを負ったままたった二人で敵の本ほん拠きよ地ちに乗り込むなんて……。何かあったらどうするの？」

　人差し指を遥真に突き出し、「めっ」と子供にするように叱しかる。

「いやぁ……。確かにその通りだけど、なんかテンション上がっちゃって……」

「普ふ通つう、テンションでそこまでする？　中々帰ってこないから、すごく心配したんだよ？」

「ゴメン！　色々手伝ってもらったのに、その上心配までさせて……」

「う～ん。じゃあ、もうエッチな本を読まないなら許してあげてもいいかなぁ」

「雪ちゃん、僕に死ねって言うの……？」

「あ、そこまで重い条件なんだ」

「ねぇ遥真！　帰ってきたの!?」

　雪と二人で話していると、歩あゆ夢むが珍めずらしく自発的に遥真のもとへやってきた。

「よし！　じゃあ一いつ緒しよにゲームやろうぜ～。新しいエロゲ届いたんだよね」

「あ、歩夢ちゃん……。できればエロゲ以外がいいかな……」

「ダメだよ。約束したからね。歩夢と一緒にエロＣＧをコンプしてもらうよ！」

　やんやと騒さわぐ遥真たち。彼らを見て、リーダーの聡そう一いちも笑みを浮うかべる。

「しかし、本当に恭介たちを倒すとはね。あれほどのリア充、苦労したろう？」

「私たちにかかれば当然よ。アイツらなんて、足元にも及およばなかったわね」

　フフン、と鼻を高くする姫奈。彼女は遥真のもとに近寄り、肩かたに手を回し抱き寄せる。

「私の『拒きよ絶ぜつ』に遥真の『爆ばく発はつ』。この二つがあれば、どんな敵でも一発で破局よ！」

「そうそう！　性杯を奪うばうくらい、僕たちには楽勝だったよ！」

　言いつつ、遥真が性杯を取り出す。目が眩くらむほどに鮮あざやかな金色の光が放たれている。

「でも、油断はできないよ。性杯を奪ったことにより、リア充じゆうたちは今まで以上に、我々を潰つぶそうとするはずだ。早く性杯を取り戻し、威い厳げんを回復するために」

　性杯を手にしたのはいいが、きっとすぐ告際恋合が奪だつ還かんのために動くはずだ。リア充たちとの戦いは、今まで以上に忙せわしく、激しいものになるだろう。

「我々の戦いは終わらない。全ての性せい遺い物ぶつを奪うまで、負けることは許されないんだ」

　聡一は、その場にいる全員を見まわして言う。リーダーの真しん剣けんな声色に、遥真も、姫奈も、倒れていた独身たちも、みんな表情を引き締しめる。

「我々の最終目的は、世界を変えることにある。リア充のみが勝ち組とされ、我々が差別される世界を。それには皆みんなの協力がいる。共に戦い、狂くるった世の中を変えるんだ！」

『オオッ!!』

　拳こぶしを突つき上げ、戦うことを誓ちかい合う喪中の獅子の戦士たち。遥真と姫奈も声を上げる。

「僕たちに任せてくださいよ！　どんなリア充も、大爆発させてやりますから！」

「私と遥真のコンビは無敵よ。残りの性遺物も全部、速そつ攻こう回収してやるんだから！」

　共に肩を抱だき、絆の強さを見せる二人。

　そんな彼らに、聡一は疑わしげな視線を送った。

「君たち……最近ちょっと仲よすぎじゃないかい？」

『えっ？』

「いや……。たった二人で敵の本拠地に乗り込んでいったり、今もこうしてくっついていたり……。その様子じゃ、まるでリア充だよ」

「確かに、俺もそれ思ったでヤンス！」

「まさか、二人とも本当にカップルになっているでござるか!?」

　仲間たちの疑ぎ惑わくの視線が遥真と姫奈に突き刺ささる。

　予想外の言いがかりを受け、二人は顔を赤くして互たがいの顔を見つめ合う。そして、すぐに我に返って必死に無実を訴うつたえた。

「ち、違ちがう！　違うわよ！　私と遥真はそんなんじゃないって！」

「そ、そうだよ！　僕は──」

「私は──」

『絶対リア充にはならない！』

　声を合わせて叫さけぶ二人。もはやリア充以上に息ピッタリな彼らに対して、喪中の獅子の面々はさらなる疑惑を彼らに抱いた。








あとがき






　皆みな様さま初めまして。浅あさ岡おか旭あきらと申します。

　この度は『僕はリア充じゆう絶対爆ばく発はつさせるマン』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！




　この作品のコンセプトは、『リア充と非リアの戦争』です。

　人目も気にせずイチャつきまくるウザ面白いリア充と、彼らに嫉しつ妬とする非リアたちが異能バトルをやったらどうか？　そんな一つの思い付きから、この作品は生まれました。

　もともとは、僕の願望だったんですよね。『あ～またフラれた！　世の中のカップルが妬ねたましい！　みんなまとめて爆発しろ！』って。でもそれ、堂々と言えないじゃないですか。

　だから、こうして作品にしました。自分の気持ちを物語にして、同じ感情を持っている人や、恋こい人びとのいる人たちにも楽しく届けられるように。

　この作品が皆様の新しいお楽しみになれば、そして心の支えになれば、作者としてこれ以上の幸せはありません。

　これからも本作を素晴らしいものにできるよう、精せい一いつ杯ぱい精進していきます。




　それでは最後に、本作の出版にご尽じん力りよくいただいた方々へ、感謝の言葉をお送りします。

　まずは第二十九回ファンタジア大賞にて、本作に目を付けてくださった担当のＳ様、そしてＡ様。担当様のお声がけがなければ、こうして作品を出版することはできませんでした。本当に感謝しております。未熟者ですが、今後も何なに卒とぞよろしくお願い致いたします。

　イラストのアマガイタロー様。お忙いそがしい中、可愛らしいイラストを描えがいていただき、心より感謝しております。表紙絵の姫ひ奈なの可愛さには、感激し叫さけび声ごえを上げました。

　また、アイデア段階から制作に協力していただいた、専門学校の先生方。そして同学年の友人たち。本当にありがとうございます。学校での楽しい時間が執しつ筆ぴつの糧かてとなりました。

　そして何より、読者の皆様に最大級の感謝を込めて。




　二巻で皆様にお会いできるのを、何より楽しみにしております。





二〇一七年九月某ぼう日じつ　浅岡旭










浅岡旭

●あさおかあきら



第29回ファンタジア大賞出身。平成生まれの非リア作家。

同級生が恋愛事に一喜一憂する傍らで、画面の中の初音ミクと相思相愛だった勝ち組。イチャつくリア充と嫉妬する非リアがおバカな戦いを繰り広げる。そんな話を書きたくて、本作を出させていただきました。非リアの方にもリア充の方にも、笑っていただけたら幸いです。


















カバー・口絵・本文イラスト／アマガイタロー

カバーデザイン／伸童舎










僕ぼくはリア充じゆう絶ぜつ対たい爆ばく発はつさせるマン








浅あさ岡おか 旭あきら





[image: ]





平成29年11月20日　発行





(C)Akira Asaoka, Amagaitaro 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『僕はリア充絶対爆発させるマン』

平成29年11月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/p042.jpg
&y

HIDIRERERNR
O I~ ( SIKIEOWEFE U OV R®
<= S B Hn
O NIk Te 10T
HNR/IOFEONV XIS |

SHREERN -
THEHPWHER’

Pk

[IRSHmHoe: | | _n






item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p199.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p239.jpg





item/image/p191.jpg
»-- CEREBEPRR L
O NS K SEHEBEL-W O e g R’
W QNS QW 1| (O Hian x0 2°

SRREN-S K
[IRVERQES - EEDIKRIC - vYRIKS |
el

[EOV— ENVROMERSS:]

&) SRR K

3 M DOERLQ/LBHE WP LB ROQRR’
‘ HAEBWLEE0EB5° Wi®z 3

B - Sk TR
[1OMRYU 5 D NREER O — ] ’






item/image/p273.jpg
®

IRERTm OISR

O AHSP =N p—©

WO i
[ < 45453010

[HCEI0 & Q@ LI SR DIKIKID® | LK
HE [ e | <PovB oM
Ho4S TH6RH04Y " NWQIBRERI0 & O /48484848 —

SNRPREm HOERE
I FEM2 UL FEK
tabnt%é®%ﬂ LI nQ26°
451 S B4
(it —— MNMNIHIEISNRL 0 — |

Bk
[RHIVEERKOMNRDS 50— |

D:..:.

G






item/image/p271.jpg





item/image/p106.jpg
- IS RS PR L
T O | R%04 D OHRRCDOOS MO WO TS Hn Ly
. HEFORBaL OCHM o Q< HT L8 0o QR
(RESX—c2 QM0 P Eool VRMOEE L HGwwret
TS
[HDE TS — 8 QERPRIRCER SO LIFE o RIEQ RN
Ot HOMOIREIE OR° (SRR 0 WE S’ MO+DFTENS O
WS o — Euwﬁéﬁbws:xi ...... 1 S—wrane

ﬂ.mh__Eﬂ _|E .._.96.—“-‘}7\ /\E .nEm.% %_:_u ...... vgn.\niﬂu”l:ﬁ@.m*._u ...... =
D mzmm%rxbﬁ
3 WK 5 JREHIB00 IV oEKEE.D w R

KROS5 MK H14D "\ — )%ﬁéltt D QNN
DA ER] o F R v Q
Bk Sk
[RDL— NADNVPHHK RO N L AK SR RFO5—
B KRS~ HWRLENLAIXBREOMOEY—] -
B[RG30 KRB0 56|






item/image/logo-fan.png





item/image/gaiji-cid739-m-v.png





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		プロローグ



		第一章　恋には向かないお年頃



		第二章　独身術と愛気道



		第三章　惚しがりません、勝つまでは！



		第四章　我らの絆は愛以上！



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p179.jpg





item/image/p133.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/gaiji-cid665-m-v.png





item/image/kuchie-001.jpg
: ‘. | .__ . , w
\lll.\ ‘ ,
‘ﬁﬁﬁuta%&%ﬂlﬁ ﬁ,..
%huworuwWMmuﬁ xutu





item/image/p097.jpg





item/image/p251.jpg





item/image/p003.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
BIE

£< LA LeD B & >

8 i 2Rl
\ 043
e P ®B=F
B 12U ERA. BBOETIE!
) 107 L ‘\\\&;\.
EmE 4 X3,

ES5D#IZBLUE!
192 py/






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





